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6-4. Bluetooth ライブラリ関数リファレンス 
 


6-4-1 プログラム構成 


■BTLibVB.dll  ＶＢ．ＮＥＴ用クラスライブラリ  


■BTLib.dll  Bluetooth ライブラリ本体 


 


6-4-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「BTLibVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 BTLibVB.Wrap      メインクラス 


 BTLibVB.Wrap.Def   システムライブラリ用定数定義サブクラス 


 BTLibVB.Wrap.Api   システムライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1-2）を参照してください 
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6-4-3 関数一覧 


NO. 関数名 機能 
Connection Functions 
01 BTLib_Initialize Bluetoothプロトコルスタックを初期化します。 


02 BTLib_Deinitialize Bluetoothプロトコルスタックのリソースを解放します。 


03 BTLib_GetLocalInfo DT-870本体のBluetoothデバイス情報を取得します。 


04 BTLib_SetLocalInfo DT-870本体のBluetoothデバイス情報を設定します。 


05 BTLib_RegistLocalInfo DT-870本体のBluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


06 BTLib_Inquiry 
Bluetooth機器のInquiry（問い合わせ）を実行して、Bluetooth機器のデバイ


スハンドルを取得します。 


07 BTLib_GetDeviceHandle 
Bluetoothアドレスを指定して、Bluetooth機器のデバイスハンドルを取得しま


す。 


08 BTLib_GetDeviceInfo 接続するBluetooth機器の情報を取得します。 


09 BTLib_GetServiceInfo 接続するBluetooth機器のサービス情報を取得します。 


10 BTLib_SelectDevice 接続するBluetooth機器を指定します。 


11 BTLib_SetPassKey DT-870本体のPassKeyを設定します。 


12 BTLib_CreateBond 指定したBluetooth機器に対してボンド要求を行います。 


13 BTLib_RegistDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


14 BTLib_SearchDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


15 BTLib_DeleteDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


16 BTLib_GetDefaultDeviceInfo デフォルトで通信するBluetooth機器の情報を取得します。 
17 BTLib_SetDefaultDevice デフォルトで通信するBluetooth機器を設定します。 


Serial Communication Functions (Windows API) 
18 CreateFile 仮想COMポートをオープンします。 


19 CloseHandle 仮想COMポートをクローズします。 


20 GetCommState 仮想COMポートの状態を取得します。 


21 SetCommState 仮想COMポートの状態を設定します。 


22 GetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを取得します。 


23 SetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを設定します。 


24 WriteFile 仮想COMポートにデータを送信します。 


25 ReadFile 仮想COMポートからデータを受信します。 


26 SetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を取得します。 


27 GetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を設定します。 


28 WaitCommEvent 仮想COMポートをイベント待ち状態にします。 


29 EscapeCommFunction 仮想COMポートの拡張機能を実行します。 


30 ClearCommBreak 仮想COMポートのブレーク状態から復帰します。 


31 ClearCommError 仮想COMポートのエラー状態を取得し、エラー状態から復帰します。 


32 GetCommProperties 仮想COMポートのプロパティを取得します。 


33 GetCommModemStatus 仮想COMポートのモデム制御レジスタの値を取得します。 


 


6-4-4 関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 


 
6-4-2 
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BTLib_Initialize 
 


機能 DT-870本体の Bluetoothデバイスの使用を開始します。 


他の Bluetooth機器との接続および通信を行う前に、最初にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 Function  BTLib_Initialize ( ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  初期化に失敗 
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BTLib_DeInitialize 
 


機能 DT-870本体の Bluetoothデバイスの使用を終了します。 


他の Bluetooth機器との通信終了後、最後にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 Function  BTLib_DeInitialize ( ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  リソース解放に失敗 


 


備考 本関数を実行しないでユーザアプリケーションを終了した場合、次回 BTLib_Initialize 関数を実行


したときにエラーが発生して、DT-870 本体の Bluetooth デバイスが使用できなくなる恐れがありま


す。 
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BTLib_GetLocalInfo 
 


機能 DT-870本体の Bluetoothデバイス情報を取得します。 


本関数で取得されるデバイス情報は以下の通りです。Bluetooth デバイスモードおよび Bluetooth


デバイスクラスにおいて取得可能なパラメータについては、5-7-2を参照してください。 


 


・Bluetooth機器名 


・Bluetooth機器アドレス 


・Bluetoothデバイスモード 


 ・Bluetoothデバイスクラス 


 ・セキュリティモード 3設定フラグ 


 ・暗号設定フラグ 


 


書式 Function  BTLib_GetLocalInfo ( ByVal localInfo As BTST_LOCALINFO ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [out] DT-870本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 
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BTLib_SetLocalInfo 
 


機能 DT-870 本体の Bluetooth デバイス情報を設定します 。本関数を実行する前に 、


BTLib_GetLocalInfo関数を実行して、現在の Bluetoothデバイス情報を取得してください。 


本関数で設定されるデバイス情報は以下の通りです。Bluetooth デバイスモードおよび Bluetooth


デバイスクラスにおいて設定可能なパラメータについては、5-7-2を参照してください。 


 


・Bluetooth機器名 


・Bluetoothデバイスモード 


 ・Bluetoothデバイスクラス 


 ・セキュリティモード 3設定フラグ 


 ・暗号設定フラグ 


 


書式 Function  BTLib_SetLocalInfo ( ByVal localInfo As BTST_LOCALINFO ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ LocalInfo [in] 設定する DT-870本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


備考 Bluetoothデバイス情報のうち、Bluetooth機器アドレスは変更しないでください。Bluetooth機器ア


ドレスを変更して本関数を実行すると、エラーとなります。 


暗号設定フラグは、セキュリティモード 3 フラグが有効の場合のみ、設定が可能です。セキュリティモ


ード 3フラグが無効の場合は、暗号設定フラグを無効に設定してください。 
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BTLib_RegistLocalInfo 
 


機能 DT-870本体の Bluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


登録したデバイス情報は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに再設定されます。 


 


書式 Function  BTLib_RegistLocalInfo ( ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デバイス情報登録失敗 


 


備考 Bluetooth デバイス情報を変更してレジストリに登録する場合は、本関数を実行する前に


BTLib_SetLocalInfo関数を実行して、Bluetoothデバイス情報を変更してください。 
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BTLib_Inquiry 
 


機能 Bluetooth機器の Inquiry（問い合わせ）を実行し、デバイスハンドルを取得します。 


 


書式 Function  BTLib_Inquiry ( ByVal DeviceHandle As Int32, 


ByRef DeviceNumber As Int32 ) As Int32 


 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceHandle [out] Inquiry時に取得した Bluetooth機器のデバイスハンドル 


    DeviceNumberで指定する数以上の配列を用意する 


 DeviceNumber [in / out] Inquiryする Bluetooth機器の最大値を設定する 


実行後、Inquiryで発見された Bluetooth機器の数が格納される 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の Inquiry失敗 


 


備考 デバイスハンドル取得後、必ずBTLib_GetDeviceInfo関数を実行して、Bluetooth機器のデバイス


情報を取得してください。 


DeviceNumber で小さい値を指定すると、Inquiry に成功した Bluetooth 機器のデバイスハンドル


が完全には取得できない場合があります。Inquiry時に発見されると想定される Bluetoothデバイス


の個数よりも大きい値を指定してください。 
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BTLib_GetDeviceHandle 
 


機能 Bluetoothアドレスを指定して、Bluetooth機器のデバイスハンドルを取得します。 


 


書式 Function  BTLib_GetDeviceHandle ( 


  ByVal DeviceHandle As IntPtr,  


  ByVal BTAddress( ) As Char ) 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceHandle [out] Bluetooth機器のデバイスハンドル 


BTAddress [in] Bluetoothアドレス 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器のデバイスハンドル取得失敗 


 


備考 Bluetooth 機器のデバイスハンドルを取得後、必ず BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、


Bluetooth機器のデバイス情報を取得してください。 


指定した Bluetooth アドレスを持つ Bluetooth 機器のデバイスハンドルが、


BTLib_GetDeviceHandle関数またはBTLib_Inquiry関数よってすでに取得されている場合、


本関数を実行するとエラーとなります。すでに取得したデバイスハンドルを使用してください。 


 


 


 


6-4-9 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


BTLib_GetDeviceInfo 
 


機能 通信する Bluetooth 機器のデバイス情報を取得します。BTLib_Inquiry 関数または


BTLib_GetDeviceHandle関数を実行してBluetooth機器のデバイスハンドルを取得した後、必ず


本関数を実行して Bluetooth機器情報を取得してください。 


 本関数で取得できるデバイス情報は、以下の通りです。Bluetooth デバイスクラスにおいて取得可能


なパラメータについては、5-7-2を参照してください。 


 


・Bluetoothデバイスハンドル 


・Bluetooth機器名 


・Bluetooth機器アドレス 


・Bluetoothデバイスクラス 


 


書式 Function  BTLib_GetDeviceInfo ( 


  ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO, 


   ByVal DeviceHandle As IntPtr ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] Bluetooth機器情報 


DeviceHandle [in] Bluetooth機器のデバイスハンドル 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報取得失敗 


 


備考 Bluetooth機器名が取得できなかった場合、Bluetooth機器名の変数に Bluetooth機器アドレスを


格納します。 


取得した Bluetooth 機器情報のうち、Bluetooth 機器名以外の情報は書き換えないでください。


Bluetooth機器との接続および通信ができなくなる可能性があります。 


本関数を実行すると、Bluetooth 機器のサービス情報が初期化されます。Bluetooth 機器のサービ


ス情報を取得する場合は、本関数を実行後、BTLib_GetServiceInfo関数を実行してください。 
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BTLib_GetServiceInfo 
 


機能 通信する Bluetooth機器のサービス情報を取得します。取得可能なサービスクラスパラメータについ


ては、5-7-2を参照してください。 


本関数を実行する前に、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、サービス情報以外のデバイス情


報をあらかじめ取得してください。 


 


書式 Function  BTLib_GetServiceInfo ( 


  ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] Bluetooth機器情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器サービス情報取得失敗 


 


備考 本関数を実行しなくても、Bluetooth 機器との接続を行うことは可能です。サポートしている通信プロ


ファイルの種類をチェックする場合に使用してください。 


Bluetooth機器によっては、SDP(Service Discovery Profile)をサポートしない等の理由で、


使用可能なプロファイルの情報をを取得できない場合があります。 


本関数を実行後、再び BTLib_GetDeviceInfo関数を実行すると、引数に格納された Bluetooth


サービス情報は消去されてしまいます。 
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BTLib_SelectDevice 
 


機能 接続する Bluetooth 機器を指定します。Bluetooth 通信を開始する前にこの関数を実行して、接続


する Bluetooth機器を選択してください。 


 


書式 Function BTLib_SelectDevice ( 


  ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 接続する Bluetooth機器の情報 


    デフォルトの Bluetooth機器を指定する場合、NULLを指定する 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器の指定に失敗 


 


備考 この関数を実行しない場合、BTLib_SetDefaultDevice関数で設定したデフォルトの Bluetooth機


器が、接続する Bluetooth機器として指定されます。 
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BTLib_SetPassKey 
 


機能 DT-870本体の PassKey を設定します。PassKey は、DT-870本体で他の Bluetooth機器とのボ


ンドを実行する場合、および他の Bluetooth機器から PassKey要求があったときに使用されます。 


パラメータの設定により、他のBluetooth機器からのPassKey要求を拒否することが可能です。設定


した PassKeyは、BTLib_SetPassKey関数および BTLib_DeInitialize関数を実行するまで有効


です。 


 


書式 Function  BTLib_SetPassKey ( ByVal PassKey() As Char ) As Int32 


 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ PassKey  [in] 設定するパスキー 


    NULL または空文字列(””)を指定した場合、他の Bluetooth機器 


からの PassKey要求を拒否します 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  PassKeyの設定に失敗 


 


備考 BTLib_CreateBond関数を実行する前に、必ず本関数を実行してください。 


他の Bluetooth機器から DT-870へ PassKey要求が必要となる場合は、事前に本関数を実行して


PassKeyを設定してください。 
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BTLib_CreateBond 
 


機能 DT-870本体から、指定した Bluetooth機器に対してボンド要求を行います。 


 


書式 Function  BTLib_CreateBond ( ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] ボンドを実行する Bluetooth機器の情報 


    NULLを指定した場合、デフォルトの Bluetooth機器とのボンドを 


実行する 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器とのボンドに失敗 


 


備考 関数を実行する前に、BTLib_SetPassKey 関数を必ず実行して、ボンド実行時に使用される


PassKeyを設定しておいてください。 


PassKeyを設定していない場合、または BTLib_SetPassKey関数でパラメータにNULLまたは空


文字列(“”)を指定した場合、本関数はエラーを返します。 


通信先の Bluetooth機器からボンド要求があった場合、BTLib_SetPassKeyで設定した PassKey


を自動的に送信するので、本関数を実行する必要はありません。 
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BTLib_RegistDeviceInfo 
 


機能 Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


 


書式 Function  BTLib_RegistDeviceInfo ( 


  ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 登録する Bluetooth機器の情報 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリへの登録失敗 


 


備考 登録するBluetooth機器情報のBluetoothアドレスがすでにレジストリに登録されている場合、以前


登録した Bluetooth機器情報は上書きされます。 
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BTLib_SearchDeviceInfo 
 


機能 検索キーを指定して、Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


 検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数のみを取得することも可能です。 


 


書式 Function  BTLib_SearchDeviceInfo ( 


   ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO, 


ByRef DeviceNumber,  


   ByVal SearchKey() As Byte ) In32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in / out] キーと一致した Bluetooth機器の情報 


    DeviceNumberで指定した数以上の配列を用意する 


NULL を指定した場合、キーと一致した Bluetooth機器の数のみを


返す 


DeviceNumber [in / out] 取得する Bluetooth機器情報の最大値を設定する 


実行後、キーと一致した Bluetooth機器の数が格納される 


 SearchKey [in] Bluetooth機器情報検索キー 


    Bluetoothアドレスまたは Bluetooth機器名を指定する 


NULL を指定した場合、レジストリに登録されている全ての


Bluetooth機器の情報を返す 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの検索失敗 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


DeviceNumberで小さい値を指定すると、キーと一致したBluetooth機器情報が完全には取得でき


ない場合があります。キーと一致すると想定される Bluetoothデバイスの個数よりも大きい値を指定し


てください。 


検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数が予想できない場合には、最初に検索キーと一致


する Bluetooth機器情報の数のみを取得してください。その後、Bluetooth機器情報を格納する構


造体の変数を動的に確保し、再度同じ検索キーを使用して Bluetooth 機器情報を取得してく


ださい。 
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BTLib_DeleteDeviceInfo 
 


機能 指定した Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


 


書式 Function  BTLib_DeleteDeviceInfo ( ByVal DeviceInfo As BT_DEVICEINFO ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] 削除する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの削除失敗 


 


備考 指定するBluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してください。 


引数として使用する Bluetooth 機器情報が、レジストリに登録されている Bluetooth 機器情


報と一致しない場合、エラーとなります。 
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BTLib_GetDefaultDeviceInfo 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器の情報を取得します。 


 


書式 Function  BTLib_GetDefaultDeviceInfo ( 


ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [out] デフォルトの Bluetooth機器の情報を取得する構造体 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の取得失敗 


 


備考 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定していない場合、エラーとなります。 
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6-4-19 


BTLib_SetDefaultDevice 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定します。 


本関数で設定したデフォルトの Bluetooth機器は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに有


効となります。 


 


書式 Function  BTLib_SetDefaultDevice ( 


  ByVal DeviceInfo As BTST_DEVICEINFO ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ DeviceInfo [in] デフォルトに設定する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


 


戻り値 BTERR_SUCCESS  正常終了 


BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の設定失敗 


 


備考 本関数を実行しても、BTLib_SelectDevice 関数を使用して接続先として指定した Bluetooth 機器


は変更されません。 


関数を実行する前に、BTLib_RegistDeviceInfo 関数を実行して、Bluetooth 機器情報をレジストリ


に登録しておく必要ががあります。 


関数で使用する Bluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してく


ださい。Bluetooth機器情報がレジストリに登録されている Bluetooth機器情報と一致しない


場合、エラーとなります。 
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5-4. Bluetooth ライブラリ関数リファレンス 
 


5-4-1 プログラム構成 


■BTLibCs.dll  C# .NET用 Bluetooth クラスライブラリ 


■BTLib.dll   Bluetoot ライブラリ本体 


 


5-4-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「BTLibCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using BTLibCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「BTLibCs」です。 


メソッド（関数）は BTLibCs.関数名 と記述して下さい。 


定数は BTLibCs.定数 と記述して下さい。 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1-2）を参照してください 
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5-4-3 関数一覧 


NO. 関数名 機能 
Connection Functions 
01 BTLib_Initialize Bluetoothプロトコルスタックを初期化します。 


02 BTLib_Deinitialize Bluetoothプロトコルスタックのリソースを解放します。 


03 BTLib_GetLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報を取得します。 


04 BTLib_SetLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報を設定します。 


05 BTLib_RegistLocalInfo 本体のBluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


06 BTLib_Inquiry 
Bluetooth機器のInquiry（問い合わせ）を実行して、Bluetooth機器のデバイ


スハンドルを取得します。 


07 BTLib_GetDeviceHandle 
Bluetoothアドレスを指定して、Bluetooth機器のデバイスハンドルを取得しま


す。 


08 BTLib_GetDeviceInfo 接続するBluetooth機器の情報を取得します。 


09 BTLib_GetServiceInfo 接続するBluetooth機器のサービス情報を取得します。 


10 BTLib_SelectDevice 接続するBluetooth機器を指定します。 


11 BTLib_SetPassKey 本体のPassKeyを設定します。 


12 BTLib_CreateBond 指定したBluetooth機器に対してボンド要求を行います。 


13 BTLib_RegistDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


14 BTLib_SearchDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


15 BTLib_DeleteDeviceInfo Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


16 BTLib_GetDefaultDeviceInfo デフォルトで通信するBluetooth機器の情報を取得します。 
17 BTLib_SetDefaultDevice デフォルトで通信するBluetooth機器を設定します。 


Serial Communication Functions (Windows API) 
18 CreateFile 仮想COMポートをオープンします。 


19 CloseHandle 仮想COMポートをクローズします。 


20 GetCommState 仮想COMポートの状態を取得します。 


21 SetCommState 仮想COMポートの状態を設定します。 


22 GetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを取得します。 


23 SetCommTimeouts 仮想COMポートのタイムアウトパラメータを設定します。 


24 WriteFile 仮想COMポートにデータを送信します。 


25 ReadFile 仮想COMポートからデータを受信します。 


26 SetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を取得します。 


27 GetCommMask 仮想COMポートのイベントマスクの値を設定します。 


28 WaitCommEvent 仮想COMポートをイベント待ち状態にします。 


29 EscapeCommFunction 仮想COMポートの拡張機能を実行します。 


30 ClearCommBreak 仮想COMポートのブレーク状態から復帰します。 


31 ClearCommError 仮想COMポートのエラー状態を取得し、エラー状態から復帰します。 


32 GetCommProperties 仮想COMポートのプロパティを取得します。 


33 GetCommModemStatus 仮想COMポートのモデム制御レジスタの値を取得します。 


 


5-4-4.関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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BTLib_Initialize 
 


機能 本体の Bluetoothデバイスの使用を開始します。 


 他の Bluetooth機器との接続および通信を行う前に、最初にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 Int32 BTLib_Initialize ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  初期化に失敗 


 


クラス BTLibCs 
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BTLib_DeInitialize 
 


機能 本体の Bluetoothデバイスの使用を終了します。 


 他の Bluetooth機器との通信終了後、最後にこの関数を必ず実行してください。 


 


書式 Int32 BTLib_DeInitialize ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  リソース解放に失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行しないでユーザアプリケーションを終了した場合、次回 BTLib_Initialize 関数を実行


したときにエラーが発生して、本体の Bluetoothデバイスが使用できなくなる恐れがあります。 
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BTLib_GetLocalInfo 
 


機能 本体の Bluetoothデバイス情報を取得します。 


 


書式 Int32 BTLib_GetLocalInfo ( ref BTST_LOCALINFO  LocalInfo ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BTST_LOCALINFO LocalInfo 本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  デバイス情報取得失敗 


 


クラス BTLibCs 
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BTLib_SetLocalInfo 
 


機能 本体の Bluetoothデバイス情報を設定します。 


 


書式 Int32 BTLib_SetLocalInfo ( ref BTST_LOCALINFO LocalInfo ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BTST_LOCALINFO LocalInfo 設定する本体の Bluetoothデバイス情報 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  デバイス情報設定失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行する前に、BTLib_GetLocalInfo関数を実行して、現在の Bluetoothデバイス情報を


取得してください。 


Bluetoothデバイス情報のうち、Bluetooth機器アドレスは変更しないでください。Bluetooth機器アドレスを変


更して本関数を実行すると、エラーとなります。 


暗号設定フラグは、セキュリティモード3フラグが有効の場合のみ、設定が可能です。セキュリティモード 3フラグ


が無効の場合は、暗号設定フラグを無効に設定してください。 
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BTLib_RegistLocalInfo 
 


機能 本体の Bluetoothデバイス情報をレジストリに登録します。 


 登録したデバイス情報は、次回 BTLib_Initialize関数を実行したときに再設定されます。 


 


書式 Int32 BTLib_RegistLocalInfo ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  デバイス情報登録失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetooth デバイス情報を変更してレジストリに登録する場合は、本関数を実行する前に


BTLib_SetLocalInfo関数を実行して、Bluetoothデバイス情報を変更してください。 
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BTLib_Inquiry 
 


機能 Bluetooth機器の Inquiry（問い合わせ）を実行し、デバイスハンドルを取得します。 


 


書式 Int32 BTLib_Inquiry ( ref int DeviceHandle, ref uint DeviceNumber ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref int DeviceHandle Inquiry時に取得した Bluetooth機器のデバイスハンドル 


   DeviceNumberで指定する数以上の配列を用意する 


ref uint DeviceNumber Inquiryする Bluetooth機器の最大値を設定する 


   実行後、Inquiryで発見された Bluetooth機器の数が格納される 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  Bluetooth機器の Inquiry失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 デバイスハンドル取得後、必ずBTLib_GetDeviceInfo関数を実行して、Bluetooth機器のデバイス


情報を取得してください。 


DeviceNumberで小さい値を指定すると、Inquiryに成功したBluetooth機器のデバイスハンドルが完全には


取得できない場合があります。Inquiry 時に発見されると想定される Bluetooth デバイスの個数よりも大きい値


を指定してください。 
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BTLib_GetDeviceHandle 
 


機能 Bluetoothアドレスを指定して、Bluetooth機器のデバイスハンドルを取得します。 


 


書式 Int32 BTLib_GetDeviceHandle ( ref int DeviceHandle, LPTSTR BTAddress ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref int DeviceHandle Bluetooth機器のデバイスハンドル 


LPTSTR BTAddress Bluetoothアドレス 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  Bluetooth機器のデバイスハンドル取得失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetooth 機器のデバイスハンドルを取得後、必ず BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、


Bluetooth機器のデバイス情報を取得してください。 


指定した Bluetoothアドレスを持つ Bluetooth 機器のデバイスハンドルが、BTLib_GetDeviceHandle


関数または BTLib_Inquiry 関数よってすでに取得されている場合、本関数を実行するとエラーとなり


ます。すでに取得したデバイスハンドルを使用してください。 
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BTLib_GetDeviceInfo 
 


機能 通信する Bluetooth機器のデバイス情報を取得します。 


 


書式 Int32 BTLib_GetDeviceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo, int DeviceHandle ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo Bluetooth機器情報 


int DeviceHandle  Bluetooth機器のデバイスハンドル 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報取得失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 BTLib_Inquiry 関数または BTLib_GetDeviceHandle 関数を実行して Bluetooth 機器のデバイ


スハンドルを取得した後、必ず本関数を実行して Bluetooth機器情報を取得してください。 


Bluetooth 機器名が取得できなかった場合、Bluetooth 機器名の変数に Bluetooth 機器アドレスを格納しま


す。 


取得した Bluetooth機器情報のうち、Bluetooth機器名以外の情報は書き換えないでください。Bluetooth機


器との接続および通信ができなくなる可能性があります。 


本関数を実行すると、Bluetooth機器のサービス情報が初期化されます。Bluetooth機器のサービス情報を取


得する場合は、本関数を実行後、BTLib_GetServiceInfo関数を実行してください。 
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BTLib_GetServiceInfo 
 


機能 通信する Bluetooth機器のサービス情報を取得します。 


 


書式 Int32 BTLib_GetServiceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo Bluetooth機器情報 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  Bluetooth機器サービス情報取得失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行する前に、BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行して、サービス情報以外のデバイス情


報をあらかじめ取得してください。 


本関数を実行しなくても、Bluetooth 機器との接続を行うことは可能です。サポートしている通信プロファイルの


種類をチェックする場合に使用してください。 


Bluetooth機器によっては、SDP(Service Discovery Profile)をサポートしない等の理由で、使用可能な


プロファイルの情報をを取得できない場合があります。 


本関数を実行後、再び BTLib_GetDeviceInfo 関数を実行すると、引数に格納された Bluetooth サービ


ス情報は消去されてしまいます。 
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BTLib_SelectDevice 
 


機能 接続する Bluetooth 機器を指定します。Bluetooth 通信を開始する前にこの関数を実行して、接続


する Bluetooth機器を選択してください。 


 


書式 Int32 BTLib_SelectDevice ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo 接続する Bluetooth機器の情報 


   デフォルトの Bluetooth機器を指定する場合、NULLを指定する 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  Bluetooth機器の指定に失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 この関数を実行しない場合、BTLib_SetDefaultDevice関数で設定したデフォルトの Bluetooth機


器が、接続する Bluetooth機器として指定されます。 
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BTLib_SetPassKey 
 


機能 本体の PassKey を設定します。PassKey は、本体で他の Bluetooth 機器とのボンドを実行する場


合、および他の Bluetooth機器から PassKey要求があったときに使用されます。 


パラメータの設定により、他の Bluetooth 機器からの PassKey 要求を拒否することが可能です。設定した


PassKeyは、BTLib_SetPassKey関数および BTLib_DeInitialize関数を実行するまで有効です。 


 


書式 Int32 BTLib_SetPassKey ( LPTSTR  PassKey ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


LPTSTR  PassKey  設定するパスキー 


   NULL または空文字列(””)を指定した場合、 


   他の Bluetooth機器からの PassKey要求を拒否します 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  PassKeyの設定に失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 BTLib_CreateBond関数を実行する前に、必ず本関数を実行してください。 


他の Bluetooth機器からへ PassKey要求が必要となる場合は、事前に本関数を実行して PassKey を設定し


てください。 
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BTLib_CreateBond 
 


機能 本体から、指定した Bluetooth機器に対してボンド要求を行います。 


 


書式 Int32 BTLib_CreateBond ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ボンドを実行する Bluetooth機器の情報 


   NULLを指定した場合、 


   デフォルトの Bluetooth機器とのボンドを実行する 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  Bluetooth機器とのボンドに失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 関数を実行する前に、BTLib_SetPassKey 関数を必ず実行して、ボンド実行時に使用される


PassKeyを設定しておいてください。 


PassKeyを設定していない場合、またはBTLib_SetPassKey関数でパラメータにNULLまたは空文字列(“”)


を指定した場合、本関数はエラーを返します。 


通信先の Bluetooth 機器からボンド要求があった場合、BTLib_SetPassKey で設定した PassKey を自動的


に送信するので、本関数を実行する必要はありません。 
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BTLib_RegistDeviceInfo 
 


機能 Bluetooth機器の情報をレジストリに登録します。 


 


書式 Int32 BTLib_RegistDeviceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo 登録する Bluetooth機器の情報 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリへの登録失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 登録するBluetooth機器情報のBluetoothアドレスがすでにレジストリに登録されている場合、以前


登録した Bluetooth機器情報は上書きされます。 


 


5-4-15 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


BTLib_SearchDeviceInfo 
 


機能 検索キーを指定して、Bluetooth機器の情報をレジストリから検索して取得します。 


 検索キーと一致する Bluetooth機器情報の数のみを取得することも可能です。 


 


書式 Int32 BTLib_SearchDeviceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo,  


    ref uint  DeviceNumber, LPTSTR  SearchKey ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo キーと一致した Bluetooth機器の情報 


   DeviceNumberで指定した数以上の配列を用意する 


   NULLを指定した場合、キーと一致した Bluetooth機器の数のみを返す 


 


ref uint  DeviceNumber 取得する Bluetooth機器情報の最大値を設定する 


   実行後、キーと一致した Bluetooth機器の数が格納される 


 


LPTSTR  SearchKey Bluetooth機器情報検索キー 


   Bluetoothアドレスまたは Bluetooth機器名を指定する 


   NULLを指定した場合、 


   レジストリに登録されている全ての Bluetooth機器の情報を返す 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの検索失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 Bluetooth機器情報を格納する構造体の変数は、配列として用意してください。 


DeviceNumber で小さい値を指定すると、キーと一致した Bluetooth 機器情報が完全には取得できない場合


があります。キーと一致すると想定される Bluetoothデバイスの個数よりも大きい値を指定してください。 


検索キーと一致する Bluetooth 機器情報の数が予想できない場合には、最初に検索キーと一致する


Bluetooth 機器情報の数のみを取得してください。その後、Bluetooth 機器情報を格納する構造体の変数を


動的に確保し、再度同じ検索キーを使用して Bluetooth機器情報を取得してください。 
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BTLib_DeleteDeviceInfo 
 


機能 指定した Bluetooth機器の情報をレジストリから削除します。 


 


書式 Int32 BTLib_DeleteDeviceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO  DeviceInfo ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo 削除する Bluetooth機器の情報を格納する構造体 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  Bluetooth機器情報のレジストリからの削除失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 指定するBluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してください。 


引数として使用する Bluetooth機器情報が、レジストリに登録されている Bluetooth機器情報と一致し


ない場合、エラーとなります。 
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BTLib_GetDefaultDeviceInfo 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器の情報を取得します。 


 


書式 Int32 BTLib_GetDefaultDeviceInfo ( ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo デフォルトの Bluetooth機器の情報を取得する構造体 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の取得失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定していない場合、エラーとなります。 
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5-4-19 


BTLib_SetDefaultDevice 
 


機能 デフォルトで通信する Bluetooth機器を設定します。 


本関数で設定したデフォルトの Bluetooth機器は、次回 BTLib_Initialize 関数を実行したときに有効となりま


す。 


 


書式 Int32 BTLib_SetDefaultDevice ( 


  ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo 


) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BTST_DEVICEINFO DeviceInfo デフォルトに設定する Bluetooth 機器の情報を格納する


     構造体 


 


戻り値 


 BTERR_SUCCESS  正常終了 


 BTERR_FAILED  デフォルトで通信する Bluetooth機器情報の設定失敗 


 


クラス BTLibCs 


 


備考 本関数を実行しても、BTLib_SelectDevice 関数を使用して接続先として指定した Bluetooth 機器


は変更されません。 


関数を実行する前に、BTLib_RegistDeviceInfo関数を実行して、Bluetooth機器情報をレジストリに登録して


おく必要ががあります。 


関数で使用する Bluetooth機器情報は、BTLib_SearchDeviceInfo関数を使用して取得してください。


Bluetooth機器情報がレジストリに登録されている Bluetooth機器情報と一致しない場合、エラーとな


ります。 


 


 





		5-4.　Bluetoothライブラリ関数リファレンス

		5-4-1　プログラム構成

		5-4-2　使用方法

		5-4-3　関数一覧

		5-4-4.関数リファレンス








 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


§１．概要 


本仕様書は DT-870/5100用に、C#.NETおよび VB.NET言語を使ってアプリケーションを開発する場合に、カシオ


ライブラリを利用できるように、WindowsCE .NET コンパクトフレームワークに対応した C#.NETおよび VB.NET用


のクラスライブラリを提供する方法について述べたものです。 


 


1-1. カシオライブラリ 
今回対象となる DT-870/5100カシオライブラリの構成と機種対応を以下に示します。 


 
ライブラリ名 構成 関数の数 DT-870 DT-5100 


システムライブラリ 


Clibsys.lib 


Clibsys.dll 


Clibsys.h 


34 ○ ○ 


OBR ライブラリ  55   ○ 


２D スキャナライブラリ  92 ○   


Bluetooth ライブラリ 


BTLib.lib 


BTLib.dll 


BTLib.h 


17 ○ ○ 


BCD 演算ライブラリ 


LDTBCD.lib 


LDTBCD.dll 


LDTBCD.h 


16


  


○ 


カメラライブラリ 


Camera.dll 


CamHw.dll 


Camera.lib 


Camera.h 


Camera2.h 


15


  


○ 


  合計 229   
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1-2. 提供ファイルの構成 
各ソフトウェアの関連図を下図に示します。 


カシオライブラリ（DLL内の関数）の呼び出しは、VB用、C#用のラッパー関数を介して「プラットフォーム呼び出し


し（PInvoke：Platform Invocation Service）」で行います。プラットフォーム呼び出しは DLL からエクスポートされる


関数を呼び出す汎用的なメカニズムです。 


ラッパー関数はコンパクトフレームワークからカシオライブラリを呼び出すコードを記述し、アプリケーションがカシ


オライブラリDLLを利用できるように抽象化された関数インターフェースを提供し、コンパクトフレームのワーククラ


スライブラリコンポーネントとして位置づけられます。※ 


 


 


VB.NET ア


（


C#.NET ア  


（


 


 


 


 


 


カシオライブラリ 


#用ラッパー関数クラスライブラリ 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
コンパクトフレームワーク


（CLR＋クラスライブラリ）


C
カシオライブラリ 


VB用ラッパー関数クラスライブラリ 

 


 


 


 


 


ラ


(LCU


システム 


ライブラリ 


(Clibsys.ｄｌｌ) 

 
プリケーション 


IL） 

1-2 


カシオライブラリ 


BCD演算 


ライブラリ 


(LDTBCD.dll) 


Bluetooth 
ライブラリ 


(BTLib.dll) 


２D スキャナ 


ライブラリ 


(TDdecodece.dll)


ラ


(Ca


OBR 
イブラリ 


DRV.dlｌ) 


：提供ファイル（コンパクトフレーム用クラスライブラリ）※ 


 


カメラ 


イブラリ 


meara.dll)

 
プリケーション


IL） 
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§2．CE.NET 用クラスライブラリ 


2-1.機能 
VisualStudio .NET 上で、C#.NET および VB.NETによるアプリケーション開発（ビルド）においてカ


シオライブラリを利用できるようにコンパクトフレームワーク用のクラスライブラリを提供します。 


    各関数の機能は 


・DT-870各ライブラリマニュアル 


・DT-5100各ライブラリマニュアル 


を参照してください。 


 


2-3.開発環境 
・Microsoft Visual Studio .NET 2003 


 


2-4.提供ファイル 


2-4-1. C#.NET用クラスライブラリ 


C#.NET でアプリケーションを開発する場合に各ライブラリ関数呼び出しの引数と戻り値の調整を


行います。 


・ClbSysCs.dll システムライブラリ用クラスライブラリ 


・LCUDRVCs  OBR ライブラリ用クラスライブラリ 


・TDDecodeceCs.ｄｌｌ ２D スキャナ用クラスライブラリ 


・BTLibCs.dll Bluetooth ライブラリ用クラスライブラリ 


・LDTBCDCs.ｄｌｌ BCD演算ライブラリ用クラスライブラリ 


・CameraCｓ.ｄｌｌ カメラライブラリ用クラスライブラリ 


2-4-1. VB.NET用クラスライブラリ 


VB.NET でアプリケーションを開発する場合に各ライブラリ関数呼び出しの引数と戻り値の調整


を行います。 


・ClbSysVB.dll システムライブラリ用クラスライブラリ 


・LCUDRVVB.dll  OBR ライブラリ用クラスライブラリ 


・TDDecodeceVB.ｄｌｌ ２D スキャナ用クラスライブラリ 


・BTLibVB.dll Bluetooth ライブラリ用クラスライブラリ 


・LDTBCDVB.ｄｌｌ BCD演算ライブラリ用クラスライブラリ 


・CameraVB.ｄｌｌ カメラライブラリ用クラスライブラリ 


2-1 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 
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2-5.使用方法 
各ライブラリ関数を C#.NET および VB.NET から利用するには、プロジェクトを作成し、使用したいライブラリ


のクラスライブラリをソリューションエクスプローラ内の「参照設定」に追加します。 


下図は VB.NET でカシオライブラリを利用する例です。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
C#.NETの場合も同様に C#.NET用のクラスライブラリを参照設定に追加します。 


 
なお、プログラムコーディング例は、３章（C#.NET）および４章（VB.NET）を参照してください。 


また、クラスライブラリ各インターフェースは５章（C#.NET）および 6章（VB.NET）を参照してください。 
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§3．C#.NET用クラスライブラリ 


3-1. C#.NET用クラスライブラリの機能 
   C#.NET用クラスライブラリが提供するラッパー関数は以下の処理を行います。 


1） アプリケーションから受け取った引数をエクスポート関数用に変換します。 


2） エクスポート関数を呼び出します。 


3） エクスポート関数の戻り値をアプリケーション用に変換します。 


4） 戻り値を設定してアプリケーションに制御を戻します。 


 


アプリケーション dll_func 


xｘx dll_func( p1); 


引数の変換 


実関数呼び出し 


retrn ｘｘｘ 


戻り値の変換 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


3-2.ラッパーにおける DLL関数を呼び出し方の記述 
   ソースコードの先頭に以下の記述を行います。 


  using System.Runtime.InteropServices; 
 


3-2-1.エクスポート関数の宣言 
    DLLからエクスポートされる関数を利用するために以下の記述をします。 


 [DllImport( “user.dll” )]  ・・・・・ 利用する関数をエクスポートする DLL名 


 public static extern ＜戻り値のタイプ＞ dll_func( 引数 1, 引数 2, ・・・); 
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3-2-2. カシオライブラリと C#での関数引数の対応表 
カシオライブラリ関数に渡す引数の対応を表にしたものを以下に示します。 


 カシオライブラリの引数 C#呼び出し時の引数 ラッパー関数引数（アプリケーションに提示） 
１ void void 同左 
2 char 


(8ビット符号付き) 
sbyte 
（8ビット符号付き） 


1バイトデータとしての意味を持つ場合は sbyte、1
文字としての意味を持つ場合は char とする。 


3 BYTE 
(8ビット符号なし) 


ｂyte 
（8ビット符号なし） 


ｂyte 
（8ビット符号なし） 


4 TCHAR 
(16ビット) 


string cｈａｒ（16ビット） 


5 Short 
（16ビット符号付） 


short/Int16 
（符号付 16ビット） 同左 


6 WORD 
（16ビット符号なし） 


ushort/UInt16 
（16ビット符号なし） 同左 


7 Int 
（32ビット符号付） 


int/Int32 
同左 


8 Long 
（32ビット符号付） 


int/Int32 
同左 


9 DWORD 
（32ビット符号なし） 


uint/UInt32 
（32ビット符号なし） 同左 


10 struct _bbb{ ... } bbb struct bbb{...} 同左 
11 char* ref sbyte 同左 
12 BYTE* ref byte 同左 
13 TCHAR* ref string 同左 
14 short* ref short 同左 
15 WORD* ref ushort 同左 
16 int* ref Int32 同左 
17 long* ref Int32 同左 
18 DWORD* ref uint 同左 
19 struct _bbb{ ... } *bbb 
（構造体のポインタ） 


struct ＜名称＞ [ ... ]; 
＜名称＞ bbb; 
ref bbb; 


同左（メンバの変換が必要な場合があります） 


20 関数へのポインタ public delegate bool CallBack1(); 
CallBack1 x = 


new CallBack1(callback_sub1); 
Clib.dllfunc_callback1(5000, x); 


同左 


 
※        部分は CEではできません。（VisualStudio.NET 2003＋Compact Framwork β2） 
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3-2-3. カシオライブラリと C#での戻り値の対応 
返却値の宣言記述の対応を表にしたものを以下に示します。 


 カシオライブラリの記述 C#での関数リターン時の戻り値 ラッパー関数戻り値（アプリケーションに提示） 
１ void void 同左 
2 char 


(8ビット符号付き) 
sbyte 
（8ビット符号付き） 同左 


3 BYTE 
(8ビット符号なし) 


ｂyte 
（8ビット符号なし） 同左 


4 TCHAR 
(16ビット) 


string（16ビット）  
同左 


5 Short 
（16ビット符号付） 


short/Int16 
（16ビット符号付） 同左 


6 WORD 
（16ビット符号なし） 


ushort/UInt16 
（16ビット符号なし） 同左 


7 Int 
（32ビット符号付） 


int/Int32 
同左 


8 Long 
（32ビット符号付） 


int/Int32 
同左 


9 DWORD 
（32ビット符号なし） 


uint/UInt32 
同左 


10 struct ＜構造体名＞ struct ＜構造体名＞ 同左 
11 char* IntPtrで受け取って返す。 sbyte* 
12 BYTE* IntPtrで受け取って返す byte* 
13 TCHAR* IntPtrで受け取って返す char* 
14 short* IntPtrで受け取って返す short* 
15 WORD* IntPtrで受け取って返す ushort* 
16 int* IntPtrで受け取って返す int* 
17 long* IntPtrで受け取って返す int* 
18 DWORD* IntPtrで受け取って返す uint* 
19 構造体* IntPtrで受け取って返す 構造体* 


 
※        部分は CEではできません。（VisualStudio.NET 2003＋Compact Framwork β2） 
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3-3. C#．NET アプリケーションでの使用例 
カシオライブラリのシステムライブラリ関数を利用する場合のサンプルを以下に示します。 


アプリケーション作成時に提供クラスライブラリファイル（CalibCs.dll）をプロジェクトに追加します。 


 
アプリケーション側の記述例 
 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


using System; 
using ClbSysCs; 
 
namespace ClbsysSmp1 
{ 


・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 public class CeApiSample 
 { 
  public void ApiCe1( ) 
  { 
   uint a1 = new uint(); 
 
   // Wakeup 要因による電源許可禁止の取得 
   // BOOL CLBGetBootableButtons( DWORD * ) 
   bool x2 = ClbSysCs.CLBGetBootableButtons( ref a1 ); 
 
   // 左トリガーキーによる電源 ON は有効に 
   uint a2 = (a1 | (uint)ClbSysCs.CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER); 
 
   // Wakeup 要因による電源 ON 許可禁止 
   // BOOL CLBSetBootableButtons( DWORD ) 
   bool x1 = ClbSysCs.CLBSetBootableButtons( a2 ); 
 
 ･・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
   uint b1 = new uint(); 
   uint b2 = new uint(); 
 
   // 電源 OFF を禁止する時間の取得 
   // BOOL CLBGetOffMaskTime( DWORD *, DWORD * ) 
   bool x4 = ClbSysCs.CLBGetOffMaskTime( ref b1, ref b2 ); 
 
   // 電源 ON 後指定時間 OFF を禁止する 
   // BOOL CLBSetOffMaskTime( DWORD, DWORD ) 
   bool x3 = ClbSysCs.CLBSetOffMaskTime( 10, 0 ); 
 
 ･・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
  } 
 
  public void ApiCe2( ) 
  { 
 
 ･・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
   // ｶｰﾄﾞのアクセス終了を待って電源 OFF 
   // void CLBPowerOff( void ) 
   ClbSysCs.CLBPowerOff(); 
 
  } 
 } 
} 
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CｌｂｓｙｓCs．csの内容 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


using System; 
using System.Windows.Forms; 
using System.Runtime.InteropServices; 
 
namespace ClbsysCs 
{ 
 /// <summary> 
 /// Summary description for ClbsysCs. 
 /// </summary> 
 
 public class ClbsysCs 
 { 
  public Clbsys() 
  { 
   // TODO: Add constructor logic here 
  } 
 
 /*  Constant definition to import */ 
  // Bootable Buttons - DWORD dwBootableButtons 
  public const uint CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER = 0x1000; 
  public const uint CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER = 0x0800; 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 
 /*  Definition description of a Wrapper function */ 
  // Wakeup 要因による電源 ON 許可禁止 
  public static bool CLBSetBootableButtons( uint dwBootableButtons ) 
  { 
   bool ret = new bool(); 
 
   try 
   { 
    ret = ClbSys.CLBSetBootableButtons( dwBootableButtons ); 
   } 
   catch(Exception exc) 
   { 
    MessageBox.Show( exc.ToString(), "Info CLBSetBootableButtons()" ); 
   } 
   return ret; 
  } 
 
  // ｶｰﾄﾞのアクセス終了を待って電源 OFF 
  public static void CLBPowerOff( ) 
  { 
 
   try 
   { 
    ret = ClbSys.CLBPowerOff( ); 
   } 
   catch(Exception exc) 
   { 
    MessageBox.Show( exc.ToString(), "Info CLBPowerOff()" ); 
   } 
  } 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 } 
 
 public class ClbSys 
 { 
 /*  Description of the function to import */ 
 
  [DllImport("ClbSys.dll")] 
  public static extern bool CLBSetBootableButtons( uint dwBootableButtons ); 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 
  [DllImport("ClbSys.dll")] 
  public static extern void CLBPowerOff( ); 
 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
 } 
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§4．VB.NET用クラスライブラリ開発 


 


４-1.VB.NET用クラスライブラリの機能 
   VB.NET用クラスライブラリが提供するラッパー関数は以下の処理を行います。 


1） アプリケーションから受け取った引数をエクスポート関数用に変換します。 


2） エクスポート関数を呼び出します。 


3） エクスポート関数の戻り値をアプリケーション用に変換します。 


4） 戻り値を設定してアプリケーションに制御を戻します。 


 


アプリケーション                        


 


                     


 


                        


 


                                     


 


                                     


 


 


 


４-2.ラッパーにおける DLL関数を呼び出
   ソースコードの先頭に以下の記述を行います。 


  import System.Runtime.InteropSer
 


４-2-1.エクスポート関数の宣言 
DLLからエクスポートされる関数を利用するために以下


戻り値がない関数は Sub、戻り値がある関数は Functio


1） Declare Auto Sub dll_func lib “user.


２） Declare Auto Function dll_func lib “


４-1 

dll_func

 


 


 


ｘｘｘ dll_func( p1); 

  引数の変換

実関数呼び出し

 

戻り値の変換

  


  


し


v


の


n


d


u


  retrn ｘｘｘ

方の記述 


ices 


記述をします。 


で宣言します。 


ll” （引数 1, ・・・） 


  ・・・・・ 戻り値がない場合 


 
ser.dll” （引数 1, ・・・） As ＜戻り値タイプ＞  


  ・・・・・ 戻り値がある場合 
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４-2-2.VB.NET とカシオライブラリの引数の対応 


カシオライブラリ関数に渡す引数の対応を表にしたものを以下に示します。 
 カシオライブラリの引数 VB 呼び出し時の引数 ラッパー関数引数（アプリケーションに提示） 
１ void 無記述 sub() 同左 
2 char xxx 


(8ビット符号付き) 
ByVal xxx As SByte 
（8ビット符号あり） 


1バイトデータとして意味を持つ場合は、 
ByVal xxx As SByte 
1文字としての意味を持つ場合は、 
ByVal xxx As Char（16ビット） 


3 BYTE 
(8ビット符号なし) 


ByVal xxx As Byte 
（８ビット符号なし） 


1バイトデータとして意味を持つ場合は、 
ByVal xxx As Byte 
1文字としての意味を持つ場合は、 
ByVal xxx As Char（16ビット） 


4 ＴCHAR 
(16ビット) 


ByVal xxx As Char 
（16ビット） 同左 


5 Short 
（16ビット符号付） 


ByVal xxx As Short/Int16 
（符号付 16ビット） 同左 


6 WORD 
（16ビット符号なし） 


ＵInt16 
（符号付 16ビット） 


ByVal xxx As UInt16 
 


7 Int 
（32ビット符号付） 


ByVal xxx As Integer/Int32 
（32ビット符号付） 同左 


8 Long 
（32ビット符号付） 


ByVal xxx As Integer/Int32 
（32ビット符号付） 同左 


9 DWORD 
（32ビット符号なし） 


ByVal xxx As Integer/Int32 
（32ビット符号付） 


ByVal xxx As UInt32 
 


10 構造体 ByVal xxx As (Structure) 同左 
11 char* ByVal xxx As string 


ByRef xxx As SByte 
ByVal xxx As IntPtr 
          ： 


同左（オーバーロードにより適切なものを選択） 


12 BYTE* ByRef xxx As Byte 同左 
13 TCHAR* ByRef xxx As Char 同左 
14 short* ByRef ｘｘｘ As Short/Int16 同左 
15 WORD* ByRef ｘｘｘ As UInt16 ByRef ｘｘｘ As UInt16 


 
16 int* ByRef ｘｘｘ As Integer/Int32 同左 
17 long* ByRef ｘｘｘ As Integer/Int32 同左 
18 DWORD* ByRef ｘｘｘ As Integer/Int32 ByRef ｘｘｘ As UInt32 


 
19 構造体* ByRef xxx As (Structure) 同左 
20 関数へのポインタ ByVal xxx As CallBack コールバック関数のデリゲートオブジェクトを作成


し、引数として渡す 


Public Delegate Function _ 
CallBack(ByVal dat As Int32) As Int32 
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4-2-3. カシオライブラリと VB との戻り値の対応 


カシオライブラリ関数からの戻り値の対応を表にしたものを以下に示します。 
 カシオライブラリの記述 VB での関数リターン時の戻り値 ラッパー関数戻り値（アプリケーションに提示） 
１ void 無記述 sub() 同左 
2 char 


(8ビット符号付き) 
Dim dat As Byte 
（8ビット符号あり） 
dat = function() 


1バイトデータとして意味を持つ場合は、 
Dim dat As SByte(8ビット) 
1文字としての意味を持つ場合は、 
Dim dat As Char（16ビット） 


3 BYTE 
(8ビット符号なし) 


Dim dat As SByte 
（8ビット符号なし） 
dat = function() 


1バイトデータとして意味を持つ場合は、 
Dim dat As Byte(8ビット) 
1文字としての意味を持つ場合は、 
Dim dat As Char（16ビット） 


4 ＴCHAR 
(16ビット) 


Dim dat As Char 
（16ビット） 
dat = function() 


同左 


5 Short 
（16ビット符号付） 


Dim dat As Short/Int16 
（符号付 16ビット） 
dat = function() 


ByVal xxx As UInt16 
 


6 WORD 
（16ビット符号なし） 


Dim dat As Short/Int16 
（符号付 16ビット） 
dat = function() 


同左 


7 Int 
（32ビット符号付） 


Dim dat As Integer/Int32 
dat = function() 同左 


8 Long 
（32ビット符号付） 


Dim dat As Integer/Int32 
dat = function() 同左 


9 DWORD 
（32ビット符号なし） 


Dim dat As Integer/Int32 
dat = function() 


ByVal xxx As UInt32 
 


10 構造体 Dim stc As struct1 
stc =  function() 


同左 


11 char* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Byte 
ptr = function() 
dat = Marshal.ReadByte(ptr) 


Dim dat As Byte 


12 BYTE* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Int16 
ptr = function() 
dat=Marshal.ReadInt16(ptr) 


Dim dat As Int16 


13 TCHAR* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Char 
ptr = function() 
dat=ChrW(Marshal.ReadInt16(ptr)
) 


Dim dat As Char 


14 short* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Int16 
ptr = function() 
dat=Marshal.ReadInt16(ptr) 


Dim dat As Int16 


15 WORD* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Int32 
ptr = function() 
dat=Marshal.ReadInt32(ptr) 


Dim dat As UInt16 
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16 int* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Int32 
ptr = function() 
dat=Marshal.ReadInt32(ptr) 


Dim dat As Int32 


17 long* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As Int32 
ptr = function() 
dat=Marshal.ReadInt32(ptr) 


Dim dat As Int32 
 


18 DWORD* Dim ptr As IntPtr 
Dim dat As UInt32 
Dim dmy() as UInt32 
ptr = function() 
Marshal.Copy(ptr,dat,0,1) 
dat = dmy(0) 


Dim dat As UInt32 
（Marshal.Copyにより獲得する。 
Copy()では配列指定しか出来ないため、ダミー
配列経由で獲得する) 
 


19 構造体* Dim ptr As IntPtr 
Dim stc As struct1 
ptr = function() 
stc = Marshal.PtrToStructure( 
 ptr, GetType(struct1)) 


Dim stc As struct1 
 


 
※        部分は CEではできません。（VisualStudio.NET 2003＋Compact Framwork β2 で 


構造体の中に配列が定義されている場合） 
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4-3. VB．NET アプリケーションでの使用例 
カシオライブラリのシステムライブラリ関数を利用する場合のサンプルを以下に示します。 


アプリケーション作成時に提供ソースファイル（VBClibsys.vb）を組み込む。 


ＶＢＣｌｉｂｓｙｓ．ｖｂの内容 


 
Imports System.Runtime.InteropServices 


 


Public Class VBClibsys 


    '--------------------------------------------- 


    ' 定数定義 


    '--------------------------------------------- 


    'BUTTON 


    Public Const CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER As Int64 = 1 


    Public Const CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER As Int64 = 2 


             ： 


             ： 


 


    '--------------------------------------------- 


    ' システムライブラリ 


    '--------------------------------------------- 


    Declare Auto Function CLBSetBootableButtons Lib "Clbsys" (ByVal dwBootableButtons As Int64) As Boolean 


    Declare Auto Function CLBGetBootableButtons Lib "Clbsys" (ByRef pdwBootableButtons As Int64) As Boolean 


    Declare Auto Function CLBSetOffMaskTime Lib "Clbsys" (ByVal pdwKey As Int64, ByVal dwCard As Int64) As Boolean


    Declare Auto Function CLBGetOffMaskTime Lib "Clbsys" (ByRef dwKey As Int64, ByRef dwCard As Int64) As Boolean


    Declare Auto Function CLBPowerOff Lib "Clbsys" () 


             ： 


             ： 


 


End Class 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 
アプリケーションの記述 


 Imports System.Runtime.InteropServices 
Imports (アプリケーション名).VBClibsys 


 


Private Sub Button1_Click(ByVal sender As System.Object, ByVal e As System.EventArgs) Handles Button1.Click 


    ' ----- Wakeup要因による電源ONの有効／無効設定を行います。 


    Dim bl As Boolean 


    bl = VBClibsys.CLBSetBootableButtons(VBClibsys.CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER) 


    '       先頭で Imports により名前修飾しているため下記でも可 


    bl = CLBSetBootableButtons(CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER) 


 


    ' ----- Wakeup要因による電源ONの有効／無効状態を読み出します。 


    Dim dat As Int64 


    bl = CLBGetBootableButtons(dat) 


    If (dat And CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER) <> 0 Then MsgBox("左ボタン有効") 


 


    ' ----- 電源ON後、指定された時間電源OFFを禁止するための設定を行います。 


    bl = CLBSetOffMaskTime(10, 0)       ' 10秒 


    ' ----- 本体電源をOFFします。 


    CLBPowerOff() 


 


    ' ----- 本体とIOボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行います。 


    Dim ans As Int32 


    ans = CLBCheckCharger(0) 


End Sub 
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6-6. カメラライブラリ関数リファレンス 
 
6-6-1 プログラム構成 


■CameraVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用 BCD演算クラスライブラリ  
■Camera.dll   カメラライブラリ本体 
■CamHw.dll   カメラライブラリ本体 
 
6-6-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデ


バイスアプリケーションにてプロジェクトを作成してください。 
・作成したプロジェクトの「参照設定」に「CameraVB.dll」を追加してください。 
・以下のクラス構成になります。 
 CameraVB.Wrap      メインクラス 
 CameraVB.Wrap.Def   システムライブラリ用定数定義サブクラス 
 CameraVB.Wrap.Api   システムライブラリ用関数定義サブクラス 
 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1-2）を参照してください 
 


6-6-1 
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6-6-3 関数一覧 


関数名 説明 


CAMOpen カメラドライバをロードします。 


CAMClose カメラドライバをアンロードします。 


CAMStartPreview プレビューを開始します。 


CAMStopPreview プレビューを停止します。 


CAMSingleCapture 1 画面分の静止画を取り込み、ファイルとして出力します。 


CAMGetImageSettings JPEG 圧縮率など、取り込む静止画のオプションを取得します。 


CAMSetImageSettings JPEG 圧縮率など、取り込む静止画のオプションを指定します。 


CAMContinuousCapture 連写画像を取り込み、指定した枚数分のファイルとして出力します。 


CAMGetLightMode 現在の撮影モードを取得します。 


CAMSetLightMode 撮影モードを指定します。 


CAMGetDigitalZoom 現在のデジタルズーム設定を取得します。 


CAMSetDigitalZoom デジタルズームの設定を行います。 


CAMGetSensitivity 現在の明るさを取得します。 


CAMSetSensitivity 明るさを設定します。 


CAMRedrawPreview プレビュー画面の再描画を行います。 


 
 
6-6-4 関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 


6-6-2 
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CAMOpen 
 
 
機能 カメラドライバをロードします。カメラドライバを使用する際には、必ずこの関数をコールして


ください。 
 
 
書式 Function  CAMOpen( )   As  Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 
 
 
戻り値 CAM_SUCCESS  カメラドライバのロードに成功しました。 
 


CAM_OPENERROR カメラドライバが既にロードされているか、もしくはカメラを使用


できません。 
 


6-6-3 
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CAMClose 
 
 
機能 カメラドライバをアンロードします。カメラドライバの使用を終了、またはアプリケーションプ


ログラムを終了する際には、必ずこの関数をコールしてください。 
 
 
書式 Function  CAMClose( )  As  Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 
 
 
戻り値 CAM_SUCCESS  カメラドライバのアンロードに成功しました。 
 


CAM_NOTOPENED カメラドライバがロードされていません。 
 


6-6-4 
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CAMStartPreview 
 
 
機能 プレビューを開始します。プレビューは CAMStopPreview()関数がコールされるまで行われます。 
 
 
書式 Function CAMStartPreview( ByVal hWnd As IntPtr, ByVal nX As Int32,  


ByVal nY As Int32, ByVal nResSize As Int32 ) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ hWnd  [IN] プレビューを表示するウィンドウハンドルを指定します。 
 
 nX  [IN] プレビューを表示する左上の X座標を指定します(0～239)。 
 
 nY  [IN] プレビューを表示する左上の Y座標を指定します(0～319)。 
 
 nResSize [IN] プレビューの画像解像度を指定します。 
     CAM_1PER9VGA 1/9VGA サイズ ( 213 x 160) 


 
戻り値 CAM_SUCCESS  プレビュー開始に成功しました。 
 CAM_NOTOPENED カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM 引数が正しくありません。 


CAM_SHOW_ERROR プレビューを表示できません。ウィンドウハンドルや表示座標値を
確認してください。 


 CAM_INTERNAL_ERROR内部エラーです。 
 


6-6-5 
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CAMStopPreview 
 
 
機能 プレビューを停止します。 
 
 
書式 Function  CAMStopPreview( )  As  Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 
 
 
戻り値 CAM_SUCCESS  プレビューの停止に成功しました。 
 


CAM_NOTOPENED カメラドライバがロードされていません。 
 
 CAM_NOT_STARTED プレビューが開始されていません。 
 


6-6-6 
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CAMSingleCapture 
 
 
機能 1 画面分の静止画を取り込み、ファイルとして出力します。 
 
 
書式 Function CAMSingleCapture( ByVal lpszFileName As String, 


ByVal nImageFormat As Int32, ByVal nResSize As Int32 ) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ lpszFileName [IN] 出力するファイル名をフルパスで指定します。 


たとえば、"¥My Documents"フォルダに"Image001.jpg"というファイル
名で保存するには、TEXT("¥¥My Documents¥¥Image001.jpg")と指定
します。 


 
 nImageFormat [IN] 画像ファイル形式を指定します。 
    CAM_JPEG JPEG ファイル形式で保存します。 


    CAM_BMP BMP ファイル形式で保存します。 
 
 nResSize [IN] プレビューの画像解像度を指定します。 
    CAM_VGA   VGA サイズ     ( 640 x 480) 
    CAM_4PER9VGA  4/9VGA サイズ  ( 426 x 320) 
    CAM_QVGA   1/4VGA サイズ  ( 320 x 240) 
    CAM_1PER9VGA  1/9VGA サイズ  ( 213 x 160) 
 
 
戻り値 CAM_SUCCESS   静止画の取り込みに成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 


CAM_NOT_STARTED  プレビューが開始されていません。 
CAM_FILE_ERROR 画像ファイルを保存できません。パス名やディスク残り容量、ス


トレージデバイスの有無などを確認してください。 
 CAM_INTERNAL_ERROR 内部エラーです。 
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CAMGetImageSettings 
 
 
機能 JPEG 圧縮率など、取り込む静止画のオプションを取得します。 
 
 
書式 Function CAMGetImageSettings(ByVal lpImageSettings As CAM_IMAGE_SET ) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ lpImageSettings  [OUT] CAM_IMAGE_SET データ構造体へのポインタを指定します。 
     typedef struct _cam_image_settings 


{ 
          int nQuality; 
          int nJpegOpt; 


} CAM_IMAGE_SET; 
 
  int nQuality JPEG ファイルの画質・圧縮率が返されます。 


    CAM_JPEG_LOW 画質=低、圧縮率=高 


    CAM_JPEG_NORMAL 画質=中、圧縮率=中 (デフォルト) 
CAM_JPEG_HIGH 画質=高、圧縮率=低 
CAM_JPEG_HIGHEST 画質=最高、圧縮率=最低 


 
int nJpegOpt JPEG ファイルのデータ保存オプション(ベースライン or プログレ


ッシブ)が返されます。 


 
CAM_JPEG_BASELINE 上のラインから画像が表示されるファイ


ル形式です。(デフォルト) 


 
    CAM_JPEG_PROGRESSIVE  


まず全体に粗い画像が表示され、徐々に詳細が表


示されるファイル形式です。WEB ブラウザが対応


していない場合があります。 


 
 
戻り値 CAM_SUCCESS   正常に取得しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
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CAMSetImageSettings 
 
 
機能 JPEG 圧縮率など、取り込む静止画のオプションを指定します。 
 
 
書式 Function CAMSetImageSettings( ByVAl lpImageSettings As CAM_IMAGE_SET ) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ lpImageSettings  [IN] CAM_IMAGE_SET データ構造体へのポインタを指定します。 
     typedef struct _cam_image_settings 


{ 
          int nQuality; 
          int nJpegOpt; 


} CAM_IMAGE_SET; 
 
  int nQuality JPEG ファイルの画質・圧縮率を指定します。 


    CAM_JPEG_LOW 画質=低、圧縮率=高 


    CAM_JPEG_NORMAL 画質=中、圧縮率=中 (デフォルト) 
CAM_JPEG_HIGH 画質=高、圧縮率=低 
CAM_JPEG_HIGHEST 画質=最高、圧縮率=最低 


 
int nJpegOpt JPEG ファイルのデータ保存オプション(ベースライン or プログレ


ッシブ)を指定します。 


 
CAM_JPEG_BASELINE 上のラインから画像が表示されるファイ


ル形式です。(デフォルト) 


 
    CAM_JPEG_PROGRESSIVE  


まず全体に粗い画像が表示され、徐々に詳細が表


示されるファイル形式です。WEB ブラウザが対応


していない場合があります。 


 
 
戻り値 CAM_SUCCESS   正常に取得しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 
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CAMContinuousCapture 
 
 
機能 連写画像を取り込み、指定した枚数分のファイルとして出力します。 


画像サイズは 1/9VGA (213x160)のみです。 
 
 
書式 Function CAMContinuousCapture( ByVal lpszFileName, ByVal nImageFormat As Int32, 


ByVal nNumOfFiles As Int32, ByVal nFrameRate As Byte) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ lpszFileName [IN] 出力するファイルのベース名をフルパスで指定します。 


本関数は、指定されたファイル名に 2桁の番号を付加して出力します。 


たとえば、TEXT("¥¥My Documents¥¥Image.jpg")と指定された場合は、


"My Documents"ディレクトリに、"Image01.jpg"、"Image02.jpg"…ファ


イルが作成されます。 
 
 nImageFormat [IN] 画像ファイル形式を指定します。 
    CAM_JPEG JPEG ファイル形式で保存します。 
    CAM_BMP BMP ファイル形式で保存します。 
 
 nNumOfFiles [IN] 取り込む連写画像の枚数を 1～20 の範囲で指定します。 
 
 nFrameRate [IN] 取り込む連写画像のフレームレートを指定します。 
    CAM_5FPS 5 フレーム/秒 
    CAM_15FPS 15 フレーム/秒 
 
戻り値 CAM_SUCCESS   連写画像の取り込みに成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 


CAM_NOT_STARTED  プレビューが開始されていません。 
CAM_FILE_ERROR 画像ファイルを保存できません。パス名やディスク残り容量、ス


トレージデバイスの有無などを確認してください。 
 CAM_INTERNAL_ERROR 内部エラーです。 
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CAMGetLightMode 
 
 
機能 現在の撮影モード(ホワイトバランス)を取得します。 
 
 
書式 Function CAMGetLightMode( ) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 
 
 
戻り値 CAM_LIGHT_AUTO  自動。（デフォルト） 
 CAM_OUTDOOR   屋外（自然光）。 
 CAM_INCANDESCE  蛍光灯。 


CAM_FLUORESCENT  白熱灯。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
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CAMSetLightMode 
 
 
機能 撮影モード(ホワイトバランス)を設定します。 
 
 
書式 Function CAMSetLightMode( ByVal nLightMode As Int32 ) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ nLightMode [IN]  撮影モードを設定します。 
    CAM_LIGHT_AUTO  自動。（デフォルト） 
    CAM_OUTDOOR   屋外（自然光）。 
    CAM_INCANDESCE  蛍光灯。 


CAM_FLUORESCENT  白熱灯。 
 
戻り値 CAM_SUCCESS   設定に成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 
 CAM_INTERNAL_ERROR 内部エラーです 
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CAMGetDigitalZoom 
 
 
機能 現在のデジタルズーム設定を取得します。 
 
 
書式 Function CAMGetDigitalZoom( ) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 
 
 
戻り値 CAM_ZOOM_NONE  当倍（デジタルズームを使用しない）。（デフォルト） 
 CAM_ZOOM_15   1.5 倍 
 CAM_ZOOM_20   2.0 倍 


CAM_ZOOM_30  3.0 倍 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
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CAMSetDigitalZoom 
 
 
機能 デジタルズーム設定を設定します。 
 
 
書式 Function CAMSetDigitalZoom( ByVal nZoom As Int32 ) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ nZoom  [IN]  デジタルズームの倍率を指定します。 
   CAM_ZOOM_NONE 当倍（デジタルズームを使用しない）。（デフォルト） 
   CAM_ZOOM_15   1.5 倍 
   CAM_ZOOM_20   2.0 倍 


CAM_ZOOM_30   3.0 倍 
 
戻り値 CAM_SUCCESS   設定に成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 
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CAMGetSensitivity 
 
 
機能 現在の明るさ (露出補正値)を取得します。 
 
 
書式 Function CAMGetSensitivity( ) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 
 
 
戻り値   CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 
         0～24      0(暗い)～24(明るい)の範囲で、明るさの数値が返されます。 


デフォルトは 12 です。 
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CAMSetSensitivity 
 
 
機能 明るさ (露出補正)を設定します。 
 
 
書式 Function CAMSetDigitalZoom( ByVal nSensitivity As Int32 ) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ nSensitivity [IN]  0(暗い)～24(明るい)の範囲で、明るさの数値を指定します。 


デフォルトは 12 です。 
 
戻り値 CAM_SUCCESS   設定に成功しました。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 
 CAM_INTERNAL_ERROR 内部エラーです 
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6-6-17 


CAMRedrawPreview 
 
 
機能 プレビュー画面の再描画を行います。 


この関数は、プレビュー画面上にメッセージボックス等が表示され、再描画が必要なときにコー


ルします。通常はアプリケーションプログラムに WM_PAINT メッセージが送られてきたときにコ


ールしてください。 
 
 
書式 Function CAMRedrawPreview( ) As Int32 
 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ なし 
 
戻り値 CAM_SUCCESS   正常終了。 
 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 
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5-6 カメラ ライブラリ関数リファレンス 
 


5-6-1 プログラム構成 


■CameraCs.dll  C# .NET用 カメラクラスライブラリ 


■Camera.dll   カメラライブラリ本体 


■CamHw.dll   カメラライブラリ本体 


 


5-6-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「CameraCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using CameraCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「CameraCs」です。 


メソッド（関数）は CameraCs.関数名 と記述して下さい。 


定数は CameraCs.定数 と記述して下さい。 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1-2）を参照してください 
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5-6-3 関数一覧 


NO. 関数名 機能 
01 CAMOpen カメラドライバをロードします。 


02 CAMClose カメラドライバをアンロードします。 


03 CAMStartPreview プレビューを開始します。 


04 CAMStopPreview プレビューを停止します。 


05 CAMSingleCapture 1 画面分の静止画を取り込み、ファイルとして出力します。 


06 CAMGetImageSettings JPEG 圧縮率など、取り込む静止画のオプションを取得しま


す。 


07 CAMSetImageSettings JPEG 圧縮率など、取り込む静止画のオプションを指定しま


す。 


08 CAMContinuousCapture 連写画像を取り込み、指定した枚数分のファイルとして出力し


ます。 


09 CAMGetLightMode 現在の撮影モードを取得します。 


10 CAMSetLightMode 撮影モードを指定します。 


11 CAMGetDigitalZoom 現在のデジタルズーム設定を取得します。 


12 CAMSetDigitalZoom デジタルズームの設定を行います。 


13 CAMGetSensitivity 現在の明るさを取得します。 


14 CAMSetSensitivity 明るさを設定します。 


15 CAMRedrawPreview プレビュー画面の再描画を行います。 


 


5-6-4.関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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CAMOpen 
 


機能 カメラドライバをロードします。 


 


書式 int CAMOpen( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS  カメラドライバのロードに成功しました。 


 CAM_OPENERROR カメラドライバが既にロードされているか、 


    もしくはカメラを使用できません。 


 


クラス CameraCs 


 


備考 カメラドライバを使用する際には、必ずこの関数をコールしてください。 
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CAMClose 
 


機能 カメラドライバをアンロードします。 


 


書式 int CAMClose( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS  カメラドライバのロードに成功しました。 


 CAM_NOTOPENED カメラドライバがロードされていません。 


 


クラス CameraCs 


 


備考 カメラドライバの使用を終了、またはアプリケーションプログラムを終了する際には、必ずこの関数をコ


ールしてください。 
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CAMStartPreview 
 


機能 プレビューを開始します。 


 


書式 int CAMStartPreview( int hWnd, int nX, int nY, int nResSize) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int hWnd  プレビューを表示するウィンドウハンドルを指定します。 


int nX  プレビューを表示する左上の X座標を指定します(0～239)。 


int nY  プレビューを表示する左上の Y座標を指定します(0～319)。 


int nResSize  プレビューの画像解像度を指定します。 


   CAM_1PER9VGA  1/9VGAサイズ ( 213 x 160) 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS   プレビュー開始に成功しました。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 


 CAM_ SHOW_ERROR  プレビューを表示できません。 


     ウィンドウハンドルや表示座標値を確認してください。 


 CAM_ INTERNAL_ERROR 内部エラーです。 


 


クラス CameraCs 
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CAMStopPreview 
 


機能 プレビューを停止します。 


 


書式 int CAMStopPreview( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS   プレビューの停止に成功しました。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 CAM_ NOT_STARTED  プレビューが開始されていません。 


 


クラス CameraCs 
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CAMSingleCapture 
 


機能 1画面分の静止画を取り込み、ファイルとして出力します。 


 


書式 int CAMSingleCapture( string lpszFileName, int nImageFormat, int nResSize) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


string lpszFileName 出力するファイル名をフルパスで指定します。 


int nImageFormat 画像ファイル形式を指定します。 


   CAM_JPEG  JPEGファイル形式で保存します。 


   CAM_BMP  BMPファイル形式で保存します。 


int nResSize  プレビューの画像解像度を指定します。 


   CAM_VGA  VGAサイズ     ( 640 x 480) 


   CAM_4PER9VGA  4/9VGAサイズ  ( 426 x 320) 


   CAM_QVGA  1/4VGAサイズ  ( 320 x 240) 


   CAM_1PER9VGA  1/9VGAサイズ  ( 213 x 160) 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS   静止画の取り込みに成功しました。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 


 CAM_NOT_STARTED  プレビューが開始されていません。 


 CAM_FILE_ERROR  画像ファイルを保存できません。 


   パス名やディスク残り容量、ストレージデバイスの有無などを確認してください。 


 CAM_INTERNAL_ERROR  内部エラーです。 


 


クラス CameraCs 
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CAMGetImageSettings 
 


書式 ＪＰＥＧ圧縮率など、取り込む静止画のオプションを取得します。 


 


書式 int CAMGetImageSettings( ref CAM_IMAGE_SET lpImageSettings ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref CAM_IMAGE_SET lpImageSettings  CAM_IMAGE_SETデータ構造体 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS   プレビューの停止に成功しました。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 


クラス CameraCs 
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CAMSetImageSettings 
 


書式 ＪＰＥＧ圧縮率など、取り込む静止画のオプションを指定します。 


 


書式 int CAMSetImageSettings( ref CAM_IMAGE_SET lpImageSettings ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref CAM_IMAGE_SET lpImageSettings  CAM_IMAGE_SETデータ構造体 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS   プレビューの停止に成功しました。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 


 


クラス CameraCs 
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CAMContinuousCapture 
 


機能 連写画像を取り込み、指定した枚数分のファイルとして出力します。 


 


書式 int CAMContinuousCapture( string lpszFileName, int nImageFormat, 


     int nNumOfFiles, int nFrameRate) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


string lpszFileName 出力するファイルのベース名をフルパスで指定します。 


int nImageFormat 画像ファイル形式を指定します。 


   CAM_JPEG  JPEGファイル形式で保存します。 


   CAM_BMP  BMPファイル形式で保存します。 


int nNumOfFiles 取り込む連写画像の枚数を 1～20の範囲で指定します。 


int nFrameRate 取り込む連写画像のフレームレートを指定します。 


   CAM_5FPS  5フレーム/秒 


   CAM_15FPS  15フレーム/秒 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS   連写画像の取り込みに成功しました。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 


 CAM_NOT_STARTED  プレビューが開始されていません。 


 CAM_FILE_ERROR  画像ファイルを保存できません。 


   パス名やディスク残り容量、ストレージデバイスの有無などを確認してください。 


 CAM_INTERNAL_ERROR  内部エラーです。 


 


クラス CameraCs 


 


備考 本関数は、指定されたファイル名に 2桁の番号を付加して出力します。 


 画像サイズは 1/9VGA (213x160)のみです。 
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CAMGetLightMode 
 


機能 現在の撮影モード(ホワイトバランス)を取得します。 


 


書式 int CAMGetLightMode( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 CAM_LIGHT_AUTO  自動。(デフォルト) 


 CAM_OUTDOOR   屋外(自然光)。 


 CAM_INCANDESCE  白熱灯。 


 CAM_FLUORESCENT  蛍光灯。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 


クラス CameraCs 
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CAMSetLightMode 
 


機能 現在の撮影モード(ホワイトバランス)を設定します。 


 


書式 int CAMSetLightMode( int nLightMode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int  nLightMode  撮影モードを設定します。 


  CAM_LIGHT_AUTO 自動。(デフォルト) 


  CAM_OUTDOOR  屋外(自然光)。 


  CAM_INCANDESCE 白熱灯。 


  CAM_FLUORESCENT 蛍光灯。 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS   設定に成功しました。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 


 


クラス CameraCs 


 


5-6-12 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CAMGetDigitalZoom 
 


機能 現在のデジタルズーム設定を取得します。 


 


書式 int CAMGetDigitalZoom() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 CAM_ZOOM_NONE  当倍(デジタルズームを使用しない)。(デフォルト) 


 CAM_ZOOM_15   1.5倍。 


 CAM_ZOOM_20   2.0倍。 


 CAM_ZOOM_30   3.0倍。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 


クラス CameraCs 
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CAMSetDigitalZoom 
 


機能 現在のデジタルズーム設定を設定します。 


 


書式 int CAMSetDigitalZoom( int nZoom ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int nZoom  デジタルズームの倍率を指定します。 


  CAM_ZOOM_NONE 当倍(デジタルズームを使用しない)。(デフォルト) 


  CAM_ZOOM_15  1.5倍。 


  CAM_ZOOM_20  2.0倍。 


  CAM_ZOOM_30  3.0倍。 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS   設定に成功しました。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 


 


クラス CameraCs 
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CAMGetSensitivity 
 


機能 現在の明るさ（露出補正値）を取得します。 


 


書式 int CAMGetSensitivity( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 CAM_NOTOPENED カメラドライバがロードされていません。 


 0～24   0(暗い)～24(明るい)の範囲で、明るさの数値が返されます。 


    デフォルトは 12 です。 


 


クラス CameraCs 


 


5-6-15 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CAMSetSensitivity 
 


機能 現在の明るさ（露出補正値）を設定します。 


 


書式 int CAMSetSensitivity( int  nSensitivity ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int nSensitivity  0(暗い)～24(明るい)の範囲で、明るさの数値を指定します。 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS   設定に成功しました。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 CAM_INVALID_PARAM  引数が正しくありません。 


 


クラス CameraCs 


 


5-6-16 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


5-6-17 


CAMRedrawPreview 
 


機能 プレビュー画面の再描画を行います。 


 


書式 int CAMRedrawPreview( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 CAM_SUCCESS   正常終了。 


 CAM_NOTOPENED  カメラドライバがロードされていません。 


 


クラス CameraCs 


 


備考 この関数は、プレビュー画面上にメッセージボックス等が表示され、再描画が必要なときにコールし


ます。通常はアプリケーションプログラムにWM_PAINT メッセージが送られてきたときにコールしてください。 
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§6．VB.NET用クラスライブラリ 関数リファレンス 


 


6-1. システムライブラリ用、クラスライブラリ関数リファレンス 
 


6-1-1 プログラム構成 


■ClbSysVB.dll ＶＢ．ＮＥＴ用クラスライブラリ  


■ClbSys.dll システムライブラリ本体 


 


6-1-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 ClbSysVB.Wrap     メインクラス 


 ClbSysVB.Wrap.Def   システムライブラリ用定数定義 


 ClbSysVB.Wrap.Api   システムライブラリ用関数定義 


 


［使用例］ 


Dim t1 As New VBClibsys.Wrap 


t1.Api.CLBSetBootableButtons( t1.Def.CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER + _ 


t1.Def.CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER) 


 


6-1-1 
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6-1-3 関数一覧 
NO. 関数名 機能 
01 CLBSetBootableButtons Wakeup要因による電源 ON許可/禁止 
02 CLBGetBootableButtons Wakeup要因による電源許可/禁止の取得 
03 CLBSetOffMaskTime 電源 ON後指定時間 OFFを禁止する 
04 CLBGetOffMaskTime 電源 ON後 OFFを禁止する時間の取得 
05 CLBPowerOff ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ終了を待って電源 OFF 
06 CLBDisablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを禁止する 
07 CLBEnablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを許可する 
08 CLBGetPowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝの Enable/Disableを取得する 
09 CLBAPODisable APOを禁止する 
10 CLBAPOEnable APOを許可する 
11 CLBAPOGet APOの禁止/許可状態を取得する 
12 CLBSoftReset ｿﾌﾄ RESET 
13 CLBSetIndicator LEDの点灯/消灯 
14 CLBGetIndicator LEDの点灯状態取得 
15 CLBCheckCharger IO ﾎﾞｯｸｽとの接続状態を取得する 
16 CLBCardDetectDisable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙしてｶｰﾄﾞ電源切状態にする 
17 CLBCardDetectEnable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をｲﾈｰﾌﾞﾙにしてｶｰﾄﾞ電源入状態にする 
18 CLBCardDetectGet ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子の状態を取得する 
19 CLBSetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止 
20 CLBGetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止の取得 
21 CLBSetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力設定 
22 CLBGetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力の取得 
23 CLBSetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止 
24 CLBGetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止の取得 
25 CLBPlayBuzzer ﾌﾞｻﾞｰを鳴らす 
26 CLBStopBuzzer ﾌﾞｻﾞｰを止める 
27 CLBSetBuzzerVolume ﾌﾞｻﾞｰ音量設定 
28 CLBGetBuzzerVolume ﾌﾞｻﾞｰ音量取得 
29 CLBSetBuzzerMute ﾌﾞｻﾞｰ全音量、個別ﾐｭｰﾄ設定 
30 CLBGetBuzzerMute ﾌﾞｻﾞｰ全音量、個別ﾐｭｰﾄ取得 
31 CLBSetCPUMode CPU周波数制御の設定 
32 CLBGetCPUMode CPU周波数制御の取得 
33 CLBSet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像を１８０度回転させる 
34 CLBGet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像の回転状態の取得 
35 CLBGetDeviceIDCode EEPROMに書き込まれている Device IDの取得 
36 CLBGetUserIDCode EEPROMに書き込まれている User IDの取得 
37 CLBPrepareLED LED点灯準備関数 
38 CLBUpdateLED LED点灯関数 


 


 


6-1-4 関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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CLBSetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効設定を行います。 


本体ＯＦＦ状態でWakeup要因が発生することにより、本体電源を ONするようになっています。 


本ファンクションにより、この電源 ON動作を制御することができます。 


 


書式 Function _ 


CLBSetBootableButtons( ByVal dwBootableButtons As Int32 ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 dwBootableButtons 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_INBOX  IOBOX載せによる電源 ON有効（デフォルト） 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ON無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラー 
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CLBGetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効状態を読み出します。 


 


書式 Function _ 


CLBGetBootableButtons( ByRef pdwBootableButtons As Int32 ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 pdwBootableButtons 


  指定された領域に、設定状態が返ります。 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_IOBOX  IOBOX載せによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ONは無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBSetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、指定された時間電源 OFFを禁止するための設定を行います。 


 


書式 Function _ 


LBSetOffMaskTime( ByVal dwKey As Int32, ByVal dwCard As Int32 ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32  dwKey  電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 Int32 dwCard  常に ”0” を指定して下さい 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、電源 OFFを禁止する時間を取得します。 


 


書式 Function _ 


CLBGetOffMaskTime( ByRef pdwKey As Int32, ByRef pdwCard As Int32 ) _ 


As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 pdwKey  電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


デフォルト時間は、5 sec です 


 Int32 pdwCard       ”0” を返します 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBPowerOff 
 


機能 本体電源を OFF します。 


 


書式 Sub CLBPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 
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CLBDisablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを禁止します。 


 その際は電源スイッチを押された時に、WM_POWERBROADCASTの 


PBT_APMSUSPENDを発生します。 


ユーザーアプリでこれを取得してオフ処理後ソフト OFF して下さい。 


 本設定は、電源 ON時に解除されますので、必要に応じて電源 ON後設定してください。 


 電池蓋開けや緊急電源 OFFは、本設定をした後でもすぐに OFF します。 


 


書式 Function CLBDisablePowerOff() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBEnablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを許可します。 


 


書式 Function CLBEnablePowerOff() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetPowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFの許可／禁止状態を取得します。 


 


書式 Function CLBGetPowerOff() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE  電源 OFF禁止 


 FALSE 電源 OFF許可 デフォルト値 
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CLBAPODisable 
 


機能 オートパワーオフ（APO）を無効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定に関わらず APO しなくなります。 


 


書式 Function CLBAPODisable() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBAPOEnable 
 


機能 オートパワーオフ(APO)を有効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定通りに APOするようになります。 


 


書式 Function CLBAPOEnable() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 
備考 本関数を実行しても、他のプロセスやスレッドが “CLBAPODisable”関数を実行している時は、APOは 


有効になりません。APOを有効にする為には、“CLBAPODisable”関数を実行した回数分、本関数を 


実行する必要があります。 
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CLBAPOGet 
 


機能 オートパワーオフ(APO)の有効／無効状態を取得します。 


 


書式 Function CLBAPOGet() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE APO無効 


FALSE APO有効 デフォルト値 
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CLBSoftReset 
 


機能 システムをリセットします。 


 


書式 Sub CLBSoftReset() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


注意 本ファンクションを実行すると、ただちにシステムがリセットされるため、書き込み中のファイルやデータ


が失われる可能性があります。オープン中のファイルやデバイスは全てクローズしてから実行してくだ


さい。 
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CLBSetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯を行います。 


 


書式 Function _ 


CLBSetIndicator( ByVal dwLedMode As Int32, ByVal dwTime As Int32, _ 


ByVal dwOnTime As Int32, ByVal dwOffTime As Int32 ) _ 


As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤を点灯します。 


  CLB_LED_ORANGE LEDのオレンジを点灯します。 


 Int32 dwTime  LED連続点灯時間。(1/16秒単位) 


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 Int32 dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 Int32 dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN + CLB_LED_RED, 4, 1, 3) 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16) 


 LED赤を２秒点灯する場合の設定 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 35, 32, 3) 


 LED赤を連続点灯する場合の設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBSetIndicator (CLB_LED_RED, 255, 255, 0) 
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CLBGetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯状態を取得します。 


 


書式 Function CLBGetIndicator() As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_LED_OFF  LEDは消灯状態です。(デフォルト値) 


CLB_LED_GREEN LEDは緑を点灯しています。 


 CLB_LED_RED  LEDは赤を点灯しています。 


 CLB_LED_ORANGE LEDはオレンジを点灯しています。 
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 CLBCheckCharger 
 


機能 本体と IOボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行い 


ます。 


 


書式 Function CLBCheckCharger( ByVal time_out As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 time_out 接続状態監視時間 


   0：接続状態を取得するのみ。 


   1～3600000：接続状態監視時間(msec) 


   INFINIT(-1)：監視時間無限大（タイムアウト無し） 


 


戻り値 0 接続検出 


 1 タイムアウト発生 


 -1 内部エラー 
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CLBCardDetectDisable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をディセーブルしてカード電源を切状態にします。 


 


書式 Function CLBCardDetectDisable( ByVal socket As Int32 ) as Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


                  １：CF 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBCardDetectEnable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をイネーブルしてカード電源を入状態にします。 


 


書式 Function CLBCardDetectEnable( ByVal socket As Int32 ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 socket ソケット名を指定する 


                  0：PCMCIA 


                  １：CF 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBCardDetectGet 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子の状態を取得します。 


 


書式 Function CLBCardDetectGet( ByVal socket As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 socket ソケット名を指定する 


   0：PCMCIA 


１：CF 


 


戻り値 TRUE カードデテクト端子ｲﾈｰﾌﾞﾙ状態 


 FALSE カードデテクト端子ディセｰﾌﾞﾙ状態 
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CLBSetFnButtons 
 


機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 Function CLBSetFnButtons( ByVal bFnButtons As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean bFnButtons 


  TRUE Fnキー有効 (デフォルト) 


  FALSE Fnキー無効 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetFnButtons 
 


機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 Function CLBGetFnButtons() As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE Fnキー有効 


 FALSE Fnキー無効 
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CLBSetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力設定を行います。 


 


書式 Function _ 


CLBSetInputChangeButtons( ByVal dwInputChangeButtons As Int32 ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 dwInputChangeButtons 


  CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 切替可能 


  CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定  切替不可 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力状態を読み出します。 


 


書式 Function CLBGetInputChangeButtons() As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 


 CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 
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CLBSetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止設定を行います。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 Function CLBSetKeyLock( ByVal bKeyLock As Boolean ) as Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean bKeyLock 


  TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


  FALSE 非ロック状態(デフォルト) 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止状態を読み出します。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 Function CLBGetKeyLock() as Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


 FALSE 非ロック状態 
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CLBPlayBuzzer 
 


機能 ブザーを鳴らします。 


 


書式 Function _ 


CLBPlayBuzzer( ByVal dwType As Int32, ByVal dwHelz As Int32 _ 


, ByVal dwTime As Int32 )  As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32  dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の６種類です。デフォルト値を示します。 
 周波数(Hz) 時間(ms) 個別ミュート 属性 


タップ音 2200 25 ON/OFF B_TAP 
キークリック音 2600 50 ON/OFF B_CLICK 
アラーム音 2800 150 ON/OFF B_ALARM 
警告音 3000 100 ON/OFF B_WARNING 
読取完了音 3100 75 ON/OFF B_SCANEND 
ユーザー指定音 - - ON/OFF B_USERDEF 


 


 Int32 dwHelz ユーザ指定音時のみ有効 


  B_USERDEF以外の場合は、CLB_BUZZER_DEFAULTを使用します。 


 Int32 dwTime ユーザ指定音時のみ有効 


  B_USERDEF以外の場合は、CLB_BUZZER_DEFAULTを使用します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートが ONの場合は 


 ブザーは鳴りません。 
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CLBStopBuzzer 
 


機能 ブザーを止めます。 


 


書式 Sub CLBStopBuzzer() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBSetBuzzerVolume 
 


機能 ブザー音量設定を行います。 


 


書式 Function CLBSetBuzzerVolume( ByVal dwType As Int32， _ 


ByVal dwBuzzerVolume As Int32 ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の 6種類です。 
 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 


 


Int32 dwBuzzerVolume 


  CLB_BUZZERVOLUME_MIN 音量 小 


  CLB_BUZZERVOLUME_MID 音量 中 (デフォルト) 


  CLB_BUZZERVOLUME_MAX 音量 大 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetBuzzerVolume 
 


機能 ブザー音量を読み出します。 


 


書式 Function CLBGetBuzzerVolume( ByVal dwType As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の 6種類です。 
 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 


 


戻り値 CLB_BUZZERVOLUME_MIN 音量 小 


 CLB_BUZZERVOLUME_MID 音量 中 (デフォルト) 


 CLB_BUZZERVOLUME_MAX 音量 大 
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CLBSetBuzzerMute 
 


機能 ブザーの全音量、個別ミュートを設定します。 


 


書式 Function _ 


CLBSetBuzzerMute( ByVal dwType As Int32, ByVal bMute As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の７種類です。 
 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 
全音量 B_ALL 


 


 Boolean bMute 


  TRUE ミュート ON (ブザーは鳴りません) 


  FALSE ミュート OFF (ブザーは鳴ります) デフォルト 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートが ONの場合は 


 ブザーは鳴りません。 
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CLBGetBuzzerMute 
 


機能 ブザーの全音量、個別ミュートを取得します。 


 


書式 Function CLBGetBuzzerMute( ByVal dwType As Int32 ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の７種類です。 
 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 
全音量 B_ALL 


 


戻り値 TRUE ミュート ON (ブザーは鳴りません) 


 FALSE ミュート OFF (ブザーは鳴ります) デフォルト 


 


備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートが ONの場合は 


 ブザーは鳴りません。 
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CLBSetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御の設定を行います。 


 


書式 Function CLBSetCPUMode( ByVal dwMode As Int32 ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 dwMode  CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


   CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:300MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBGetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御を読み出します。 


 


書式 Function CLBGetCPUMode( ByRef pdwMode As Int32 ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 pdwMode CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW  CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH  CPU周波数:300MHz 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBSet180Rotate 
 


機能 表示画像を１８０度回転させます。 


 


書式 Function CLBSet１８０Ｒｏｔａｔｅ( ByVal bRotate As Boolean ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Boolean bRotate 


  TRUE 180度回転（反転） 


  FALSE ０度回転（通常） 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


 


6-1-35 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBGet180Rotate 
 


機能 表示画像の回転状態を読み出します。 


 


書式 Function CLBGet１８０Ｒｏｔａｔｅ( ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 TRUE 180度回転（反転） 


 FALSE ０度回転（通常） 
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CLBGetDeviceIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている DeviceID を読み出します。 


 


書式 Function CLBGetDeviceIDCode (ByVal pdwDevID() As Char) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Char pdwDevID[32] 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 


 


6-1-37 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBGetUserIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている UserID を読み出します。 


 


書式 Function CLBGetUserIDCode ( ByRef pdwUserID As Int16) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int16 pdwUserID 


 


戻り値 TRUE 正常終了 
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CLBPrepareLED 
 


機能 LEDの点灯準備を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBUpDateLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 Function CLBPrepareLED(ByVal dwLedMode As Int32, ByVal dwTime As Int32, _ 


ByVal dwOnTime As Int32, ByVal dwOffTime As Int32 ) As Boolean 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 dwLedMode 


CLB_LED_GREEN LEDの緑の点灯準備をします。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤の点灯準備をします。 


 Int32 dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位)  


値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


 Int32 dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 Int32 dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


使用例 LED橙を素早く 1回点滅する場合の点灯準備設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN + CLB_LED_RED, 4, 1, 3) 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16) 


 LED赤を２秒点灯する場合の点灯準備設定 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 35, 32, 3) 


 LED赤を連続点灯する場合の点灯準備設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  CLBPrepareLED(CLB_LED_RED, 255, 255, 0) 


 


注意事項 


LED点灯中に CLBPrepareLED関数を設定しますと、LEDの設定が変更されてしまいますので、 


CLBPrepareLED関数が実行された場合は強制的に LEDは OFF します。 
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6-1-40 


CLBUpdateLED 
 


機能 現在の LED設定値でＬＥＤの点灯を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBPrepareLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 Function CLBUpdateLED( ByVal dwLedMode As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ Int32 dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。 


CLB_LED_GREEN 現在の LED設定値で LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  現在の LED設定値で LEDの赤を点灯します。 


 


戻り値 TRUE 正常終了 


 FALSE 内部エラーによる異常終了 


 


使用方法 LEDを点灯させる前に CLBPrepareLED関数を実行し、LED点灯準備設定を行います。 


その後 CLBUpdateＬＥＤ関数を実行し LEDを CLBPrepareLED関数にて設定した条件で 


点灯させます。 


(CLBUpdata関数を実行した場合、CLBPrepareLED関数が実行されてから 130ms以上 


経過していない場合は実行されてから 130ms待ってから LED点灯処理を行います。) 


 


注意事項 CLBPrepareLED関数を行わないで CLBUpdateＬＥＤ関数を実行した場合は、現在の設定値に 


基づいてＬＥＤを点灯させる為、予期せぬＬＥＤ点灯になりますのでご注意下さい。 
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§5．C# .NET用クラスライブラリ 関数リファレンス 


§5-1．システムライブラリ 関数リファレンス 


5-1-1 プログラム構成 


■ClbSysCs.dll C# .NET クラスライブラリ 


■ClbSys.dll  ダイナミックリンクライブラリ 


 


5-1-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「ClbSysCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using ClbSysCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「ClbSysCs」です。 


メソッド（関数）は ClbSysCs.関数名 と記述して下さい。 


定数は ClbSysCs.定数 と記述して下さい。 


 


［使用例］ 
using Systems; 
using ClbSysCs; 
 
public class CeApiSample 
{ 
 public void ApiCe1( ) 
 { 
  uint a1 = new uint(); 
 
  // Wakeup 要因による電源許可禁止の取得 
  // BOOL CLBGetBootableButtons( DWORD * ) 
  bool x2 = ClbSysCs.CLBGetBootableButtons( ref a1 ); 
 
  // 左トリガーキーによる電源 ON は有効に 
  uint a2 = (a1 | (uint)ClbSysCs.CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER); 
 
  // Wakeup 要因による電源 ON 許可禁止 
  // BOOL CLBSetBootableButtons( DWORD ) 
  bool x1 = ClbSysCs.CLBSetBootableButtons( a2 ); 


｝ 
｝ 
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5-1-3 ライブラリ一覧 


NO. 関数名 機能 
01 CLBSetBootableButtons Wakeup要因による電源 ON許可/禁止 
02 CLBGetBootableButtons Wakeup要因による電源許可/禁止の取得 
03 CLBSetOffMaskTime 電源 ON後指定時間 OFFを禁止する 
04 CLBGetOffMaskTime 電源 ON後 OFFを禁止する時間の取得 
05 CLBPowerOff ｶｰﾄﾞのｱｸｾｽ終了を待って電源 OFF 
06 CLBDisablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを禁止する 
07 CLBEnablePowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝでの OFFを許可する 
08 CLBGetPowerOff 電源ﾎﾞﾀﾝの Enable/Disableを取得する 
09 CLBAPODisable APOを禁止する 
10 CLBAPOEnable APOを許可する 
11 CLBAPOGet APOの禁止/許可状態を取得する 
12 CLBSoftReset ｿﾌﾄ RESET 
13 CLBSetIndicator LEDの点灯/消灯 
14 CLBGetIndicator LEDの点灯状態取得 
15 CLBCheckCharger IO ﾎﾞｯｸｽとの接続状態を取得する 
16 CLBCardDetectDisable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をﾃﾞｨｾｰﾌﾞﾙしてｶｰﾄﾞ電源切状態にする 
17 CLBCardDetectEnable ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子をｲﾈｰﾌﾞﾙにしてｶｰﾄﾞ電源入状態にする 
18 CLBCardDetectGet ｶｰﾄﾞﾃﾞﾃｸﾄ端子の状態を取得する 
19 CLBSetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止 
20 CLBGetFnButtons Fn ｷｰ動作の許可/禁止の取得 
21 CLBSetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力設定 
22 CLBGetInputChangeButtons 入力切替ｷｰ動作の入力の取得 
23 CLBSetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止 
24 CLBGetKeyLock ｷｰ Lockの許可/禁止の取得 
25 CLBPlayBuzzer ﾌﾞｻﾞｰを鳴らす 
26 CLBStopBuzzer ﾌﾞｻﾞｰを止める 
27 CLBSetBuzzerVolume ﾌﾞｻﾞｰ音量設定 
28 CLBGetBuzzerVolume ﾌﾞｻﾞｰ音量取得 
29 CLBSetBuzzerMute ﾌﾞｻﾞｰ全音量、個別ﾐｭｰﾄ設定 
30 CLBGetBuzzerMute ﾌﾞｻﾞｰ全音量、個別ﾐｭｰﾄ取得 
31 CLBSetCPUMode CPU周波数制御の設定 
32 CLBGetCPUMode CPU周波数制御の取得 
33 CLBSet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像を１８０度回転させる 
34 CLBGet180Ｒｏｔａｔｅ 表示画像の回転状態の取得 
35 CLBGetDeviceIDCode EEPROMに書き込まれている Device IDの取得 
36 CLBGetUserIDCode EEPROMに書き込まれている User IDの取得 
37 CLBPrepareLED LED点灯準備関数 
38 CLBUpdateLED LED点灯関数 


 


 


5-1-4 関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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CLBSetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効設定を行います。 


本体ＯＦＦ状態でWakeup要因が発生することにより、本体電源を ONするようになっています。 


本ファンクションにより、この電源 ON動作を制御することができます。 


 


書式 bool CLBSetBootableButtons( uint  dwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwBootableButtons 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_INBOX  IOBOX載せによる電源 ON有効（デフォルト） 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ON有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ON無効 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 false 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBGetBootableButtons 
 


機能 Wakeup要因による電源 ONの有効／無効状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetBootableButtons( ref uint  pdwBootableButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref uint pdwBootableButtons  指定された領域に、設定状態が返ります。 


  CLB_BUTTON_LEFTTRIGGER 左トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_RIGHTTRIGGER 右トリガーキーによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_INBOX  IOBOX載せによる電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_ARRIVAL  着信信号による電源 ONは有効 


  CLB_BUTTON_NONE  Wakeup要因による電源 ONは無効 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBSetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、指定された時間電源 OFFを禁止するための設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetOffMaskTime( uint  dwKey , uint  dwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwKey  電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


    デフォルト時間は、5 sec です 


uint dwCard  常に ”0” を指定して下さい 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBGetOffMaskTime 
 


機能 電源 ON後、電源 OFFを禁止する時間を取得します。 


 


書式 bool CLBGetOffMaskTime( ref uint  pdwKey , ref uint  pdwCard ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref uint pdwKey  電源 ON後の電源キーによる OFF禁止時間（sec） 


    デフォルト時間は、5 sec です 


ref uint pdwCard  ”0” を返します 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBPowerOff 
 


機能 本体電源を OFF します。 


 


書式 VOID CLBPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBDisablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを禁止します。 


 その際は電源スイッチを押された時に、WM_POWERBROADCASTの 


PBT_APMSUSPENDを発生します。 


ユーザーアプリでこれを取得してオフ処理後ソフト OFF して下さい。 


 本設定は、電源 ON時に解除されますので、必要に応じて電源 ON後設定してください。 


 電池蓋開けや緊急電源 OFFは、本設定をした後でもすぐに OFF します。 


 


書式 bool CLBDisablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBEnablePowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFを許可します。 


 


書式 bool CLBEnablePowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBGetPowerOff 
 


機能 電源スイッチによる本体電源 OFFの許可／禁止状態を取得します。 


 


書式 bool CLBGetPowerOff() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 true 電源 OFF禁止 


 false 電源 OFF許可 デフォルト値 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBAPODisable 
 


機能 オートパワーオフ（APO）を無効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定に関わらず APO しなくなります。 


 


書式 bool CLBAPODisable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBAPOEnable 
 


機能 オートパワーオフ(APO)を有効にします。 


 このファンクションを実行すると、コントロールパネルの設定通りに APOするようになります。 


 


書式 bool CLBAPOEnable() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 
備考 本関数を実行しても、他のプロセスやスレッドが “CLBAPODisable”関数を実行している時は、APOは 


有効になりません。APOを有効にする為には、“CLBAPODisable”関数を実行した回数分、本関数を 


実行する必要があります。 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBAPOGet 
 


機能 オートパワーオフ(APO)の有効／無効状態を取得します。 


 


書式 bool CLBAPOGet() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 true APO無効 


 false APO有効 デフォルト値 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBSoftReset 
 


機能 システムをリセットします。 


 


書式 void CLBSoftReset() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 無し 


 


クラス ClbSysCs 


 


注意 本ファンクションを実行すると、ただちにシステムがリセットされるため、書き込み中のファイルやデータ


が失われる可能性があります。オープン中のファイルやデバイスは全てクローズしてから実行してくだ


さい。 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBSetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯を行います。 


 


書式 bool CLBSetIndicator( uint  dwLedMode, uint  dwTime, 


    uint  dwOnTime, uint  dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。(デフォルト値) 


  CLB_LED_GREEN LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤を点灯します。 


  CLB_LED_ORANGE LEDのオレンジを点灯します。 


uint dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位) 


  値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


uint dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


uint dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 false 内部エラーによる異常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


使用例 


 ・LED橙を素早く 1回点滅する場合の設定 


 （ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  ClbSysCs.CLBSetIndicator (ClbSysCs.CLB_LED_ORANGE, 4, 1, 3); 


 ・LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の設定 


  ClbSysCs.CLBSetIndicator (ClbSysCs.CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 ・LED赤を２秒点灯する場合の設定 


  ClbSysCs.CLBSetIndicator (ClbSysCs.CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 


 ・LED赤を連続点灯する場合の設定 


 （連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  ClbSysCs.CLBSetIndicator (ClbSysCs.CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 


 


5-1-15 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBGetIndicator 
 


機能 LEDの点灯／消灯状態を取得します。 


 


書式 uint CLBGetIndicator() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 CLB_LED_OFF  LEDは消灯状態です。(デフォルト値) 


 CLB_LED_GREEN LEDは緑を点灯しています。 


 CLB_LED_RED  LEDは赤を点灯しています。 


 CLB_LED_ORANGE LEDはオレンジを点灯しています。 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


 CLBCheckCharger 
 


機能 本体と IOボックスとの接続状態を取得します。また、接続状態を監視する時間の設定も同時に行い 


ます。 


 


書式 int CLBCheckCharger( uint  time_out ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int time_out  接続状態監視時間 


  0：接続状態を取得するのみ。 


  1～3600000：接続状態監視時間(msec) 


  INFINITE：監視時間無限大（タイムアウト無し） 


 


戻り値 


 0 接続検出 


 1 タイムアウト発生 


 -1 内部エラー 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBCardDetectDisable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をディセーブルしてカード電源を切状態にします。 


 


書式 bool CLBCardDetectDisable( uint  socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint socket  ソケット名を指定する 


  TYPE_PCMCIA 0：PCMCIA 


  TYPE_CF  １：CF 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBCardDetectEnable 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子をイネーブルしてカード電源を入状態にします。 


 


書式 bool CLBCardDetectEnable( uint  socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint socket  ソケット名を指定する 


  TYPE_PCMCIA 0：PCMCIA 


  TYPE_CF  １：CF 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBCardDetectGet 
 


機能 擬似カード挿抜機能として、カードデテクト端子の状態を取得します。 


 


書式 bool CLBCardDetectGet( uint  socket ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint socket  ソケット名を指定する 


  TYPE_PCMCIA 0：PCMCIA 


  TYPE_CF  １：CF 


 


戻り値 


 true カードデテクト端子ｲﾈｰﾌﾞﾙ状態 


 false カードデテクト端子ディセｰﾌﾞﾙ状態 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBSetFnButtons 
 


機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetFnButtons( bool  bFnButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


bool bFnButtons 


  true Fnキー有効 (デフォルト) 


  false Fnキー無効 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBGetFnButtons 
 


機能 Fn ｷｰ動作の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetFnButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 true Fnキー有効 


 false Fnキー無効 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBSetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetInputChangeButtons( uint  dwInputChangeButtons ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwInputChangeButtons 


  CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 切替可能 


  CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定  切替不可 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


  CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBGetInputChangeButtons 
 


機能 入力切替ｷｰ動作の入力状態を読み出します。 


 


書式 uint CLBGetInputChangeButtons() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 CLB_BUTTON_NORMAL  通常動作 (デフォルト) 


 CLB_BUTTON_LOCK_NUM 数字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_HIRA ひらがな固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_KANA カタカナ固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHA 英大文字固定 


 CLB_BUTTON_LOCK_ALPHAS 英小文字固定 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBSetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止設定を行います。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetKeyLock( bool  bKeyLock ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


bool bKeyLock 


  true ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


  false 非ロック状態(デフォルト) 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBGetKeyLock 
 


機能 キーロックの許可／禁止状態を読み出します。 


 トリガーキー、電源キー以外のキー押下の許可／禁止状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetKeyLock() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 true ロック状態(トリガーキー、電源キー以外は無効) 


 false 非ロック状態 


 


クラス ClbSysCs 


 


5-1-26 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBPlayBuzzer 
 


機能 ブザーを鳴らします。 


 


書式 bool CLBPlayBuzzer( uint  dwType, uint  dwHelz, uint  dwTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwType  属性 


 ブザー音の属性は以下の６種類です。デフォルト値を示します。 
 周波数(Hz) 時間(ms) 個別ミュート 属性 


タップ音 2200 25 ON/OFF B_TAP 
キークリック音 2600 50 ON/OFF B_CLICK 
アラーム音 2800 150 ON/OFF B_ALARM 
警告音 3000 100 ON/OFF B_WARNING 
読取完了音 3100 75 ON/OFF B_SCANEND 
ユーザー指定音 - - ON/OFF B_USERDEF 
 


uint dwHelz  ユーザ指定音時のみ有効 


  B_USERDEF以外の場合は、CLB_BUZZER_DEFAULTを使用します。 


uint dwTime  ユーザ指定音時のみ有効 


  B_USERDEF以外の場合は、CLB_BUZZER_DEFAULTを使用します。 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートが ONの場合は 


 ブザーは鳴りません。 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBStopBuzzer 
 


機能 ブザーを止めます。 


 


書式 bool CLBStopBuzzer() 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBSetBuzzerVolume 
 


機能 ブザー音量設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetBuzzerVolume( uint  dwType，uint  dwBuzzerVolume ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwType  属性 


 ブザー音の属性は以下の 6種類です。 
 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 


 


uint dwBuzzerVolume 


  CLB_BUZZERVOLUME_MIN 音量 小 


  CLB_BUZZERVOLUME_MID 音量 中 (デフォルト) 


  CLB_BUZZERVOLUME_MAX 音量 大 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBGetBuzzerVolume 
 


機能 ブザー音量を読み出します。 


 


書式 uint CLBGetBuzzerVolume(uint  dwType) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwType  属性 


 ブザー音の属性は以下の 6種類です。 
 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 


 


戻り値 


 CLB_BUZZERVOLUME_MIN 音量 小 


 CLB_BUZZERVOLUME_MID 音量 中 (デフォルト) 


 CLB_BUZZERVOLUME_MAX 音量 大 


 


クラス ClbSysCs 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBSetBuzzerMute 
 


機能 ブザーの全音量、個別ミュートを設定します。 


 


書式 bool CLBSetBuzzerMute( uint  dwType, bool  bMute ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の７種類です。 
 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 
全音量 B_ALL 


 


bool bMute 


  true ミュート ON (ブザーは鳴りません) 


  false ミュート OFF (ブザーは鳴ります) デフォルト 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートが ONの場合は 


 ブザーは鳴りません。 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBGetBuzzerMute 
 


機能 ブザーの全音量、個別ミュートを取得します。 


 


書式 bool CLBGetBuzzerMute( uint  dwType ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwType 属性 


 ブザー音の属性は以下の７種類です。 
 属性 
タップ音 B_TAP 
キークリック音 B_CLICK 
アラーム音 B_ALARM 
警告音 B_WARNING 
読取完了音 B_SCANEND 
通常音 B_USERDEF 
全音量 B_ALL 


 


戻り値 


 true ミュート ON (ブザーは鳴りません) 


 false ミュート OFF (ブザーは鳴ります) デフォルト 


 


クラス ClbSysCs 


 


備考 全音量ミュートが設定されている場合、または鳴らしたい属性の個別ミュートが ONの場合は 


 ブザーは鳴りません。 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


CLBSetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御の設定を行います。 


 


書式 bool CLBSetCPUMode( uint  dwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwMode  CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW CPU周波数:200MHz 


   CLB_CPUMODE_HIGH CPU周波数:300MHz 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetCPUMode 
 


機能 CPU周波数制御を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetCPUMode( ref uint  pdwMode) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref uint pdwMode CPU周波数 


  CLB_CPUMODE_LOW CPU周波数:200MHz 


  CLB_CPUMODE_HIGH CPU周波数:300MHz 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBSet180Rotate 
 


機能 表示画像を１８０度回転させます。 


 


書式 bool CLBSet１８０Ｒｏｔａｔｅ( bool  bRotate) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


bool bRotate 


  true 180度回転（反転） 


  false ０度回転（通常） 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGet180Rotate 
 


機能 表示画像の回転状態を読み出します。 


 


書式 bool CLBGet１８０Ｒｏｔａｔｅ( ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 無し 


 


戻り値 


 true 180度回転（反転） 


 false ０度回転（通常） 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetDeviceIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている DeviceID を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetDeviceIDCode (ref char[]  pdwDevID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref char[] pdwDevID = new  char[32]; 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBGetUserIDCode 
 


機能 EEPROMに書き込まれている UserID を読み出します。 


 


書式 bool CLBGetUserIDCode ( ref uint  pdwUserID) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref uint pdwUserID 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 


クラス ClbSysCs 
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CLBPrepareLED 
 


機能 LEDの点灯準備を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBUpDateLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 bool CLBPrepareLED( uint  dwLedMode, uint  dwTime, 


    uint  dwOnTime, uint  dwOffTime ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwLedMode 


  CLB_LED_GREEN LEDの緑の点灯準備をします。 


  CLB_LED_RED  LEDの赤を点灯準備をします。 


  CLB_LED_ORANGE LEDのオレンジを点灯準備をします。 


uint dwTime   LED連続点灯時間。(1/16秒単位)  


  値は(dwOntime+dwOffTime)×点滅回数を設定 


uint dwOnTime  LED点灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


uint dwOffTime  LED消灯時間。(1/16秒単位) 0～255 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 false 内部エラーによる異常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


使用例 


 LED橙を素早く 1回点滅する場合の点灯準備設定 


（ハードの仕様により以下の引数（dwTime,dwOnTime,dwOffTime）が最低の値となります。） 


  uint dwLedMode = (uint) (ClbSysCs.CLB_LED_GREEN 


    | ClbSysCs.CLB_LED_RED); 


  ClbSysCs.CLBPrepareLED(dwLedMode, 4, 1, 3); 


  または、 


  ClbSysCs.CLBPrepareLED(ClbSysCs.CLB_LED_ORANGE, 4, 1, 3); 


 LED緑を 1秒 ON、１秒 OFFを 3回点滅する場合の点灯準備設定 


  ClbSysCs.CLBPrepareLED(ClbSysCs.CLB_LED_GREEN, 96, 16, 16); 


 LED赤を２秒点灯する場合の点灯準備設定 


  ClbSysCs.CLBPrepareLED(ClbSysCs.CLB_LED_RED, 35, 32, 3); 
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 LED赤を連続点灯する場合の点灯準備設定 


（連続点灯の場合は dwOnTime,dwOffTimeに 0使用可） 


  ClbSysCs.CLBPrepareLED(ClbSysCs.CLB_LED_RED, 255, 255, 0); 


 


注意事項 


 LED点灯中に CLBPrepareLED関数を設定しますと、LEDの設定が変更されてしまいますので、 


 CLBPrepareLED関数が実行された場合は強制的に LEDは OFF します。 
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5-1-41 


CLBUpdateLED 
 


機能 現在の LED設定値でＬＥＤの点灯を行います。 


 CLBSetIndicator関数ではハードの仕様により LED点灯まで 130msかかってしまいます。 


この関数と CLBPrepareLEDを使用することにより、実行後すぐに LED点灯が出来ます。 


 


書式 uint CLBUpdateLED( uint  dwLedMode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwLedMode 


  CLB_LED_OFF  LEDを消灯します。 


  CLB_LED_GREEN 現在の LED設定値で LEDの緑を点灯します。 


  CLB_LED_RED  現在の LED設定値で LEDの赤を点灯します。 


 


戻り値 


 true 正常終了 


 false 内部エラーによる異常終了 


 


クラス ClbSysCs 


 


使用方法 


 LEDを点灯させる前に CLBPrepareLED関数を実行し、LED点灯準備設定を行います。 


 その後 CLBUpdateＬＥＤ関数を実行し LEDを CLBPrepareLED関数にて設定した条件で 


 点灯させます。 


 (CLBUpdata関数を実行した場合、CLBPrepareLED関数が実行されてから 130ms以上 


 経過していない場合は実行されてから 130ms待ってから LED点灯処理を行います。) 


 


注意事項 


 CLBPrepareLED関数を行わないで CLBUpdateＬＥＤ関数を実行した場合は、現在の設定値に 


 基づいてＬＥＤを点灯させる為、予期せぬＬＥＤ点灯になりますのでご注意下さい。 
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6-3 ２Dスキャナライブラリ関数リファレンス 
 


6-3-1 プログラム構成 


■TDDecodceVB.dll ＶＢ．ＮＥＴ用クラスライブラリ  


■TDDecodce.dll   システムライブラリ本体 


 


6-3-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「TDDecodceVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 TDDecodceVB.Wrap      メインクラス 


 TDDecodceVB.Wrap.Def   システムライブラリ用定数定義サブクラス 


 TDDecodceVB.Wrap.Api   システムライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1-2）を参照してください 
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6-3-2 関数一覧 


NO. 関数名 機能 


Core Functions 


01 TDConnect 2D スキャナを使用可能にします 


02 TDDisconnect 2D スキャナを使用不可にします 


03 TDAimerOn 2D スキャナのエイミング LED制御をします 


04 TDLightsOn 2D スキャナのイルミネーション LED制御をします 


05 TDGetLEDIntensity 2D スキャナの LED強度設定を取得します。 


06 TDSetLEDIntensity 2D スキャナの LED強度設定をセットします。 


07 TDGetAPIRevision ライブラリのバージョン情報を取得します 


08 TDGetErrorMessage エラー番号に対応したメッセージを取得します 


Decoder Functions 


09 TDGetDecodeCenteringWindow センタリングモードの設定を取得します 


10 TDSetDecodeCenteringWindow センタリングモードの設定を指定します 


11 TDGetPrintWeight 
デコーダがあらかじめ算出する現在のまたはデフォルトのコントラスト


比を取得します 


12 TDSetPrintWeight 
デコーダがあらかじめ算出するコントラスト比と相対的濃度を調整し


ます 


13 TDGetMaxMessageChars メッセージサイズの最大値を取得します 


14 TDGetDecodeMode TDWaitForDecode 関数の現在の読み取り方式を取得します 


15 TDSetDecodeMode TDWaitForDecode 関数の読み取り方式をセットします 


16 TDGetIndicator TDWaitForDecode 関数の現在の読み取り通知設定を取得します 


17 TDSetIndicator TDWaitForDecode 関数の読み取り通知設定をセットします 


18 TDWaitForDecode 
シンボルがデコードされるまで、またはタイムアウトするまで、2D スキ


ャナでスキャンします 


Symbologies Functions 


19 TDGetSetupAll コードのデコーディングオプションをすべて取得します 


20 TDEnableSymbology 特定のバーコードのデコードを有効にします 


21 TDEnableSymbologyAll すべてのコードのデコードを有効にします 


22 TDDisableSymbology 特定のバーコードのデコードを無効にします 


23 TDDisableSymbologyAll すべてのコードのデコードを無効にします 


24 TDDefaultSymbology 一部または全部のコードオプションをデフォルトにします 


Symbol Set Functions 


25 TDGetSetupCode39 Code 39 コードのデコーディングオプションを取得します 


26 TDGetSetupCodabar Codabar コードのデコーディングオプションを取得します 


27 TDGetSetupEAN8 EAN 8 コードのデコーディングオプションを取得します 


28 TDGetSetupEAN13 EAN 13 コードのデコーディングオプションを取得します 


29 TDGetSetupUPCA UPC version A コードのデコーディングオプションを取得します 


30 TDGetSetupUPCE UPC version E0 & E1 コードのデコーディングオプションを取得します


31 TDGetSetupInt25 Interleaved 2 of 5 コードのデコーディングオプションを取得します 


32 TDGetSetupCode93 Code 93 コードのデコーディングオプションを取得します 


33 TDGetSetupCode128 Code 128 コードのデコーディングオプションを取得します 


34 TDGetSetupMSI MSI コードのデコーディングオプションを取得します 


35 TDGetSetupIATA25 IATA 2 of 5 コードのデコーディングオプションを取得します 


36 TDGetSetupCode11 Code 11 コードのデコーディングオプションを取得します 


37 TDGetSetupISBT ISBT コードのデコーディングオプションを取得します 


38 TDGetSetupRSS RSS コードのデコーディングオプションを取得します 


39 TDGetSetupCode49 Code 49 コードのデコーディングオプションを取得します 


40 TDGetSetupPDF417 PDF417 コードのデコーディングオプションを取得します 


41 TDGetSetupMicroPDF MicroPDF417 コードのデコーディングオプションを取得します 


42 TDGetSetupCodablock Codablock コードのデコーディングオプションを取得します 


43 TDGetSetupComposite EAN・UCC Composite コードのデコーディングオプションを取得します


44 TDGetSetupCompositeEx 
その他の Composite コードのデコーディングオプションと同様に


EAN・UCC Composite コードのデコーディングオプションを取得します


45 TDGetSetupMaxicode Maxicode コードのデコーディングオプションを取得します 
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46 TDGetSetupDataMatrix Data Matrix コードのデコーディングオプションを取得します 


47 TDGetSetupQR QR Code コードのデコーディングオプションを取得します 


48 TDGetSetupAztec 
Aztec と Aztec Mesa Code コードのデコーディングオプションを取得


します 


49 TDGetSetupMesa Aztec Mesa コードのデコーディングオプションを取得します 


50 TDGetSetupPostnet Postnet コードのデコーディングオプションを取得します 


51 TDGetSetupPlanet Planet Code コードのデコーディングオプションを取得します 


52 TDGetSetupAusPost 
オーストラリア郵便番号コードのデコーディングオプションを取得しま


す 


53 TDGetSetupBPO 英国郵便番号コードのデコーディングオプションを取得します 


54 TDGetSetupCanPost カナダ郵便番号コードのデコーディングオプションを取得します 


55 TDGetSetupDutchPost オランダ郵便番号コードのデコーディングオプションを取得します 


56 TDGetSetupJapost 日本郵便番号コードのデコーディングオプションを取得します 


57 TDGetSetupOCR OCR コードのデコーディングオプションを取得します 


58 TDSetupCode39 Code 39 コードのデコーディングオプションをセットします 


59 TDSetupCodabar Codabar コードのデコーディングオプションをセットします 


60 TDSetupEAN8 EAN 8 コードのデコーディングオプションをセットします 


61 TDSetupEAN13 EAN 13 コードのデコーディングオプションをセットします 


62 TDSetupUPCA UPC version A コードのデコーディングオプションをセットします 


63 TDSetupUPCE UPC version E0 & E1 コードのデコーディングオプションをセットします


64 TDSetupInt25 Interleaved 2 of 5 コードのデコーディングオプションをセットします 


65 TDSetupCode93 Code 93 コードのデコーディングオプションをセットします 


66 TDSetupCode128 Code 128 コードのデコーディングオプションをセットします 


67 TDSetupMSI MSI コードのデコーディングオプションをセットします 


68 TDSetupIATA25 IATA 2 of 5 コードのデコーディングオプションをセットします 


69 TDSetupCode11 Code 11 コードのデコーディングオプションをセットします 


70 TDSetupRSS RSS コードのデコーディングオプションをセットします 


71 TDSetupCode49 Code 49 コードのデコーディングオプションをセットします 


72 TDSetupPDF417 PDF417 コードのデコーディングオプションをセットします 


73 TDSetupMicroPDF MicroPDF417 コードのデコーディングオプションをセットします 


74 TDSetupCodablock Codablock コードのデコーディングオプションをセットします 


75 TDSetupComposite 
EAN・UCC Composite コードのデコーディングオプションをセットしま


す 


76 TDSetupCompositeEx 
その他の Composite コードのデコーディングと同様に、EAN・UCC 


Composite コードのデコーディングオプションをセットします 


77 TDSetupMaxicode Maxicode コードのデコーディングオプションをセットします 


78 TDSetupDataMatrix Data Matrix コードのデコーディングオプションをセットします 


79 TDSetupQR QR Code コードのデコーディングオプションをセットします 


80 TDSetupAztec Aztec Code コードのデコーディングオプションをセットします 


81 TDSetupMesa Aztec Mesa コードのデコーディングオプションをセットします 


82 TDSetupPostnet Postnet コードのデコーディングオプションをセットします 


83 TDSetupPlanet Planet Code コードのデコーディングオプションをセットします 


84 TDSetupOCR OCR コードのデコーディングオプションをセットします 


Imaging Function 


85 TDGetImage 2D スキャナからイメージを取得します 


86 TDGetImageData スキャナからイメージデータを取得します 


87 TDMakeImageFile イメージデータをファイルにして保存します 


88 TDImageStreamInit イメージストリーミングインターフェイスを初期化します 


89 TDImageStreamStart スキャナにイメージストリーミングを実行させます 


90 TDImageStreamRead 現在のイメージストリーミングデータを取得します 


91 TDImageStreamStop スキャナにイメージストリーミングを停止させます 


92 TDStartIntellImageXfer IQ image transfer を開始します 


93 TDGetImagerInfo 2D スキャナのピクセルサイズおよびビット長を取得します 


94 TDGetSetupImager スキャナのセットアップ値を得ます 


95 TDAcquireImage イメージ情報を取得します（データは受け取りません） 


96 TDGetLastImageSize 
TDAcquireImage、TDGetImage あるいは TDReadImageStream によっ


て返された最新のイメージの列、行およびサイズを取得します 


6-3-3 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


 


6-3-4 関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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TDConnect 
 


機能 2D スキャナを使用可能にします。この関数を実行しないと、他の関数の実行は有効になりません。 


また、この関数は TDClose関数を実行するまで有効です。 


 


書式 Function  TDConnect ( ) As Int32 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 
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TDDisconnect 
 


機能 2D スキャナを使用不可にします。デバイスドライバによって使用されるどんな資源も解放されます。 


 


書式 Function  TDDisconnect ( ) As Int32 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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TDAimerOn 
 


機能 2D スキャナのエイミング LEDを点灯・消灯します。 


 


書式 Function  TDAimerOn ( ByVal bEnable As Boolean ) As Int32 


 


パラメータ 


bEnable  TRUE ：エイミング LEDを ON 


FALSE ：エイミング LEDを OFF 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


RESULT_ERR_NORESPONSE 
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TDLightsOn 
 


機能 2D スキャナのイルミネーション LEDを点灯・消灯します。 


 


書式 Function  TDLightsOn ( ByVal bEnable As Boolean ) As Int32 


 


パラメータ 


bEnable  TRUE ：イルミネーション LEDを ON 


FALSE ：イルミネーション LEDを OFF 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


RESULT_ERR_NORESPONSE 
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TDGetLEDIntensity 
 


機能 2D スキャナのエイミング LED とイルミネーション LEDの強度設定を取得します。 


 


書式 Function  TDGetLEDIntensity ( ByRef wAimLED As Int32, _ 


ByRef wIllumLED As Int32 ) As Int32 


 


パラメータ 


wAimLED エイミング LEDの強度。0～100(%)で指定。 


wIllumLED イルミネーション LEDの強度。0～100(%)で指定。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS  正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER パラメータエラー 
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TDSetLEDIntensity 
 


機能 2D スキャナのエイミング LED とイルミネーション LEDの強度設定をセットします。 


 


書式 Function  TDSetLEDIntensity ( ByVal wAimLED As Int32, 


ByVal wIllumLED As Int32 ) As Int32 


 


パラメータ 


wAimLED エイミング LEDの強度。0～100(%)で指定。 


wIllumLED イルミネーション LEDの強度。0～100(%)で指定。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS  正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER パラメータエラー 
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TDGetAPIRevision 
 


機能 ライブラリの現在の改訂情報を示す ASCII文字列を返します。 


 


書式 Function  TDGetAPIRevision ( ByVal pszRev( ) As Char ) As Int32 


 


パラメータ 


pszRev ライブラリの改訂情報が書き込まれます。ENGINE_API_RESPONSE_LENバイト必要です。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS  正常終了 
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TDGetErrorMessage 
 


機能 nErrorパラメータに対応するエラー内容を示す文字列を返します。 


 


書式 Function TDGetErrorMessage ( ByVal pszErrorMsg() As Char, 


ByVal nError As Int32 ) As Int32 


                                                                                                         


パラメータ  


pszErrorMsg nError パラメータによって識別されるエラーの内容を格納するバッファ 。


ENGINE_API_RESPONSE_LENバイト必要です。 


nError  他の API関数からの戻り値。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS  正常終了 
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 TDGetDecodeCenteringWindow 
 


機能 デコードセンタリングモードの設定情報を取得します。このモードが有効になっている場合、イメージ


の中心より指定した長方形の範囲にあるシンボルのみをデコードします。 


注意 この関数により、2D スキャナは近接するシンボルを区別することができます。そのため、１回のキャプ


チャの間にひとつのシンボルをデコードします。 


 


書式 Function  TDGetDecodeCenteringWindow ( ByVal SetupType As Int32, 


                      ByRef pbEnabled As Boolean, ByRef pIntersectRect As RECT ) As Int32 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します 


ｐbEnabled TRUE ：センタリングモードが有効 


  FALSE ：センタリングモードが無効 


pIntersectRect 有効なデコードデータと認識されるために、シンボルがオーバーラップしなければならない


長方形のイメージ領域 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetDecodeCenteringWindow 
 


機能 デコードセンタリングモードの設定をセットします。このモードを有効にした場合、イメージの中心より


指定した長方形の範囲にあるシンボルのみをデコードします。 


注意 この関数により、2D スキャナは近接するシンボルを区別することができます。そのため、１回のキャプ


チャの間にひとつのシンボルをデコードします。 


 


書式 Function  TDSetDecodeCenteringWindow ( ByVal bEnable As Boolean, 


ByRef pIntersectRect As RECT ) As Int32 


 


パラメータ  


bEnable  TRUE： センターリングを ON。 


FALSE： センターリングを OFF。 


pIntersectRect 有効なデコードデータと認識されるためにシンボルがオーバーラップしなければならない


長方形のイメージ領域。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetPrintWeight 
 


機能 バーコードあるいは OCR テキストのデコーダがあらかじめ算出した、現在のまたはデフォルトの


"Print Weight" (コントラスト比) を返します。 


 


書式 Function  TDGetPrintWeight ( ByVal SetupType As Int32, 


ByRef pnPrintWeight As Int16 ) As Int32 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pnPrintWeight イメージからのシンボルあるいは OCR テキストをデコードしようとするとき、デコーダがあら


かじめ算出した print weight(コントラスト比)。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetPrintWeight 
 


機能 バーコードあるいはOCRデコードをする際に使用する"Print Weight"(コントラスト比)を指定します。 


 


書式 Function  TDSetPrintWeight ( ByVal nPrintWeight As Int16 ) As Int32 


 


パラメータ  


nPrintWeight イメージからのデコードシンボルまたは、OCR テキストのデコードをしようとするとき、デコー


ダがあらかじめ算出する print weight(コントラスト比)をセットします。この値を変更すること


により、自動車部品あるいはいくつかのポップ缶上のエッチングされた金属のように、反射


による標準的でない黒で表現されたシンボルのデコーディング性能を向上させます。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetMaxMessageChars 
 


機能 デコード可能な最大文字列のサイズを返します。 


 


書式 Function  TDGetMaxMessageChars ( ByRef pnChars As Int16 ) As Int32 


 


パラメータ  


pnChars  デコードした最大文字列を受け取るのに必要な文字数(バイトではない)。WindowsCE で


は、文字サイズは 2バイト(wchar_t)です。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetDecodeMode 
 


機能 TDWaitForDecode関数の現在の読み取り方式を取得します。 


 


書式 Function  TDGetDecodeMode ( ByRef wMode As Int16, 


                      ByRef num As Int16, ByRef tcSeparator As Char ) As Int32 


 


パラメータ  


wMode     以下の読み取り方式から選択します。 


   DECODEMODE_NORMAL    ： 通常読み 


   DECODEMODE_MULTISTEP ： 多段読み 


   DECODEMODE_PACKAGE   ： 一括読み 


num             段数 （DECODEMODE_NORMAL指定時は無視します） 


   最小段数は 1、最大段数は 10 となります。 


tcSeparator        区切り記号。一括読みモードの時のみ有効となります。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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TDSetDecodeMode 
 


機能 TDWaitForDecode関数の読み取り方式を設定します。 


 


書式 Function   TDSetDecodeMode ( ByVal wMode As Int16, 


ByVal num As Int16, ByVal tcSeparator As Char ) As Int32 


 


パラメータ  


wMode      以下の読み取り方式から選択します。 


   DECODEMODE_NORMAL     ： 通常読み 


   DECODEMODE_MULTISTEP ： 多段読み 


   DECODEMODE_PACKAGE   ： 一括読み 


num           段数 （DECODEMODE_NORMAL指定時は無視します） 


   最小段数は 1、最大段数は 10 となります。 


tcSeparator        区切り記号。一括読みモードの時のみ有効となります。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


 RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetIndicator 
 


機能 TDWaitForDecode関数が、シンボルの読み取りに成功したとき、LED とブザーにより通知を行うかど


うかの設定を取得します。 


 


書式 Function  TDGetIndicator ( ByRef wLED As Int16, ByRef wBuzzer As Int16 ) As Int32 


 


パラメータ  


wLED                  LED点灯 ON／OFF設定値を取得します。 


   TD_LED_ON  ： 読み取り成功時、緑の LEDを点灯します。 


   TD_LED_OFF ： 読み取り成功時、LEDを点灯しません。 


   デフォルト値は TD_LED_ONです。 


wBuzzer           ブザーの ON／OFF設定値を取得します。 


   TD_BUZZER_ON  ： 読み取り成功時、ブザーを鳴らします。 


   TD_BUZZER_OFF ： 読み取り成功時、ブザーを鳴らしません。 


   デフォルト値は TD_BUZZER_ONです。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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TDSetIndicator 
 


機能 TDWaitForDecode関数が、シンボルの読み取りに成功したとき、LED とブザーにより通知を行うかど


うかの設定を行います。 


 


書式 Function  TDSetIndicator ( ByVal wLED As Int16, ByVal wBuzzer As Int16 ) As Int32 


 


パラメータ  


wLED           LED点灯 ON／OFFを設定します。 


   TD_LED_ON  ： 読み取り成功時、緑の LEDを点灯します。 


   TD_LED_OFF ： 読み取り成功時、LEDを点灯しません。 


   デフォルト値は TD_LED_ONです。 


wBuzzer           ブザーの ON／OFFを設定します。 


   TD_BUZZER_ON  ： 読み取り成功時、ブザーを鳴らします。 


   TD_BUZZER_OFF ： 読み取り成功時、ブザーを鳴らしません。 


   デフォルト値は TD_BUZZER_ONです。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


 RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー 
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TDWaitForDecode 
 


機能 この関数を実行すると 2D スキャナは、シンボルのスキャニングを始めます関数が返る条件は、


TDSetDecodeMode 関数により設定される読み取り方式により異なります。次の条件を満たすと関数


は返ります。メッセージがデコードされた場合、その結果はこの関数のパラメータの中に返されます。


また、TDSetIndicator 関数により LED、ブザーの通知を行う設定にした場合、シンボルのデコード


成功時に通知を行います。 


 


通常読み： 1回の呼び出しで 1つのシンボルを読み取ります。1個のシンボルがデコードされるか、タイムアウト


するか、引数のユーザ関数が FALSEを返えしたときに返ります。 


多段読み： 1 回の呼び出しで１つのシンボルを読み取ります。1 個のシンボルがデコードされるか、タイムアウト


するか、引数のユーザ関数が FALSEを返えしたときに返ります。ユーザ関数が常に TRUEを返し


ている状態で、連続してデコードに成功すると、デコード結果を履歴に記録し、履歴と重複していな


いデコード結果のみを出力します。履歴と結果の照合は連続読みを始めてから、


TDSetDecodeMode で指定した段数回まで行います。この読み取り方式の時、同一シンボルを連


続して読みつづけるとタイムアウトしません。 


一括読み： 1回の呼び出しで複数個のシンボルを読み取ります。TDSetDecodeModeで指定した段数個の異


なるシンボルがデコードされるか、タイムアウトするか、引数のユーザ関数が FALSE を返えしたとき


に返ります。TDSetDecodeMode で指定された段数個のシンボルをデコードし終える前に、タイム


アウト、またはユーザ関数が FALSE を返すことによりこの関数が返るときでも、途中までのデコード


結果が関数のパラメータに格納されます。従って、エラーが返った場合でも途中までのデコード結


果を得ることができます。また、この読み取り方式の時、各シンボル１つの最大桁数は255桁となりま


す。 


 


書式 Function TDWaitForDecode ( ByVal dwTimeout As Int32, 


                 ByRef pchMessage() As Char, ByRef pchCodeID As Char, 


                 ByRef pchAIMID As Char, ByRef pchSymModifier As Char, 


                 ByRef pnLength As Int16, ByVal fpCallBack As IntPtr ) As Int32 


 


パラメータ  


dwTimeout 2D スキャナがデコードするまでにスキャンする、ミリセカンド単位での時間。タイムアウト値


は 0より大きくなければなりません。タイムアウトは 250 ミリセカンド単位でセットされます。た


とえば 1100 ミリセカンドのタイムアウト値は無効ですが、1250 ミリセカンドあるいは 1000 ミ


リセカンドのセッティングは有効です。 


pchMessage デコードされたメッセージを格納するバッファ。デコード可能な最大のメッセージを格納でき


るサイズ必要です。「TDGetMaxMessageChars」を参照してください。 
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ｐchCodeID デコードされたコードの Hand Held Products' Code ID を格納するバッファ。下記の「コ


ード識別表」を参照してください。一括読み方式の時は最後にデコードされたシンボルのも


のが格納されます。 


ｐchAIMID デコードされたコードの AIM ID を格納するバッファ。下記の「コード識別表」を参照してく


ださい。一括読み方式の時は最後にデコードされたシンボルのものが格納されます。 


pchSymModifier デコードされたコードの修飾詞を格納するバッファ。下記の「コード識別表」を参照してくだ


さい。一括読み方式の時は最後にデコードされたシンボルのものが格納されます。 


pnLength デコードされたバーコードデータの長さを格納するバッファ。 


 


ｆpCallBack 引数なしの BOOL型ユーザ関数のポインタを渡します。ユーザ関数が TRUE を返してい


る間は、スキャンを継続します。FALSE を返した場合、TDWaitForDecode 関数は


RESULT_ERR_NOTRIGGERを返してスキャンを停止します。 


この引数にNULLを指定した場合、TDWaitForDecode関数は dwTimeoutで指定した


時間だけスキャンを継続します（タイムアウトはユーザ関数を指定した場合も有効です）。 


例 :プラットフォームがスキャニングのために共通のトリガボタンを使用する場合、


waWaitForDecodeへこのトリガの状態を返す関数を作成する必要があります。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_ENGINEBUSY 2D スキャナがビジー状態のためエラー発生 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


RESULT_ERR_NOTRIGGER ユーザが呼び出したコールバック関数により終了 


RESULT_ERR_NODECODE デコードせずに終了 


RESULT_ERR_NOIMAGE  有効なイメージデータが返せない 
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コード識別表 以下のコード識別は「TDDecodeCE.h」ヘッダファイルにて定義されています。 


 


Symbology Selection Definition AIM ID Possible  
AIM ID 


Modifiers 


HHP Code ID 


Australian Postal  


(4 state) 


SYM_AUSPOST X 0 A 


Aztec or Aztec Mesa SYM_AZTEC z 0-9, A-C z 


British Postal(4 state) SYM_BPO X 0 B 


Canadian Postal (4 state) SYM_CANPOST X 0 C 


Codabar SYM_CODABAR F 0-1 a 


Codablock SYM_CODABLOCK O 0, 1, 4, 5, 6 q 


Code 11 SYM_CODE11 H 0,1,3 h 


Code 128 SYM_CODE128 C 0,1,2,4 j 


Code 39 SYM_CODE39 A 0,1,3,4,5,7 b 


Code 49 SYM_CODE49 T 0,1,2,4 l 


Code 93 SYM_CODE93 G 0-9, A-Z, a-m i 


ECC•UCC Composite SYM_COMPOSITE e 0-3 y 


Data Matrix SYM_DATAMATRIX d 0-6 w 


Dutch Postal SYM_DUTCHPOST X 0 K 


EAN8 or EAN13 SYM_EAN E 0-4 d 


IATA 2 of 5 SYM_IATA25 R 0, 1, 3 f 


Interleaved 2 of 5 SYM_INT25 I 0, 1, 3 e 


ISBT SYM_ISBT C 4 j 


Japanese Postal SYM_JAPOST X 0 J 


Maxicode SYM_MAXICODE U 0-3 x 


MicroPDF417 SYM_MICROPDF L 3-5 R 


MSI SYM_MSI M 0 g 


PDF417 SYM_PDF417 L 0-2 r 


Planet Code SYM_PLANET X 0 L 


Postnet SYM_POSTNET X none P 


OCR SYM_OCR Z none o 


QR Code SYM_QR Q 0-6 s 


RSS SYM_RSS e 0 y 


TLC 39 SYM_TLCODE39 L 2 T 


UPC versions A,E0,E1 SYM_UPC E 0-4 c 
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TDGetSetupAll 
 


機能 すべてのコードオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupAll (  


ByVal SetupType As Int32, 


ByVal pEnabled( ) As Int32 ) As Int32 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled 各コードの enable/disable ステータスが格納されるMAX_SYMBOLOGIESサイズの配


列。この配列は関数を実行する前に宣言、初期化しなければなりません。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDEnableSymbology 
 


機能 指定されたコードのデコードを有効にします。 


 


書式 Function TDEnableSymbology ( ByVal pSymbology( ) As Int32 ) As Int32 


 


パラメータ 


pSymbology 有効にしたいコードを指定します。例えば、値を 1(例,pSymbology(SYM_AZTEC)=1)に


セットした場合、Aztec コードは有効となります。サイズはMAX_SYMBOLOGIES必要で


す(TDDecodeCE.hに定義されています)。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDEnableSymbologyAll 
 


機能 すべてのコードのデコードを有効にします。 


 


書式 Function  TDEnableSymbologyAll ( ) As Int32 


 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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TDDisableSymbology 
 


機能 指定されたコードのデコードを無効にします。 


 


書式 Function  TDDisableSymbology ( ByVal pSymbology( ) As Int32 ) As Int32 


 


 


パラメータ 


pSymbology 無効にしたいコードを指定します。例えば、値を 1(例,pSymbology(SYM_AZTEC)=1)に


セットした場合、Aztec コードは無効となります。サイズはMAX_SYMBOLOGIES必要で


す(TDDecodeCE.hに定義されています)。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDDisableSymbologyAll 
 


機能 すべてのコードのデコードを無効にします。 


 


書式 Function  TDDisableSymbologyAll ( ) As Int32 


 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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TDDefaultSymbology 
 


機能 指定されたコードを工場出荷時の設定にします。工場出荷時のデフォルトセッティングを知るには、


各コード別のセットアップ関数を参照してください。 


 


書式 Function  TDDefaultSymbology ( ByVal pSymbology( ) As Int32 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


pSymbology デフォルト設定にしたいコードを指定します。 (例,pSymbology(SYM_AZTEC)=1 にセッ


ト し た 場 合 、 Aztec コ ー ド が デ フ ォ ル ト 設 定 に な り ま す 。 ) サ イ ズ は


MAX_SYMBOLOGIES必要です(TDDecodeCE.hに定義されています)。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupAusPost 
 


機能 オーストラリアの郵便番号コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupAusPost ( ByVal SetupType As Int32, 


ByRef pEnabled As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：オーストラリアの郵便番号コードが有効 


FALSE ：オーストラリアの郵便番号コードが無効 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupAztec 
 


機能 Aztec と Aztec Mesa Code コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupAztec (  


ByVal SetupType As Int32, 


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Aztec と Aztec Mesa Codeが有効。 


FALSE ：Aztec と Aztec Mesa Codeが無効。 


ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを示す WORD 変数。この最小の長さより短い Aztec、


Aztec Mesa Code は 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 1。 


ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを示す WORD 変数。この最大の長さより長い Aztec、


Aztec Mesa Codeが 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 3750。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupBPO 
 


機能 英国の郵便番号コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupBPO ( 


ByVal SetupType As Int32, 


ByRef pEnabled As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：英国の郵便番号コードが有効。 


FALSE ：英国の郵便番号コードが無効。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCanPost 
 


機能 カナダの郵便番号コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function   TDGetSetupCanPost (   


ByVal SetupType As Int32,    


ByRef pEnabled As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：カナダの郵便番号コードが有効。 


FALSE ：カナダの郵便番号コードが無効。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCodabar 
 


機能 Codabar コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupCodabar ( 


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16, 


ByRef pbSSXmit As Boolean,   


ByRef pbCheckCharOn As Boolean, 


ByRef pbXmitCheckChar As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled  TRUE ：Codabar コードが有効。 


FALSE ：Codabar コードが無効。 


ｐMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さなCodabarメ


ッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 2。 


ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す WORD 変数。この最大の長さより大きな Codabar


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 60。 


pbSSXmit TRUE ：スタート・ストップコードを出力します。 


FALSE ：スタート・ストップコードを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


pbCheckCharOn TRUE ：チェックキャラクタを持つ Codabar コードのみをデコードます。 


FALSE ：チェックキャラクタを持つ、あるいは持たないコードをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 


pbXmitCheckChar TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCodablock 
 


機能 Codablock コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupCodablock (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します 


pEnabled TRUE ：Codablock コードが有効。 


FALSE ：Codablock コードが無効。 


pMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さなCodablock


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 0。 


pMaxLength 2Dスキャナが返す最大の長さを表すWORD変数。この最大の長さより大きなCodablock


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 2048。 


PbXmitCheckChar TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCode11 
 


機能 Code 11 コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupCode11 (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16,  


ByRef pbTwoCheckDigits As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Code11 コードが有効。 


FALSE ：Code11 コードが無効。 


pMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さな Code 11 メ


ッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 4。 


pMaxLength 2Dスキャナが返す最大の長さを表すWORD変数。この最大の長さより大きな Code 11 メ


ッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 80。 


pbTwoCheckDigit TRUE：チェックデジットを出力します。 


FALSE：チェックデジットを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCode128 
 


機能 Code 128 コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupCode128 (  


ByVal SetupType As Int16,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Code128 コードが有効。 


FALSE ：Code128 コードが無効。 


pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さな Code 128


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 0。 


ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表すWORD変数。この最大の長さより大きな Code 128


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 80。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCode39 
 


機能 Code 39 コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupCode39 (   


ByVal SetupType As Int32, 


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16,  


ByRef pbSSXmit As Boolean,  


ByRef pbFullAscii As Boolean,  


ByRef pbAppend As Boolean,  


ByRef pbCheckCharOn As Boolean, 


ByRef pbXmitCheckChar As Boolean ) As Int32 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Code39 コードが有効。 


FALSE ：Code39 コードが無効。 


pMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さな Code 39 メ


ッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 2。 


pMaxLength 2Dスキャナが返す最大の長さを表すWORD変数。この最大の長さより大きな Code 39 メ


ッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 48。 


pbSSXmit TRUE ：スタート・ストップコードを出力します。 


FALSE ：スタート・ストップコードを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


pbFullAscii TRUE ：バーコードシンボル内にある特定の文字の組を単一の文字と解釈します。 


FALSE ：上記の解釈を無効にします。 


デフォルト値は FALSE。 


pbAppend サポートされていないため、常に FALSEが返ります。 


ｐbCheckCharOn TRUE：チェックキャラクタを持つ Code39 コードのみをデコードします。 


FALSE：チェックキャラクタを持つ、あるいは持たないコードをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 
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pbXmitCheckChar TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCode49 
 


機能 Code 49 コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupCode49 (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Code49 コードが有効。 


FALSE ：Code49 コードが無効。 


pMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さな Code 49 メ


ッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 1。 


pMaxLength 2Dスキャナが返す最大の長さを表すWORD変数。この最大の長さより大きな Code 49 メ


ッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 81。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCode93 
 


機能 Code 93 コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetCode93 (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Code93 コードが有効。 


FALSE ：Code93 コードが無効。 


ｐMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さな Code 93 メ


ッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 0。 


pMaxLength 2Dスキャナが返す最大の長さを表すWORD変数。この最大の長さより大きな Code 93 メ


ッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 8０。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 


 


6-3-42 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDGetSetupComposite 
 


機能 Composite コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function TDGetSetupComposite (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Composite コードが有効。 


FALSE ：Composite コードが無効。 


ｐMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さなComposite


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は１。 


pMaxLength 2Dスキャナが返す最大の長さを表すWORD変数。この最大の長さより大きなComposite


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 300。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCompositeEx 
 


機能 EAN&#8226;UCC Composite コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupCompositeEx (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16,  


ByRef pbCompositeOnUpcEan As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：EAN&#8226;UCC Composite コードが有効。 


FALSE ：EAN&#8226;UCC Composite コードが無効。 


pMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さなComposite


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 1。 


pMaxLength 2D スキャナが返すデコードされた最大の長さの Composite メッセージを表す WORD変


数。この最大の長さより大きなCompositeメッセージは2Dスキャナによってデコードされま


せん。デフォルト値は 2750。 


ｐbCompositeOnUpcEan EAN と UPC のコードに関連した Composite Code の許可状態を含む表す


BOOL変数。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupDataMatrix 
 


機能 Data Matrix コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupDataMatrix (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Data Matrix コードが有効。 


FALSE ：Data Matrix コードが無効。 


pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す WORD 変数。この最小の長さより小さな Data 


Matrix メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は１。 


pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す WORD 変数。この最大の長さより大きな Data 


Matrix メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 1500。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupDutchPost 
 


機能 オランダの郵便番号コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupDutchPost (   


ByVal SetupType As Int32,    


ByRef pEnabled As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：オランダの郵便番号コードが有効。 


FALSE ：オランダの郵便番号コードが無効。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupEAN8 
 


機能 EAN-8のコードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupEAN8 ( 


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef bXmitCheckChar As Boolean, 


ByRef pAddendaReq As Boolean, 


ByRef bAddendaSeparator As Boolean, 


ByRef bAddenda2Digit As Boolean,  


ByRef bAddenda5Digit As Boolean ) As Int32 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：EAN-8 コードが有効。 


FALSE ：EAN-8 コードが無効。 


bXmitCheckChar TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


pAddendaReq TRUE ：2桁、または 5桁のアドオンをもつ EANシンボルのみをデコードします。 


FALSE ：すべての有効な EANシンボルをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 


ｂAddendaSeparator TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda2Digit TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda5Digit TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。  


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupEAN13 
 


機能 EAN-13 コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupEAN１３ ( 


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef bXmitCheckChar As Boolean, 


ByRef pAddendaReq As Boolean, 


ByRef bAddendaSeparator As Boolean, 


ByRef bAddenda2Digit As Boolean,  


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：EAN-13 コードが有効。 


FALSE ：EAN-13 コードが無効。 


ｂXmitCheckChar TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


pAddendaReq TRUE ：2D スキャナはアドオンをもつ EANシンボルのみをデコードします。 


FALSE ：2D スキャナはすべての有効な EANシンボルをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 


ｂAddendaSeparator TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda2Digit TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda5Digit TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。  


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupIATA25 
 


機能 IATA 2 of 5のコードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupIATA25 (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16 ) As Int32  


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：IATA 2 of 5 コードが有効。 


FALSE ：IATA 2 of 5 コードが無効。 


ｐMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さな IATA 2 of 5 


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は４。 


ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表すWORD変数この最大の長さより大きな IATA 2 of 5 


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 80。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupInt25 
 


機能 Interleaved 2 of 5 コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupInt25 ( 


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16, 


ByRef pbCheckDigitOn As Boolean,   


ByRef pbXmitCheckDigit As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Interleaved 2 of 5 コードが有効。 


FALSE ：Interleaved 2 of 5 コードが無効。 


ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す WORD 変数。この最小の長さより小さな


Interleaved 2 of 5 メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は


6。 


pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す WORD 変数。この最大の長さより大きな


Interleaved 2 of 5 メッセージは2Dスキャナによってデコードされません。デフォルト値は


80。 


pbCheckDigitOn TRUE ：チェックデジットをもつ Interleaved 2 of 5 codes のみをデコードします。 


FALSE ：チェックデジットを持つ持たないにかかわらず、コードをデコードします 


デフォルト価値は FALSE。 


ｐbXmitCheckDigit TRUE ：チェックデジットを出力します。 


FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


デフォルト値は FALSE 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupISBT 
 


機能 ISBTのコードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupISBT ( 


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled  TRUE ：ISBT コードが有効。 


FALSE ：ISBT コードが無効。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 


インクルード #include <TDDecodeCE.h> 


 


 


6-3-51 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDGetSetupJaPost 
 


機能 日本の郵便番号コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupJaPost ( 


ByVal SetupType As Int32, 


ByRef pEnabled As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：日本の郵便番号コードが有効。 


FALSE ：日本の郵便番号コードが無効。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupMaxicode 
 


機能 Maxicode コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupMaxicode (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16, 


ByRef pCarrierMsgOnly As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Maxicode コードが有効。 


FALSE ：Maxicode コードが無効。 


ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さな Maxicode


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 1。 


ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表すWORD変数。この最大の長さより大きなMaxicode


メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 150。 


pCarrierMsgOnly  TRUE ：キャリアメッセージのみ出力します。 


FALSE ：全メッセージを出力します。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupMesa 
 


機能 Aztec Mesa Codeのコードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupMesa (  


ByVal SetupType As Int32,   


ByRef pUMSEnabled As Boolean,    


ByRef pEMSEnabled As Boolean,  


ByRef p3MSEnabled As Boolean,   


ByRef p1MSEnabled As Boolean,  


ByRef pIMSEnabled As Boolean,   


ByRef p9MSEnabled As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


ｐUMSEnabled TRUE ：UPCA Mesa コードは有効。 


FALSE ：UPCA Mesa コードは無効。 


pEMSEnabled TRUE ：EAN13 Mesa コードは有効。 


FALSE ：EAN13 Mesa コードは無効。 


p3MSEnabled TRUE ：Code 39 Mesaは有効。 


FALSE ：Code 39 Mesaは無効。 


p1MSEnabled TRUE ：Code 128 Mesa コードは有効。 


FALSE ：Code 128 Mesa コードは無効。 


pIMSEnabled TRUE ：Interleaved 2 of 5 Mesa コードは有効。 


FALSE ：Interleaved 2 of 5 Mesa コードは無効。 


p9MSEnabled TRUE ：Code 93 Mesaは有効。 


FALSE ：Code 93 Mesaは無効。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupMicroPDF 
 


機能 MicroPDF417のコードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupMicroPDF (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：MicroPDF417 コードが有効。 


FALSE ：MicroPDF417 コードが無効。 


pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す WORD 変数。この最小の長さより小さな


MicroPDF417 メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は１。 


pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す WORD 変数。この最大の長さより大きな


MicroPDF417 メッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は


2750。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupMSI 
 


機能 MSI コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupMSI (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16, 


ByRef pbXmitCheckChar As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：MSI コードが有効。 


FALSE ：MSI コードが無効。 


ｐMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さなMSI メッセ


ージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 4。 


ｐMaxLength 2Dスキャナが返す最大の長さを表すWORD変数。この最大の長さより大きなMSI メッセ


ージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 48。 


pbXmitCheckChar TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupOCR 
 


機能 光学文字読取（Optical Character Recognition）(OCR)デコーディングのオプション取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupOCR ( 


ByVal SetupType As Int32,   


ByRef nFont As Int32,  


ByVal pszTemplate( ) As Char,  


ByVal pszGroupG( ) As Char,  


ByVal pszGroupH( ) As Char, 


ByVal pszCheckChar( ) As Char, 


ByRef nDirection As Int32 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


ｎFont  デコーディングのための OCR フォントを選択します。次の値が使用可能です: 


OCR_DISABLED  


OCR_A 


OCR_B 


OCR_MONEY 


ｐszTemplate OCR デコードのため、1 つ以上のテンプレートパターンを指定します。次の文字が使用可


能です: 


A-Z   アルファベットの大文字１文字 


a – アルファベットと数字 


c – チェックサム計算を行う位置の指定 


d – 0から 9の数字 


e – 全ての文字（英数字および記号） 


g – グループ Gに指定されている文字 


h – グループ Hに指定されている文字 


l – アルファベット文字 


r – 列区切り位置 


t – 複数テンプレート指定時のテンプレートとテンプレートの区切り位置 


pszGroupG  テンプレートストリングの中で、小文字「g」に代用することのできる、文字列のリスト。文字の


リスト。 


pszGroupH テンプレートストリングの中で、小文字「h」に代用することのできる、文字列のリスト。文字の
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リスト。 


pszCheckChar メッセージをデコードするときに行う現在のチェックサム計算の方式を取得します。 


ｎDirection 文字がイメージに対してどの方向に向いているか OCR デコーダに伝達します。デコーダ


はあらゆる方向へのデコードをするので、このパラメータによりデコードのスピードを速くす


ることができます。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupPDF417 
 


機能 PDF417 コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupPDF417 (  


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：PDF417 コードが有効。 


FALSE ：PDF417 コードが無効。 


pMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さな PDF417 メ


ッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 1。 


ｐMaxLength 2Dスキャナが返す最大の長さを表すWORD変数。この最大の長さより大きな PDF417 メ


ッセージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 2750。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメー


タによるエラー発生 
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TDGetSetupPlanet 
 


機能 Planet コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupPlanet (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef bXmitCheckDigit As Boolean ) Int 32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Planet コードが有効。 


FALSE ：Planet コードが無効。 


bXmitCheckDigit  TRUE ：チェックデジットを出力します。 


FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupPostnet 
 


機能 Postnet コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupPostnet (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByVal pEnabled As Boolean 


ByRef bXmitCheckDigit As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：Postnet コードが有効。 


FALSE ：Postnet コードが無効。 


bXmitCheckDigit  TRUE ：チェックデジットを出力します。 


FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


   デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupQR 
 


機能 QRCode コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupQR (   


ByVal SetupType As Int32, 


ByRef pEnabled As Boolean,, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef MaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：QR Codeが有効。 


FALSE ：QR Codeが無効。 


ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す WORD 変数。この最小の長さより小さな QR メッセ


ージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 1。 


ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す WORD 変数。この最大の長さより大きな QR メッセ


ージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 3500。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupRSS 
 


機能 RSS コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function   TDGetSetupRSS (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pMinLength As Int16, 


ByRef pMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：RSS コードが有効。 


FALSE ：RSS コードが無効。 


ｐMinLength 2Dスキャナが返す最小の長さを表すWORD変数。この最小の長さより小さな RSS メッセ


ージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 1。 


pMaxLength 2Dスキャナが返す最大の長さを表すWORD変数。この最大の長さより大きな RSS メッセ


ージは 2D スキャナによってデコードされません。デフォルト値は 80。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupUPCA 
 


機能 UPC-A コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function   TDGetSetupUPCA (   


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef pbXmitCheckChar As Boolean, 


ByRef pbAddendaReq, As Boolean, 


ByRef pbAddendaSeparator As Boolean, 


ByRef pbAddenda2Digit As Boolean,  


ByRef pbAddenda5Digit As Boolean 


ByRef pbXmitNumSys As Boolean ) As Int32 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pEnabled TRUE ：UPC-A コードが有効。 


FALSE ：UPC-A コードが無効。 


pbXmitCheckDigit TRUE ：チェックデジットを出力します。 


FALSE ：チェックデジットは出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


ｐbAddendaReq TRUE ：2桁あるいは 5桁のアドオンをもつ UPCシンボルのみをデコードします。 


FALSE ：すべての有効な UPCシンボルをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 


ｐbAddendaSeparator TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


デフォルト値は FALSE。 


pbAddenda2Digit  TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


pbAddenda5Digit TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


pbXmitNumSys TRUE ：2D スキャナは UPC ラベルのシステム数字を出力します。 


FALSE ：2D スキャナは UPC ラベルのシステム数字を出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 
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戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupUPCE 
 


機能 UPC-E コードのオプションを取得します。 


 


書式 Function  TDGetSetupUPCE (  


ByVal SetupType As Int32,  


ByRef pE0Enabled As Boolean, 


ByRef pE1Enabled As Boolean, 


ByRef pbXmitCheckDigit As Boolean, 


ByRef pbAddendaReq As Boolean,   


ByRef pbExpandVersionE As Boolean,  


ByRef pbAddendaSeparator As Boolean,  


ByRef pbAddenda2Digit As Boolean,   


ByRef pbAddenda5Digit As Boolean,    


ByRef pbXmitNumSys As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ：現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ：デフォルトのセッティングを取得します。 


pE0Enabled TRUE ：UPC-E0 コードが有効。 


FALSE ：UPC-E0 コードが無効。 


pE1Enabled TRUE ：UPC-E1 コードが有効。 


FALSE ：UPC-E1 コードが無効。 


pbXmitCheckDigit TRUE ：チェックデジットを出力します。 


FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


ｐbAddendaReq TRUE ：2桁あるいは 5桁のアドオンをもつ UPCシンボルのみをデコードします。 


FALSE ：すべての有効な UPCシンボルをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 


pbExpandVersion TRUE ：UPC-E コードを 12桁 UPC-A フォーマットに拡張します。 


FALSE ： UPC-E コードを拡張しません。 


デフォルト値は FALSE。 


ｐbAddendaSeparator TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


デフォルト値は TRUE。 


pbAddenda2Digit  TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 
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FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


pbAddenda5Digit TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


ｐbXmitNumSys TRUE ：2D スキャナは UPC ラベルのシステム数字を出力します。 


FALSE ：システム数字を出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetupAztec 
 


機能 Aztec と Aztec Mesa コードのコードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupAztec (   


ByVal nMinLength As Int16,    


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Inte32 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


Aztec または Aztec Mesa Code メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値


と同じ)は 1。 


ｎMaxLength 2D スキャナが返すメッセージの最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長さより大きい


Aztec または Aztec Mesa Code メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値


と同じ)は 3750。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetupCodabar 
 


機能 Codabar コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupCodabar ( 


ByVal bSSXmit As Boolean,   


ByVal bCheckCharOn As Boolean, 


ByVal bXmitCheckChar As Boolean,  


ByVal nMinLength As Int16, 


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


bSSXmit  TRUE ：スタート・ストップコードを出力します。 


FALSE ：スタート・ストップコードを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


bCheckCharOn TRUE ：チェックキャラクタを持つ Codabar コードのみをデコードします。 


FALSE ：チェックキャラクタの有無に関わらず、コードをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 


bXmitCheckChar TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


注意 :bCheckCharOn が TRUE にセットされた場合にのみ、このパラメータは有効となります。


bCheckCharOnが FALSEにセットされた場合、このパラメータは無視されます。 


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


Codabar メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 2。 


ｎMaxLength 2D スキャナが返すメッセージの最大の長さ。 


2Dスキャナは、この最大の長さより大きいCodabarメッセージをデコードしません。最大許


容値(デフォルト値と同じ)は 60。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCodablock 
 


機能 Codablock コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupCodablock (   


ByVal nMinLength As Int16,    


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


Codablock メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 0。 


nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長さより大きい


Codablock メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は 2048。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCode11 
 


機能 Code 11 コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupCode11 (   


ByVal bTwoCheckDigits As Boolean,    


ByVal nMinLength As Int16,    


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


bTwoCheckDigits TRUE ：2チェックデジットがプリントされた Code 11 バーコードのみをデコードします。 


FALSE ：１チェックデッジットのみプリントされているものとして、Code11 バーコードをデ


コードします。 


デフォルト値は TRUE。 


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


Code 11 メッセージをデコードしません。デフォルト値は 4、最小許容値は 1。 


ｎMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


2D スキャナは、この最大の長さより大きい Code 11 メッセージをデコードしません。最大


許容値(デフォルト値と同じ)は 80。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCode128 
 


機能 Code 128 コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupCode128 (  


ByVal nMinLength As Int16,    


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


Code 128 メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 0。 


nMaxLength 2Dスキャナが返すメッセージ最大の長さ。2Dスキャナは、この最大の長さより大きいCode 


128 メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は 80。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCode39 
 


機能 Code 39 コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupCode39 (   


ByVal bSSXmit As Boolean,   


ByVal bCheckCharOn As Boolean, 


ByVal bXmitCheckChar As Boolean,   


ByVal bFullAscii As Boolean,  


ByVal bAppend As Boolean,  


ByVal nMinLength As Int16,    


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


パラメータ  


bSSXmit  TRUE ：スタート・ストップコードを出力します。 


FALSE ：スタート・ストップコードを出力しません。  


デフォルト値は FALSE。 


bCheckCharOn TRUE ：チェックキャラクタを持つ Code 39 コードのみをデコードします。 


FALSE ：チェックキャラクタの有無に関わらず、コードをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 


bXmitCheckChar TRUE ：2D スキャナはチェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：2D スキャナはチェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


注意 :bCheckCharOn が TRUE にセットされた場合にのみ、このパラメータは有効となります。


bCheckCharOnが FALSEにセットされた場合、このパラメータは無視されます。 


ｂFullAscii TRUE ：バーコードシンボル内にある、特定の文字の組を一つの文字と解釈し出力しま


す。 


FALSE ：上記の解釈は無効。 


デフォルト値は FALSE。 


bAppend  サポートされていないので、FALSEを指定してください。 


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


Code 39 メッセージをデコードしません。デフォルト値は 2、最小許容値は 0。 


nMaxLength 2Dスキャナが返すメッセージ最大の長さ。2Dスキャナは、この最大の長さより大きいCode 


39 メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は 48。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCode49 
 


機能 Code 49 コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupCode49 ( 


ByVal nMinLength As Int16, 


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


Code 49 メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 1。 


nMaxLength 2Dスキャナが返すメッセージ最大の長さ。2Dスキャナは、この最大の長さより大きいCode 


49 メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は 81。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 


インクルード #include <TDDecodeCE.h> 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCode93 
 


機能 Code 93 コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function   TDSetupCode93 ( 


ByVal nMinLength As Int16, 


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ 


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


Code 93 メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 0。 


nMaxLength 2Dスキャナが返すメッセージ最大の長さ。2Dスキャナは、この最大の長さより大きいCode 


93 メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は 80。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupComposite 
 


機能 EAN・UCC Composite コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupComposite (   


ByVal nMinLength As Int16,    


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


EAN・UCC Composite メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)


は 1。 


nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長さより大きい


EAN・UCC Composite メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)


は 300。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCompositeEx 
 


機能 他の Composite コードと同様に、EAN・UCC Composite コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupCompositeEx (   


ByVal nMinLength As Int16,    


ByVal nMaxLength As Int16, 


ByVal bCompositeOnUpcEan As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


EAN・UCC Composite メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)


は 1。 


nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長さより大きい


EAN・UCC Composite メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)


は 3750。 


ｂCompositeOnUpcEan 有効なフラグをデコードしているUPCとEAN Composite メッセージ。これはそ


の他の Composite コードとは別に有効になります。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupDataMatrix 
 


機能 Data Matrix コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupDataMatrix ( 


ByVal nMinLength As Int16, 


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


Data Matrix メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 1。 


nMaxLength 2Dスキャナが返すメッセージ最大の長さ。2Dスキャナは、この最大の長さより大きいData 


Matrix メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は 1500。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupEAN8 
 


機能 EAN-8 コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupEAN8 ( 


ByVal bXmitCheckChar As Boolean,  


ByVal bAddenda2Digit As Boolean, 


ByVal bAddenda5Digit As Boolean, 


ByVal bAddendaReq As Boolean, 


ByVal bAddendaSeparator As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


bXmitCheckChar TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda2Digit TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda5Digit TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


ｂAddendaReq TRUE ： 2桁あるいは 5桁のアドオンをもつ EANシンボルのみをデコードします。 


FALSE ：2D スキャナはすべての有効な EANシンボルをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddendaSeparator TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupEAN13 
 


機能 EAN-13 コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupEAN13 (   


ByVal bXmitCheckChar As Boolean,   


ByVal bAddenda2Digit As Boolean,  


ByVal bAddenda5Digit As Boolean,   


ByVal bAddendaReq As Boolean,  


ByVal bAddendaSeparator As Boolean ) As Int32  


 


 


パラメータ  


bXmitCheckChar TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda2Digit TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda5Digit TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddendaReq TRUE ：2桁あるいは 5桁のアドオンをもつ EANシンボルのみをデコードします。 


FALSE ：すべての有効な EANシンボルをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddendaSeparator TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


デフォルト値は TRUE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


 


 


6-3-80 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupIATA25 
 


機能 IATA 2 of 5 コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupIATA25 (   


ByVal nMinLength As Int16,    


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32  


 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


IATA 2 of 5 メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 4。 


nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長さより大きい


IATA 2 of 5 メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は 80。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupInt25 
 


機能 Interleaved 2 of 5 コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupInt25 ( 


ByVal CheckDigitOn As Boolean,   


ByVal bXmitCheckDigit As Boolean,  


ByVal nMinLength As Int16,   


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


bCheckDigitOn TRUE ：チェックデジットをもつ Interleaved 2 of 5 codes のみをデコードします。 


FALSE ：チェックデジットの有無に関わらず、コードをデコードします 


デフォルト値は FALSE。 


bXmitCheckDigit TRUE ：チェックデジットを出力します。 


FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


注意 :bCheckCharOn が TRUE にセットされた場合にのみ、このパラメータは有効となります。


bCheckCharOnが FALSEにセットされた場合、このパラメータは無視されます。 


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


Interleaved 2 of 5 メッセージをデコードしません。デフォルト値は 6、最小許容値は 4。 


nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長さより大きい


Interleaved 2 of 5 メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は


80。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupMaxicode 
 


機能 Maxicode コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupMaxicode (   


ByVal bCarrierMsgOnly As Boolean,    


ByVal nMinLength As Int16,  


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


bCarrierMsgOnly TRUE ：デコードされたメッセージのキャリアメッセージデータのみを出力します。 


FALSE ：全メッセージを出力します。 


デフォルト値は FALSE。 


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


Maxcode メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 1。 


nMaxLength 2D スキャナが返すMaxicode メッセージ最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長さより


大きい Maxicode メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は


150。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupMesa 
 


機能 Aztec Mesa Codeのコードのオプションをセットします。 


注意： 最小および最大のパラメータは TDSetupAztec 関数で使用しているものをセットします。 


TDSetupAztec関数を参照してください。 


 


書式 Function  TDSetupMesa (   


ByVal pUMSEnabled As Boolean,    


ByVal pEMSEnabled As Boolean,  


ByVal p3MSEnabled As Boolean,   


ByVal p1MSEnabled As Boolean,  


ByVal pIMSEnabled As Boolean,   


ByVal p9MSEnabled As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


pUMSEnabled TRUE ：UPCA Mesa コードは有効。 


FALSE ：UPCA Mesa コードは無効。 


pEMSEnabled TRUE ：EAN13 Mesa コードは有効。 


FALSE ：EAN13 Mesa コードは無効。 


p3MSEnabled  TRUE ：Code 39 Mesa コードは有効。 


FALSE ：Code 39 Mesa コードは無効。 


p1MSEnabled  TRUE ：Code 128 Mesa コードは有効。 


FALSE ：Code 128 Mesa コードは無効。 


pIMSEnabled  TRUE ：Interleaved 2 of 5 Mesa コードは有効。 


FALSE ：Interleaved 2 of 5 Mesa コードは無効。 


p9MSEnabled  TRUE ：Code 93 Mesa コードは有効。 


FALSE ：Code 93 Mesa コードは無効。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupMicroPDF 
 


機能 MicroPDF417 コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupMicroPDF (   


ByVal nMinLength As Int16,    


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


PDF417 メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 1。 


nMaxLength 2D スキャナが返すMicroPDF417 メッセージ最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長


さより大きい MicroPDF417 メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同


じ)は 2750。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_NOTCONNECTED 


RESULT_ERR_UNSUPPORTED 


RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


RESULT_ERR_NORESPONSE 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupMSI 
 


機能 MSI コードのオプションをセットします。 


書式 Function  TDSetupMSI (   


ByVal nMinLength As Int16, 


ByVal nMaxLength As Int16, 


ByVal bXmitCheckChar As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


MSI メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 4。 


nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長さより大きい MSI 


メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は 48。 


bXmitCheckChar TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupOCR 
 


機能 学文字読取(Optical Character Recognition) (OCR) デコーディングオプションをセットします。


OCR 文字認識はバーコード読み込みほど精度が高くありません。チェックキャラクタが使用されてな


い場合、誤読が生じるかもしれません。テンプレートの書式、チェックサム使用法についてのさらに詳


しい情報に関しては、DT-870 ソフトウェア機能機能解説書（§4）の読み取りパラメータ設定ツールを


参照してください。 


 


書式 Function TDSetupOCR (   


ByVal nFont As Int32,  


ByVal pszTemplate( ) As Char,  


ByVal pszGroupG( ) As Char,  


ByVal pszGroupH( ) As Char, 


ByVal pszCheckChar( ) As Char, 


ByVal nDirection As Int32 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nFont デコーディングのための OCR フォントを選択します。次の値が使用可能です: 


OCR_DISABLED  


OCR_A 


OCR_B 


OCR_MONEY 


 


ｐszTemplate OCR デコードのため、1 つ以上のテンプレートパターンを指定します。次の文字が使用有


効可能です: 


A-Zアルファベットの大文字１文字 


a – アルファベットと数字 


c –チェックサム計算を行う位置の指定 


d - 0 – 9の数字 


e – 全ての文字（英数字および記号） 


g – グループ Gに指定される文字 


h – グループ Hに指定される文字 


l  - アルファベット文字 


r – 列区切り位置 


t –複数テンプレート指定時のテンプレートとテンプレートの区切り位置 


pszGroupG テンプレートストリングの中で、小文字「g」に代用することのできる文字のリスト。 
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pszGroupH テンプレートストリングの中で、小文字「ｈ」に代用することのできる文字のリスト。 


pszCheckChar メッセージをデコードするときのチェックサム計算の方式を設定します。modulo 10 


checksums を使う場合、“0123456789”とセットし、modulo 36 checksums を使う場合、


“0123456789ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ”とセットします。 


nDirection 文字がイメージに対してどの方向に向いているか OCR デコーダに伝えます。デコーダはど


の方向にもデコードするので、このパラメータを指定することによりデコード時間を短縮させ


ることができます。数字"0, 6, 8, 9"のみを含む番号についてのデコードの信頼性を向上させ


ることにもなります。オペレーターが始めから終わりまでメッセージを読むの間、方向は固定


されます。次の値が使用されます: 


LeftToRight 


TopToBottom 


RightToLeft 


BottomToTop 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetupPDF417 
 


機能 PDF417 コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupPDF417 ( 


ByVal nMinLength As Int16, 


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


PDF417 メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 1。 


nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長さより大きい


PDF417 メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は 2750。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetupPlanet 
 


機能 Planet コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupPlanet ( ByVal bXmitCheckDigit As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


bXmitCheckDigit TRUE ：チェックデジットを出力します。 


FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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TDSetupPostnet 
 


機能 Postnet コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupPostnet ( ByVal bXmitCheckChar As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


bXmitCheckChar TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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TDSetupQR 
 


機能 QR Code コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupQR (   


ByVal nMinLength As Int16,    


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32  


 


 


パラメータ  


nMinLength 2Dスキャナが返すメッセージの最小の長さ。2Dスキャナは、この最小の長さより小さいQR 


Code メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 1。 


nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長さより大きい QR 


Code メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は 3500。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetupRSS 
 


機能 RSS Expanded コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupRSS (   


ByVal nMinLength As Int16,    


ByVal nMaxLength As Int16 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。2D スキャナは、この最小の長さより小さい


RSS メッセージをデコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ)は 1。 


nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。2D スキャナは、この最大の長さより大きい RSS 


メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ)は 80。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetupUPCA 
 


機能 UPC-A コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupUPCA (   


ByVal bXmitCheckDigit As Boolean,   


ByVal bXmitNumSys As Boolean,  


ByVal bAddenda2Digit As Boolean,   


ByVal bAddenda5Digit As Boolean,   


ByVal bAddendaReq As Boolean,   


ByVal bAddendaSeparator As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


bXmitCheckDigit TRUE ：チェックデジットを出力します。 


FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


bXmitNumSys TRUE ：UPC ラベルのシステム数字を出力します。 


FALSE ：UPC ラベルのシステム数字を出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda2Digit TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda5Digit TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddendaReq TRUE ：2桁あるいは 5桁のアドオンをもつ EANシンボルのみをデコードします。 


FALSE ：すべての有効な EANシンボルをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddendaSeparator TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


デフォルト値は FALSE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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TDSetupUPCE 
 


機能 UPC-E コードのオプションをセットします。 


 


書式 Function  TDSetupUPCE (   


ByVal bXmitCheckDigit As Boolean,   


ByVal bXmitNumSys As Boolean,  


ByVal bExpandVersionE As Boolean,   


ByVal bAddenda2Digit As Boolean,   


ByVal bAddenda5Digit As Boolean,   


ByVal bAddendaReq As Boolean,   


ByVal bAddendaSeparator As Boolean ) As Int32 


 


パラメータ  


bXmitCheckDigit TRUE ：チェックデジットを出力します。 


FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


bXmitNumSys TRUE ：UPC ラベルのシステム数字を出力します。 


FALSE ：UPC ラベルのシステム数字を出力しません。 


デフォルト値は FALSE。 


bExpandVersionE TRUE ：UPC-E コードを 12桁 UPC-A フォーマットに拡張します。 


FALSE ：UPC-E コードを拡張しません。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda2Digit TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddenda5Digit TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


FALSE ：アドオンを無視します。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddendaReq TRUE ：2桁または 5桁のアドオンをもつ EANシンボルのみをデコードします。 


FALSE ：すべての有効な EANシンボルをデコードします。 


デフォルト値は FALSE。 


bAddendaSeparator TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


デフォルト値は TRUE。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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TDGetImage 
 


機能 2D スキャナからイメージを取得し、pImageBufferにその画像データを格納します。 


 


書式 Function  TDGetImage (  


ByVal pImageBuffer( ) As Byte,   


ByRef pdwSize As Int32,  


ByVal nTop As Int16,  


ByVal nLeft As Int16,  


ByVal nRight As Int16,  


ByVal nBottom As Int16,  


ByVal nSkip As Int16,  


ByVal nBits As Int16,  


ByVal nFormat, As Int32 


ByVal nWhiteValue As Int32, 


ByVal nExposeAttempts As Int16, 


ByVal nGap As Int16,  


ByVal Invert As Boolean, 


ByVal fpProgress As IntPtr ) As Int32 


 


 


パラメータ  


pImageBuffer イメージを格納する場所へのメモリポインター。呼び出し者は TDGetImage を呼ぶ前にこ


のバッファを割り付けなければなりません。 


pdwSize  pImageBufferに格納されたイメージデータのバイト数を格納するバッファ。 


nTop, nLeft 転送されたイメージの最初のピクセルを示す、イメージ 2D スキャナのピクセルグリッドに関


する座標。上部左のピクセルは、nLeftおよび nTopの両方が値 0 となります。 


nRight, nBottom 転送されたイメージの最後のピクセルを示す、イメージ 2D スキャナのピクセルグリッドに関


する座標。 


nSkip    nSkipピクセルごとにイメージ転送を行います。 


ｎBits  転送されたイメージ用の色の濃度。有効な値は通常 8か 1のみですが、これは 2D スキャ


ナハードウェアに依存します。使用されるビットと無関係に、より低い値ほど暗くなります。例


えば、8 ビットが選ばれる場合、255 のピクセル値は純白を示します。また、0 のピクセル値


は純粋な黒を示します。中間の値は灰色のインクリメントのレベルとして解釈されることにな


ります。 
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nFormat: 下記 2つの値から選択して指定します。 


FF_RAW_BINARY pImageBufferに格納された黒データおよび白データは、1ピクセルにつき 1ビ


ット、左上のピクセルから始まり、左から右、上から下の向きに連続的に格納され


ます。 


FF_RAW_GRAY  pImageBufferに格納されたグレイスケールのデータは、1 ピクセルにつき 8 ビ


ット、左上のピクセルから始まり、左から右、上から下の向きに連続的に格納され


ます。 


nWhiteValue  自動露光制御を実行する時、目標となるホワイト値。 


ｎExposeAttempts  イメージに対する正確な露光レベルを取得するためにユニットが行う試行回数。 


nGap  イメージの白の値が、nWhiteValue にどれくらい接近したとき受理されるべきか


を指定します。0を指定すると、あらかじめ設定された値が使用されます。例えば、


nGap に 10、nWhiteValue にデフォルト値を指定したい場合、nGap に 10、


nWhiteに 0を指定します。 


Invert  イメージを 180°回転させます(上下逆さま)。スキャナが上下逆さまでマウントさ


れるプラットフォームのためにイメージを逆にします。 


fpProgress  NULLを指定します。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_NOTCONNECTED 


RESULT_ERR_UNSUPPORTED 


RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


RESULT_ERR_NORESPONSE 


RESULT_ERR_BADREGION イメージが無効な領域にあるためエラー発生 


RESULT_ERR_MEMORY  OSからメモリを割り当てられなくなりエラー発生 


RESULT_ERR_FILE 
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TDGetImageData 
 


機能 スキャナからデータを取得します。イメージデータは引数のバッファに格納されます。全てのイメージ


データを取得したかどうかは、この関数をコールしてバッファにデータがないことで確認できます（戻り


値は RESULT_SUCCESS となります）。 


 


 


書式 Function  TDGetImageData  (  


ByVal dwNumberToRead As Int32,     


ByVal pBuffer( ) As Byte,  


ByRef pNumBytesRead As Int32 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


dwNumberToRead イメージデータにより満たされる、ユーザが供給するバッファのサイズ。 


pBuffer   イメージデータを保持する、ユーザにより供給されるバッファ。 


pNumBytesRead   イメージデータ読み取りのバイト数。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDMakeImageFile 
 


機能 この関数は、TDGetImageおよび TDGetImageData関数で取得した画像データを、指定したファイ


ル形式に保存します。 


 


書式 Function  TDMakeImageFile ( 


  ByVal pFileName( ) As Char, 


  ByVal pBuffer( ) As Byte, 


  ByVal dwSize As Int32, 


  ByVal nWidth As Int16 


  ByVal nHeight As Int16 


  ByVal dwFormat As Int32 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


pFileName 保存先のファイルのフルパス名を示す文字列。 


例えば、pFileName[64] ={ TEXT(“¥¥My Documents¥¥Picture.bmp”) } と指定した


場合、「マイドキュメント」 フォルダ内に「Picture.bmp」 というファイル名で画像が保存さ


れます。 


pBuffer  TDGetImage または TDGetImageData により取得される画像データが格納されている


バッファ。 


dwSize  TDGetImage または TDGetImageDataにより取得される画像データのサイズ。 


nWidth  TDGetImage または TDGetImageDataにより取得される画像データの幅。 


nHeight  TDGetImage または TDGetImageDataにより取得される画像データの高さ。 


dwFormat: ファイルフォーマットを指定します。下記の値を指定してください。 


IMG_FORMAT_BMP        ： 8bitグレースケールビットマップ形式 


  IMG_FORMAT_JPEG_LOW ： 低画質の 24Bit JPEG形式 


  IMG_FORMAT_JPEG_MID  ： 中画質の 24Bit JPEG形式 


  IMG_FORMAT_JPEG_HI   ： 高画質の 24Bit JPEG形式 


 


次の値との論理和を指定すると、画像処理を行ってからファイル保存を行います。 


  IMG_FORMAT_PROG_STRETCH ： 画像のヒストグラム平滑化を行います。 
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戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


 RESULT_ERR_UNSUPPORTED 関数が未サポート 


 RESULT_ERR_DRIVER  ドライバ内でエラー発生 


 RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 RESULT_ERR_MEMORY  OSのメモリ不足 


 RESULT_ERR_FILE  ファイル操作に失敗 
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TDImageStreamInit 
 


機能 イメージストリームインターフェイス を初期化するために使用されます。呼び出し者はスキップ(サンプ


リング)値を指定できます。 


 


 


書式 Function  TDImageStreamInit ( 


ByVal nSkip As Int16, 


ByRef imgRect As RECT, 


ByVal bFlip As Boolean ) As Int32 


 


 


パラメータ  


nSkip サンプリング数値。1 skip はすべてのピクセル、2 skip は２ピクセルにつき 1ピクセルずつ、2 ライン


につき 1 ラインずつ、出力されます。nSkipに 1以上を指定した場合、nSkipでサンプリングしたイメ


ージを取得します。 


ImgRect  キャプチャするイメージ領域を指定します。 


ｂFlip  画像を裏返しに（左右反転）します。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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 TDImageStreamStart 
 


機能 2D スキャナに、イメージの取得を実行し続けさせます。この関数を呼ぶ前に TDImageStreamInit 


関数を呼ばなければなりません。 


 


書式 Function  TDImageStreamStart ( ) As Int32 


 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_INITIALIZE 
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TDImageStreamRead 
 


機能 取得 し た最新の イ メ ー ジ を 返 し ま す 。 こ の 関数 を呼ぶ前に 、 TDImageStreamInit() と


TDImageStreamStart()を呼び出す必要があります。返されたイメージは TDImageStreamInit()に渡され


た nSkip 値ごとにサンプリングされます。 


 


書式 Function  TDImageStreamRead (   


ByVal pImageBuffer( ) As Byte, 


ByRef pdwSize ) As Int32 


 


 


パラメータ  


pImageBuffer イメージデータが格納されるバッファ。 


pdwSize  イメージバッファにあるバイト数が返ってくる DWORD変数。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_NOIMAGE  有効なイメージデータが返せない 
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 TDImageStreamStop 
 


機能 イメージ 2D スキャナに、TDImageStreamInit()および、TDImageStreamStart ()によって始めら


れた、連続的なイメージ取得をやめさせます。この関数が呼ばれない場合、スキャナはイメージの取


得を実行し続けるため(照明が点灯し続ける)、重大なバッテリーの消費となります。 


 


書式 Function  TDImageStreamStop ( ) As Int32 


 


 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


 


 


6-3-104 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDStartIntellImageXfer 
 


機能 IQ Image transfer をスタートさせ、サインキャプチャを行います。 


 


IQ イメージとは、サポートされたバーコードの中心を原点とした、相対座標にあるイメージです。サポートされて


いるバーコードは次のとおりです:PDF417、Code 128、Code 39 および Aztec。 


ユーザは、取得するイメージの幅、高さおよび中心を指定します。このイメージは、スキャナに対するするバーコ


ードの任意の回転に影響しません。したがって、バーコードがスキャナに逆さまにデコードされるなら、IQ イメー


ジ は 逆 さ ま に な り ま す 。 注 意 と し て は 、 指 定 さ れ た イ メ ー ジ が 視 界 か ら 外 れ る 場 合 、


RESULT_ERR_BADREGION の戻り値が返されます。その場合、ユーザは目標を調節し、再び実行するよう


にしてください。 


 


この関数は、その位置合わせにバーコードの寸法を使用します。したがって、イメージのサイズおよび位置を示


すすべてのパラメータは、Intelligent Bar Code Units と呼ばれるユニットの中にあります。Intelligent Bar 


Code Unit は、バーコードの狭バー幅に基づきます。 


 


一度転送がスタートしたならば、TDGetImageData 使用してイメージを取得してください。取得するイメージの


大きさは次の定式を使用して計算することができます: 


 


 Resulting Width = Specified Width * Specified Resolution 


 Resulting Height = Specified Height * Specified Resolution 


  


次の図において、指標となるイメージの中心は位置(20、-18)にあり、幅 28、高さ 8 です。値のすべては


Intelligent Bar Code Unitsに存在します。これらの値を Interigent Bar Code Unitsの寸法に変換するた


めには、上記のとおり各 Intelligent Bar Code Unitが狭バー幅に基づいて行います。したがって、次の定式


を使用してください: 


 


Val in Intelligent Bar code Units = (Measurement in Inches)  /  ( Size of an Intelligent Bar code 


Unit) 


or 


Val in Intelligent Bar code Units = (Measurement in Inches)  /  (narrow element width) 
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書式 Result_t TDStartIntellImgXfer  (  


const IntellImgDesc_t * pImageDesc  


) 


 


パラメータ  


pImageDesc 取得されるイメージを示すデータ構造体。 


 


typedef struct 


{ 


 int AspectRatio; 


 int OffsetX; 


 int OfsetY; 


 unsigned int width; 


 unsigned int height; 


 int resolution; 


 FileFormat_t format; 


 int reserved; 


} IntellImgDesc _t;  


 


Aspect Ratio バーコードの高さ(１次元バーコード)か、列の高さ(2次元シンボル)と狭バー幅の比率。 


OffsetX:   バーコードの中心を原点としたときの、イメージの中心の X座標。 


OffsetY:  バーコードの中心を原点としたときの、イメージの中心の Y座標。 


width:  イメージの幅。 


height:  イメージの高さ。 


resolution:   Intelligent Bar Code Unitごとに使用するピクセルの数。より高い解像度はよりよい質イ
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メージを生成するが、より大きなものになります。要求される正確な解像度は、スキャナとイ


メージの距離と、どの程度のイメージ品質を希望するかに依存します。 


format:  イメージのフォーマット。以下のフォーマットがサポートされています。 


FF_RAW_BINARY 2 gray levels に変換された元データ。 


FF_RAW_GRAY  256 gray levels に変換された元データ。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


RESULT_ERR_BADREGION イメージが無効な領域にあるためエラー発生 


RESULT_ERR_BADSMARTIMAGE 


RESULT_ERR_SMARTIMAGETOOLARGE 
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TDGetImagerInfo 
 


機能 搭載しているスキャナ性能に関する情報を返します。 


 


書式 Function  TDGetImagerInfo (  


ByRef pnCols As Int16,  


ByRef pnRows As Int16,  


ByRef pnBits As Int16 ) As Int32 


 


パラメータ 


pnCols  スキャナの中の行 (column) ピクセルの数を格納するバッファ。 


pnRows  スキャナの中の列 (row) ピクセルの数を格納するバッファ。 


pnBits  スキャナにサポートされたピクセル毎のビット数を格納するバッファ。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupImager 
 


機能 現在の、またはデフォルトのスキャナのセットアップ値を得ます。 


 


書式 Function  TDGetSetupImager  (  


ByVal SetupType As Int32,   


ByVal pImagerSet As IntPtr ) As Int32 


 


パラメータ  


SetupType SETUP_TYPE_CURRENT ： 現在のセッティングを取得します。 


SETUP_TYPE_DEFAULT ： デフォルトのセッティングを取得します。 


pImagerSet スキャナをセットアップするデータ構造体。詳細に関しては、TDAcquireImage を参照し


てください。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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TDAcquireImage 
 


機能 スキャナにセットアップ値を指定してイメージを取得するよう命令します。ただし、この関数ではそのイ


メージを受け取りません。 


 


書式 Function TDAcquireImage ( 


ByVal pImagerSet As IntPtr ) As Int32 


 


 


パラメータ 


pImagerSet スキャナをセットアップするデータ構造体。 


 


typedef struct 


{ 


 int NumUpdates; 


 int Exposure; 


 int Gain; 


 int TargetWhite; 


 int TargetWhiteWindow; 


 int Reserved; 


} ImagerSetup_t;  


 


NumUpdate スキャナは、そのゲインと露光のセッティングを調節するのに、イメージ中のホワイト値を調


べようとするため、複数のイメージを取り込みます。この値は、その取り込み回数を指定しま


す。 


Exposure スキャナの露光の最大値を指定します。より大きな露光、より多くの光によりイメージは明る


くなります。しかし、この値は動的な感度を増加させることにもなります。 


Gain   スキャナのゲインの最大値を指定します。ゲインを高くすることで、より明るいイメージを生


成しますが、同時にノイズが発生しやすくなります。これは動的感度に影響しません。 


TargetWhite   目標とするホワイト値。スキャナはイメージ中のホワイト値がこの値に近づくように調整しま


す。 


TargetWhiteWindow   目標のとするホワイト値の有効範囲。スキャナはイメージ中のホワイト値が


TargetWhite +/- TargetWhiteWindow 以内になるようにゲインと露光を調


節します。 


Reserved  -1にセットして下さい。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 
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RESULT_ERR_NOTCONNECTED 


RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


RESULT_ERR_NORESPONSE  
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6-3-112 


TDGetLastImageSize 
 


機能 以下のイメージング関数に返された、最新のイメージの列数、行数、サイズをバイトで返します：


TDAcquireImage、TDGetImage/TDGetImageDataあるいは TDImageStreamRead。 


 


書式 Function  TDGetLastImageSize (  


ByRef pwCols As Int16,  


ByRef pwRows As Int16,  


ByRef pdwSize As Int32 ) As Int32 


 


 


パラメータ  


pnCols  スキャナの中の行 (column) ピクセルの数を格納するバッファ。 


pnRows  スキャナの中の列 (row) ピクセルの数を格納するバッファ。 


pnBits  スキャナにサポートされたピクセル毎のビット数を格納するバッファ。 


 


戻り値 RESULT_SUCCESS   正常終了 


RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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5-3 ２D スキャナライブラリ関数リファレンス 


5-3-1 プログラム構成 


■TDDecodceCs.dll C# .NET用 2D スキャナクラスライブラリ 


■TDDecodce.dll   2D スキャナライブラリ本体 


 


5-3-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「TDDecodceCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using TDDecodceCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「TDDecodceCs」です。 


メソッド（関数）は TDDecodceCs.関数名 と記述して下さい。 


定数は TDDecodceCs.定数 と記述して下さい。 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1-2）を参照してください 
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5-3-3 関数一覧 


NO. 関数名 機能 


Core Functions 


01 TDConnect 2D スキャナを使用可能にします 


02 TDDisconnect 2D スキャナを使用不可にします 


03 TDAimerOn 2D スキャナのエイミング LED 制御をします 


04 TDLightsOn 2D スキャナのイルミネーション LED 制御をします 


05 TDGetLEDIntensity 2D スキャナの LED 強度設定を取得します。 


06 TDSetLEDIntensity 2D スキャナの LED 強度設定をセットします。 


07 TDGetAPIRevision ライブラリのバージョン情報を取得します 


08 TDGetErrorMessage エラー番号に対応したメッセージを取得します 


Decoder Functions 


09 TDGetDecodeCenteringWindow センタリングモードの設定を取得します 


10 TDSetDecodeCenteringWindow センタリングモードの設定を指定します 


11 TDGetPrintWeight 
デコーダがあらかじめ算出する現在のまたはデフォルトのコン


トラスト比を取得します 


12 TDSetPrintWeight 
デコーダがあらかじめ算出するコントラスト比と相対的濃度を


調整します 


13 TDGetMaxMessageChars メッセージサイズの最大値を取得します 


14 TDGetDecodeMode TDWaitForDecode 関数の現在の読み取り方式を取得します 


15 TDSetDecodeMode TDWaitForDecode 関数の読み取り方式をセットします 


16 TDGetIndicator 
TDWaitForDecode 関数の現在の読み取り通知設定を取得し


ます 


17 TDSetIndicator TDWaitForDecode 関数の読み取り通知設定をセットします 


18 TDWaitForDecode 
シンボルがデコードされるまで、またはタイムアウトするまで、


2D スキャナでスキャンします 


Symbologies Functions 


19 TDGetSetupAll コードのデコーディングオプションをすべて取得します 


20 TDEnableSymbology 特定のバーコードのデコードを有効にします 


21 TDEnableSymbologyAll すべてのコードのデコードを有効にします 


22 TDDisableSymbology 特定のバーコードのデコードを無効にします 


23 TDDisableSymbologyAll すべてのコードのデコードを無効にします 


24 TDDefaultSymbology 一部または全部のコードオプションをデフォルトにします 


Symbol Set Functions 


25 TDGetSetupCode39 Code 39 コードのデコーディングオプションを取得します 


26 TDGetSetupCodabar Codabar コードのデコーディングオプションを取得します 


27 TDGetSetupEAN8 EAN 8 コードのデコーディングオプションを取得します 


28 TDGetSetupEAN13 EAN 13 コードのデコーディングオプションを取得します 


29 TDGetSetupUPCA 
UPC version A コードのデコーディングオプションを取得しま


す 


30 TDGetSetupUPCE 
UPC version E0 & E1 コードのデコーディングオプションを取得


します 


31 TDGetSetupInt25 
Interleaved 2 of 5コードのデコーディングオプションを取得しま


す 


32 TDGetSetupCode93 Code 93 コードのデコーディングオプションを取得します 


33 TDGetSetupCode128 Code 128 コードのデコーディングオプションを取得します 


34 TDGetSetupMSI MSI コードのデコーディングオプションを取得します 


35 TDGetSetupIATA25 IATA 2 of 5 コードのデコーディングオプションを取得します 


36 TDGetSetupCode11 Code 11 コードのデコーディングオプションを取得します 


37 TDGetSetupISBT ISBT コードのデコーディングオプションを取得します 
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NO. 関数名 機能 


38 TDGetSetupRSS RSS コードのデコーディングオプションを取得します 


39 TDGetSetupCode49 Code 49 コードのデコーディングオプションを取得します 


40 TDGetSetupPDF417 PDF417 コードのデコーディングオプションを取得します 


41 TDGetSetupMicroPDF MicroPDF417 コードのデコーディングオプションを取得します


42 TDGetSetupCodablock Codablock コードのデコーディングオプションを取得します 


43 TDGetSetupComposite 
EAN・UCC Composite コードのデコーディングオプションを取


得します 


44 TDGetSetupCompositeEx 


その他の Composite コードのデコーディングオプションと同様


に EAN・UCC Composite コードのデコーディングオプションを


取得します 


45 TDGetSetupMaxicode Maxicode コードのデコーディングオプションを取得します 


46 TDGetSetupDataMatrix Data Matrix コードのデコーディングオプションを取得します 


47 TDGetSetupQR QR Code コードのデコーディングオプションを取得します 


48 TDGetSetupAztec 
Aztec と Aztec Mesa Code コードのデコーディングオプショ


ンを取得します 


49 TDGetSetupMesa Aztec Mesa コードのデコーディングオプションを取得します 


50 TDGetSetupPostnet Postnet コードのデコーディングオプションを取得します 


51 TDGetSetupPlanet Planet Code コードのデコーディングオプションを取得します 


52 TDGetSetupAusPost 
オーストラリア郵便番号コードのデコーディングオプションを取


得します 


53 TDGetSetupBPO 英国郵便番号コードのデコーディングオプションを取得します 


54 TDGetSetupCanPost 
カナダ郵便番号コードのデコーディングオプションを取得しま


す 


55 TDGetSetupDutchPost 
オランダ郵便番号コードのデコーディングオプションを取得し


ます 


56 TDGetSetupJapost 日本郵便番号コードのデコーディングオプションを取得します 


57 TDGetSetupOCR OCR コードのデコーディングオプションを取得します 


58 TDSetupCode39 Code 39 コードのデコーディングオプションをセットします 


59 TDSetupCodabar Codabar コードのデコーディングオプションをセットします 


60 TDSetupEAN8 EAN 8 コードのデコーディングオプションをセットします 


61 TDSetupEAN13 EAN 13 コードのデコーディングオプションをセットします 


62 TDSetupUPCA 
UPC version A コードのデコーディングオプションをセットしま


す 


63 TDSetupUPCE 
UPC version E0 & E1 コードのデコーディングオプションをセッ


トします 


64 TDSetupInt25 
Interleaved 2 of 5 コードのデコーディングオプションをセットし


ます 


65 TDSetupCode93 Code 93 コードのデコーディングオプションをセットします 


66 TDSetupCode128 Code 128 コードのデコーディングオプションをセットします 


67 TDSetupMSI MSI コードのデコーディングオプションをセットします 


68 TDSetupIATA25 IATA 2 of 5 コードのデコーディングオプションをセットします 


69 TDSetupCode11 Code 11 コードのデコーディングオプションをセットします 


70 TDSetupRSS RSS コードのデコーディングオプションをセットします 


71 TDSetupCode49 Code 49 コードのデコーディングオプションをセットします 


72 TDSetupPDF417 PDF417 コードのデコーディングオプションをセットします 


73 TDSetupMicroPDF MicroPDF417 コードのデコーディングオプションをセットします


74 TDSetupCodablock Codablock コードのデコーディングオプションをセットします 


75 TDSetupComposite 
EAN・UCC Composite コードのデコーディングオプションをセ


ットします 


76 TDSetupCompositeEx 
その他の Composite コードのデコーディングと同様に、EAN・


UCC Composite コードのデコーディングオプションをセットしま
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NO. 関数名 機能 


す 


77 TDSetupMaxicode Maxicode コードのデコーディングオプションをセットします 


78 TDSetupDataMatrix Data Matrix コードのデコーディングオプションをセットします 


79 TDSetupQR QR Code コードのデコーディングオプションをセットします 


80 TDSetupAztec Aztec Code コードのデコーディングオプションをセットします 


81 TDSetupMesa Aztec Mesa コードのデコーディングオプションをセットします 


82 TDSetupPostnet Postnet コードのデコーディングオプションをセットします 


83 TDSetupPlanet Planet Code コードのデコーディングオプションをセットします 


84 TDSetupOCR OCR コードのデコーディングオプションをセットします 


Imaging Function 


85 TDGetImage 2D スキャナからイメージを取得します 


86 TDGetImageData スキャナからイメージデータを取得します 


87 TDMakeImageFile イメージデータをファイルにして保存します 


88 TDImageStreamInit イメージストリーミングインターフェイスを初期化します 


89 TDImageStreamStart スキャナにイメージストリーミングを実行させます 


90 TDImageStreamRead 現在のイメージストリーミングデータを取得します 


91 TDImageStreamStop スキャナにイメージストリーミングを停止させます 


92 TDStartIntellImageXfer IQ image transfer を開始します 


93 TDGetImagerInfo 2D スキャナのピクセルサイズおよびビット長を取得します 


94 TDGetSetupImager スキャナのセットアップ値を得ます 


95 TDAcquireImage イメージ情報を取得します（データは受け取りません） 


96 TDGetLastImageSize 


TDAcquireImage、TDGetImage あるいは TDReadImageStream


によって返された最新のイメージの列、行およびサイズを取得


します 


 
 


5-3-4.関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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TDConnect 
 


機能 2D スキャナを使用可能にします。この関数を実行しないと、他の関数の実行は有効になりません。 


また、この関数は TDClose関数を実行するまで有効です。 


 


書式 int TDConnect ( ) 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 
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TDDisconnect 
 


機能 2D スキャナを使用不可にします。デバイスドライバによって使用されるどんな資源も解放されます。 


 


書式 int TDDisconnect ( ) 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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TDAimerOn 
 


機能 2D スキャナのエイミング LEDを点灯・消灯します。 


 


書式 int TDAimerOn ( bool bEnable ) 


 


パラメータ 


bool  bEnable 


   TRUE ：エイミング LEDを ON 


   FALSE ：エイミング LEDを OFF 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_NORESPONSE 
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TDLightsOn 
 


機能 2D スキャナのイルミネーション LEDを点灯・消灯します。 


 


書式 int TDLightsOn ( bool bEnable ) 


 


パラメータ 


bool  bEnable 


   TRUE ：イルミネーション LEDを ON 


   FALSE ：イルミネーション LEDを OFF 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_NORESPONSE 
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TDGetLEDIntensity 
 


機能 2D スキャナのエイミング LED とイルミネーション LEDの強度設定を取得します。 


 


書式 int TDGetLEDIntensity ( ref ushort  wAimLED, ref ushort  wIllumLED ) 


 


パラメータ 


ref ushort wAimLED エイミング LEDの強度。 


    0～100(%)で指定。 


ref ushort wIllumLED イルミネーション LEDの強度。 


    0～100(%)で指定。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER パラメータエラー 
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TDSetLEDIntensity 
 


機能 2D スキャナのエイミング LED とイルミネーション LEDの強度設定をセットします。 


 


書式 int TDSetLEDIntensity ( ushort  wAimLED, ushort  wIllumLED ) 


 


パラメータ 


ushort  wAimLED エイミング LEDの強度。0～100(% )で指定。 


ushort  wIllumLED イルミネーション LEDの強度。0～100(% )で指定。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER パラメータエラー 
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TDGetAPIRevision 
 


機能 ライブラリの現在の改訂情報を示す ASCII文字列を返します。 


 


書式 int TDGetAPIRevision ( ref byte[]  ptcRev ) 


 


パラメータ 


ref byte[]  ptcRev  ライブラリの改訂情報が書き込まれます。 


   ENGINE_API_RESPONSE_LENバイト必要です。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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TDGetErrorMessage 
 


機能 nErrorパラメータに対応するエラー内容を示す文字列を返します。 


 


書式 int TDGetErrorMessage ( ref char[]  ptcErrorMsg, int  nError ) 


 


パラメータ  


ref char[] ptcErrorMsg nErrorパラメータによって識別されるエラーの内容を 


    格納するバッファ。 


   ENGINE_API_RESPONSE_LENバイト必要です。 


int  nError  他の API関数からの戻り値。 ( enum Result_t ) 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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 TDGetDecodeCenteringWindow 
 


機能 デコードセンタリングモードの設定情報を取得します。このモードが有効になっている場合、イメージ


の中心より指定した長方形の範囲にあるシンボルのみをデコードします。 


注意 この関数により、2D スキャナは近接するシンボルを区別することができます。そのため、１回のキャプ


チャの間にひとつのシンボルをデコードします。 


 


書式 int TDGetDecodeCenteringWindow ( int   SetupType, ref bool  pbEnabled, 


     ref RECT  pIntersectRect ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します 


 


ref bool  ｐbEnabled 


   TRUE ：センタリングモードが有効 


   FALSE ：センタリングモードが無効 


ref RECT pIntersectRect 有効なデコードデータと認識されるために、シンボルがオーバー 


    ラップしなければならない長方形のイメージ領域 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetDecodeCenteringWindow 
 


機能 デコードセンタリングモードの設定をセットします。 


このモードを有効にした場合、イメージの中心より指定した長方形の範囲にあるシンボルのみをデコードします。 


 


書式 int TDSetDecodeCenteringWindow ( bool  bEnable, ref RECT  pIntersectRect ) 


 


パラメータ  


bool  bEnable 


   TRUE： センターリングを ON。 


   FALSE： センターリングを OFF。 


ref RECT pIntersectRect 有効なデコードデータと認識されるためにシンボルがオーバー 


    ラップしなければならない長方形のイメージ領域。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 


注意 この関数により、2D スキャナは近接するシンボルを区別することができます。そのため、１回のキャプ


チャの間にひとつのシンボルをデコードします。 
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TDGetPrintWeight 
 


機能 バーコードあるいは OCRテキストのデコーダがあらかじめ算出した、現在のまたはデフォルトの


"Print Weight" (コントラスト比 ) を返します。 


 


書式 int TDGetPrintWeight ( int  SetupType, ref ushort  pnPrintWeight ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します 


 


ref ushort pnPrintWeight イメージからのシンボルあるいは OCRテキストをデコードしようとする 


    とき、デコーダがあらかじめ算出した print weight(コントラスト比 )。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetPrintWeight 
 


機能 バーコードあるいは OCRデコードをする際に使用する"Print Weight"(コントラスト比 )を指定しま


す。 


 


書式 int TDSetPrintWeight ( ushort  nPrintWeight ) 


 


パラメータ  


ushort  nPrintWeight イメージからのデコードシンボルまたは、OCRテキストのデコードを 


    しようとするとき、デコーダがあらかじめ算出する print weight(コント 


    ラスト比 )をセットします。この値を変更することにより、自動車部品 


    あるいはいくつかのポップ缶上のエッチングされた金属のように、 


    反射による標準的でない黒で表現されたシンボルのデコーディング 


    性能を向上させます。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetMaxMessageChars 
 


機能 デコード可能な最大文字列のサイズを返します。 


 


書式 int TDGetMaxMessageChars ( ref ushort  pnChars ) 


 


パラメータ  


ref ushort pnChars  デコードした最大文字列を受け取るのに必要な文字数(バイトでは 


    ない )。WindowsCEでは、文字サイズは 2バイト(unicode )です。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetDecodeMode 
 


機能 TDWaitForDecode関数の現在の読み取り方式を取得します。 


 


書式 int TDGetDecodeMode ( ref ushort  wMode, ref ushort  num, 


    ref char[] tcSeparator ) 


 


パラメータ  


ref ushort wMode 以下の読み取り方式から選択します。 


   DECODEMODE_NORMAL  ： 通常読み 


   DECODEMODE_MULTISTEP ： 多段読み 


   DECODEMODE_PACKAGE ： 一括読み 


 


ref ushort num 段数 （DECODEMODE_NORMAL指定時は無視します ) 


   最小段数は 1、最大段数は 10 となります。 


ref char[] tcSeparator 区切り記号。 


    一括読みモードの時のみ有効となります。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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TDSetDecodeMode 
 


機能 TDWaitForDecode関数の読み取り方式を設定します。 


 


書式 int TDSetDecodeMode ( ushort  wMode, ushort  num, char  tcSeparator ) 


 


パラメータ  


ushort wMode  以下の読み取り方式から選択します。 


   DECODEMODE_NORMAL  ： 通常読み 


   DECODEMODE_MULTISTEP ： 多段読み 


   DECODEMODE_PACKAGE ： 一括読み 


 


ushort num  段数 （DECODEMODE_NORMAL指定時は無視します ) 


   最小段数は 1、最大段数は 10 となります。 


char tcSeparator 区切り記号。 


   一括読みモードの時のみ有効となります。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetIndicator 
 


機能 TDWaitForDecode関数が、シンボルの読み取りに成功したとき、LED とブザーにより通知を行うか


どうかの設定を取得します。 


 


書式 int TDGetIndicator ( ref ushort  wLED, ref ushort  wBuzzer ) 


 


パラメータ  


ref ushort wLED  LED点灯 ON／OFF設定値を取得します。 


   TD_LED_ON  ：読み取り成功時、緑の LEDを点灯します。（デフォルト値 ) 


   TD_LED_OFF ：読み取り成功時、LEDを点灯しません。 


 


ref ushort wBuzzer  ブザーの ON／OFF設定値を取得します。 


   TD_BUZZER_ON  ：読み取り成功時、ブザーを鳴らします。（デフォルト値 ） 


   TD_BUZZER_OFF ：読み取り成功時、ブザーを鳴らしません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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TDSetIndicator 
 


機能 TDWaitForDecode関数が、シンボルの読み取りに成功したとき、LED とブザーにより通知を行うか


どうかの設定を行います。 


 


書式 int TDSetIndicator ( ushort  wLED, ushort  wBuzzer ) 


 


パラメータ  


ushort  wLED  LED点灯 ON／OFFを設定します。 


   TD_LED_ON  ：読み取り成功時、緑の LEDを点灯します。（デフォルト値 ) 


   TD_LED_OFF ：読み取り成功時、LEDを点灯しません。 


 


ushort  wBuzzer  ブザーの ON／OFFを設定します。 


   TD_BUZZER_ON  ：読み取り成功時、ブザーを鳴らします。（デフォルト値 ） 


   TD_BUZZER_OFF ：読み取り成功時、ブザーを鳴らしません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー 
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TDWaitForDecode 
 


機能 この関数を実行すると 2D スキャナは、シンボルのスキャニングを始めます。 


 


書式 int TDWaitForDecode ( uint  dwTimeout, ref string  pchMessage,  


   ref string  pchCodeID, ref string  pchAIMID, 


   ref string  pchSymModifier, ref ushort pnLength, 


   IntPtr fpCallBack ) 


 


パラメータ  


uint  dwTimeout 2D スキャナがデコードするまでにスキャンする、 


    ミリセカンド単位での時間。 


ref string pchMessage デコードされたメッセージを格納するバッファ。 


ref string ｐchCodeID デコードされたコードの Hand Held Products' Code ID を 


    格納するバッファ。 


ref string ｐchAIMID デコードされたコードの AIM IDを格納するバッファ。 


ref string pchSymModifier デコードされたコードの修飾詞を格納するバッファ。 


ref string pnLength デコードされたバーコードデータの長さを格納するバッファ。 


IntPtr  fpCallBack 引数なしの bool型ユーザ関数のポインタを渡します。 


    （NULL 固定） 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_ENGINEBUSY 2D スキャナがビジー状態のためエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_NOTRIGGER     ユーザが呼び出したコールバック関数により終了 


 Result_t.RESULT_ERR_NODECODE デコードせずに終了 


 Result_t.RESULT_ERR_NOIMAGE  有効なイメージデータが返せない 


 


備考 機能の詳細は、「ＰＸ－７９８ カシオライブラリマニュアル」を参照してください。 
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TDGetSetupAll 
 


機能 すべてのコードオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupAll ( int  SetupType, ref bool[] pEnabled ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool[]  pEnabled 各コードの enable/disable ステータスが格納される 


    MAX_SYMBOLOGIESサイズの配列。 


   この配列は関数を実行する前に宣言、初期化しなければなりません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDEnableSymbology 
 


機能 指定されたコードのデコードを有効にします。 


 


書式 int TDEnableSymbology( ref bool[]  pSymbology ) 


 


パラメータ 


ref bool[]  pSymbology 有効にしたいコードを指定します。 


   例えば、値を 1(例,pSymbology[SYM_AZTEC]=1 )にセットした場合、 


   Aztec コードは有効となります。 


   サイズはMAX_SYMBOLOGIES必要です。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDEnableSymbologyAll 
 


機能 すべてのコードのデコードを有効にします。 


 


書式 int TDEnableSymbologyAll ( ) 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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TDDisableSymbology 
 


機能 指定されたコードのデコードを無効にします。 


 


書式 int TDDisableSymbology( ref bool[]  pSymbology ) 


 


パラメータ 


ref bool[]  pSymbology 無効にしたいコードを指定します。 


   例えば、値を 1(例,pSymbology[SYM_AZTEC]=1 )にセットした場合、 


   Aztec コードは無効となります。 


   サイズはMAX_SYMBOLOGIES必要です。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDDisableSymbologyAll 
 


機能 すべてのコードのデコードを無効にします。 


 


書式 int TDDisableSymbologyAll ( ) 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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TDDefaultSymbology 
 


機能 指定されたコードを工場出荷時の設定にします。工場出荷時のデフォルトセッティングを知るには、


各コード別のセットアップ関数を参照してください。 


 


書式 int TDDefaultSymbology( ref bool[]  pSymbology ) 


 


パラメータ  


ref bool[]  pSymbology デフォルト設定にしたいコードを指定します。 


   例えば、(pSymbology[SYM_AZTEC]=1にセットした場合、 


   Aztec コードがデフォルト設定になります。 ) 


   サイズはMAX_SYMBOLOGIES必要です。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupAusPost 
 


機能 オーストラリアの郵便番号コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupAusPost ( int  SetupType, ref bool  pEnabled ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：オーストラリアの郵便番号コードが有効 


   FALSE ：オーストラリアの郵便番号コードが無効 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupAztec 
 


機能 Aztec と Aztec Mesa Code コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupAztec ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Aztec と Aztec Mesa Codeが有効。 


   FALSE ：Aztec と Aztec Mesa Codeが無効。 


ref ushort ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを示す ushort変数。 


   この最小の長さより短い Aztec、Aztec Mesa Code は 2D スキャナによって 


   デコードされません。デフォルト値は 1。 


ref ushort ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを示す ushort変数。 


   この最大の長さより長い Aztec、Aztec Mesa Codeが 2D スキャナによって 


   デコードされません。デフォルト値は 3750。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupBPO 
 


機能 英国の郵便番号コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupBPO ( int  SetupType, ref bool  pEnabled ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：英国の郵便番号コードが有効。 


   FALSE ：英国の郵便番号コードが無効。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 


5-3-31 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDGetSetupCanPost 
 


機能 カナダの郵便番号コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupCanPost ( int   SetupType, ref bool  pEnabled ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：カナダの郵便番号コードが有効。 


   FALSE ：カナダの郵便番号コードが無効。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCodabar 
 


機能 Codabar コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupCodabar ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength, 


    ref bool  pbSSXmit, ref bool  pbCheckCharOn, 


    ref bool  pbXmitCheckChar ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Codabar コードが有効。 


   FALSE ：Codabar コードが無効。 


ref ushort ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 2。 


   この最小の長さより小さな Codabar メッセージは 2D スキャナによってデコード 


   されません。 


ref ushort ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 60。 


   この最大の長さより大きな Codabar メッセージは 2D スキャナによってデコード 


   されません。 


ref bool  pbSSXmit 


   TRUE ：スタート・ストップコードを出力します。 


   FALSE ：スタート・ストップコードを出力しません。（デフォルト値 ） 


ref bool  pbCheckCharOn 


   TRUE ：チェックキャラクタを持つ Codabar コードのみをデコードます。 


   FALSE ：チェックキャラクタを持つ、あるいは持たないコードを 


    デコードします。（デフォルト値 ） 
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ref bool  pbXmitCheckChar 


   TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


   FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。（デフォルト値 ) 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCodablock 
 


機能 Codablock コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupCodablock( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Codablock コードが有効。 


   FALSE ：Codablock コードが無効。 


ref ushort pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 0。 


   この最小の長さより小さな Codablock メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 2048。 


   この最大の長さより大きな Codablock メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCode11 
 


機能 Code 11 コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupCode11 ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength, 


    ref bool  pbTwoCheckDigits ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Code11 コードが有効。 


   FALSE ：Code11 コードが無効。 


ref ushort pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 4。 


   この最小の長さより小さな Code 11 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 80。 


   この最大の長さより大きな Code 11 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref bool  pbTwoCheckDigit 


   TRUE：チェックデジットを出力します。 


   FALSE：チェックデジットを出力しません。（デフォルト値 ) 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCode128 
 


機能 Code 128 コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupCode128 ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Code128 コードが有効。 


   FALSE ：Code128 コードが無効。 


ref ushort pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 0。 


   この最小の長さより小さな Code 128 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 80。 


   この最大の長さより大きな Code 128 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCode39 
 


機能 Code 39 コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupCode39 ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength, 


    ref bool  pbSSXmit, ref bool  pbFullAscii, 


    ref bool  pbAppend, ref bool  pbCheckCharOn, 


    ref bool  bXmitCheckChar ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Code39 コードが有効。 


   FALSE ：Code39 コードが無効。 


ref ushort pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 2。 


   この最小の長さより小さな Code 39 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 48。 


   この最大の長さより大きな Code 39 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref bool  pbSSXmit 


   TRUE ：スタート・ストップコードを出力します。 


   FALSE ：スタート・ストップコードを出力しません。（デフォルト値 ） 


ref bool  pbFullAscii 


   TRUE ：バーコードシンボル内にある特定の文字の組を 


    単一の文字と解釈します。 


   FALSE ：上記の解釈を無効にします。（デフォルト値 ） 


 


ref bool  pbAppend 


   サポートされていないため、常に FALSEが返ります。 
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ref bool  ｐbCheckCharOn 


   TRUE  ：チェックキャラクタを持つ Code39 コードのみをデコードします。 


   FALSE ：チェックキャラクタを持つ、あるいは持たないコードをデコードします。 


 


ref bool  pbXmitCheckChar 


   TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


   FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。（デフォルト値 ) 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCode49 
 


機能 Code 49 コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupCode49 ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Code49 コードが有効。 


   FALSE ：Code49 コードが無効。 


ref ushort pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 1。 


   この最小の長さより小さな Code 49 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 81。 


   この最大の長さより大きな Code 49 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCode93 
 


機能 Code 93 コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetCode93 ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Code93 コードが有効。 


   FALSE ：Code93 コードが無効。 


ref ushort ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 0。 


   この最小の長さより小さな Code 93 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 8０。 


   この最大の長さより大きな Code 93 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupComposite 
 


機能 Composite コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupComposite ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Composite コードが有効。 


   FALSE ：Composite コードが無効。 


ref ushort ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は１。 


   この最小の長さより小さな Composite メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 300。 


   この最大の長さより大きな Composite メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupCompositeEx 
 


機能 EAN&#8226;UCC Composite コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupCompositeEx ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength, 


    ref bool  pbCompositeOnUpcEan ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：EAN&#8226;UCC Composite コードが有効。 


   FALSE ：EAN&#8226;UCC Composite コードが無効。 


ref ushort pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 1。 


   この最小の長さより小さな Composite メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort pMaxLength 2D スキャナが返すデコードされた最大の長さの Composite 


    メッセージを表す ushort変数。デフォルト値は 2750。 


   この最大の長さより大きな Composite メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref bool  ｐbCompositeOnUpcEan 


    EAN と UPCのコードに関連した Composite Codeの許可状態を 


    表す bool変数。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupDataMatrix 
 


機能 Data Matrix コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupDataMatrix ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Data Matrix コードが有効。 


   FALSE ：Data Matrix コードが無効。 


ref ushort pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は１。 


   この最小の長さより小さな Data Matrix メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 1500。 


   この最大の長さより大きな Data Matrix メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupDutchPost 
 


機能 オランダの郵便番号コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupDutchPost ( int  SetupType, ref bool  pEnabled ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：オランダの郵便番号コードが有効。 


   FALSE ：オランダの郵便番号コードが無効。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupEAN8 
 


機能 EAN-8のコードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupEAN8 ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref bool  bXmitCheckChar, ref bool  pAddendaReq, 


    ref bool  bAddendaSeparator, ref bool  bAddenda2Digit, 


    ref bool  bAddenda5Digit ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：EAN-8 コードが有効。 


   FALSE ：EAN-8 コードが無効。 


ref bool  bXmitCheckChar 


   TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


   FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。（デフォルト値 ） 


ref bool  pAddendaReq 


   TRUE ：2桁、または 5桁のアドオンをもつ EANシンボルのみを 


    デコードします。 


   FALSE ：すべての有効な EANシンボルをデコードします。（デフォルト値 ） 


ref bool  ｂAddendaSeparator 


   TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


   FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


ref bool  bAddenda2Digit 


   TRUE：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE ：アドオンを無視します。（デフォルト値 ） 


ref bool  bAddenda5Digit 


   TRUE：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。  


   FALSE ：アドオンを無視します。（デフォルト値 ） 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupEAN13 
 


機能 EAN-13 コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupEAN１３ ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref bool  bXmitCheckChar, ref bool  pAddendaReq, 


    ref bool  bAddendaSeparator, ref bool  bAddenda2Digit, 


    ref bool  bAddenda5Digit ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：EAN-13 コードが有効。 


   FALSE ：EAN-13 コードが無効。 


ref bool  ｂXmitCheckChar 


   TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


   FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。（デフォルト値 ） 


ref bool  pAddendaReq 


   TRUE ：2D スキャナはアドオンをもつ EANシンボルのみをデコードします。 


   FALSE ：2D スキャナはすべての有効な EANシンボルをデコードします。 


ref bool  ｂAddendaSeparator 


   TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


   FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


ref bool  bAddenda2Digit 


   TRUE：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE ：アドオンを無視します。（デフォルト値 ） 


ref bool  bAddenda5Digit 


   TRUE：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。  


   FALSE ：アドオンを無視します。（デフォルト値 ） 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupIATA25 
 


機能 IATA 2 of 5のコードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupIATA25 ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：IATA 2 of 5 コードが有効。 


   FALSE ：IATA 2 of 5 コードが無効。 


ref ushort ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は４。 


   この最小の長さより小さな IATA 2 of 5 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 80。 


   この最大の長さより大きな IATA 2 of 5 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupInt25 
 


機能 Interleaved 2 of 5 コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupInt25 ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength, 


    ref bool  pbCheckDigitOn, ref bool  pbXmitCheckDigit ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Interleaved 2 of 5 コードが有効。 


   FALSE ：Interleaved 2 of 5 コードが無効。 


ref ushort ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 6。 


   この最小の長さより小さな Interleaved 2 of 5 メッセージは 2D スキャナに 


   よってデコードされません。 


ref ushort pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 80。 


   この最大の長さより大きな Interleaved 2 of 5 メッセージは 2D スキャナに 


   よってデコードされません。 


ref bool  pbCheckDigitOn 


   TRUE ：チェックデジットをもつ Interleaved 2 of 5 codes のみを 


    デコードします。 


   FALSE ：チェックデジットを持つ持たないにかかわらず、 


    コードをデコードします。（デフォルト値 ） 


ref bool  ｐbXmitCheckDigit 


   TRUE ：チェックデジットを出力します。 


   FALSE ：チェックデジットを出力しません。（デフォルト値 ） 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupISBT 
 


機能 ISBTのコードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupISBT ( int  SetupType, ref bool  pEnabled ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：ISBT コードが有効。 


   FALSE ：ISBT コードが無効。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupJaPost 
 


機能 日本の郵便番号コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupJaPost ( int  SetupType, ref bool  pEnabled ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：日本の郵便番号コードが有効。 


   FALSE ：日本の郵便番号コードが無効。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupMaxicode 
 


機能 Maxicode コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupMaxicode ( int  SetupType, ref bool pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength, 


    ref bool  pCarrierMsgOnly ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Maxicode コードが有効。 


   FALSE ：Maxicode コードが無効。 


ref ushort ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 1。 


   この最小の長さより小さなMaxicode メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 150。 


   この最大の長さより大きなMaxicode メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref bool  pCarrierMsgOnly 


   TRUE ：キャリアメッセージのみ出力します。 


   FALSE ：全メッセージを出力します。（デフォルト値 ) 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupMesa 
 


機能 Aztec Mesa Codeのコードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupMesa ( int  SetupType, ref bool  pUMSEnabled, 


    ref bool  pEMSEnabled, ref bool  p3MSEnabled, 


    ref bool  p1MSEnabled, ref bool  pIMSEnabled, 


    ref bool  p9MSEnabled ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  ｐUMSEnabled 


   TRUE ：UPCA Mesa コードは有効。 


   FALSE ：UPCA Mesa コードは無効。 


ref bool  pEMSEnabled 


   TRUE ：EAN13 Mesa コードは有効。 


   FALSE ：EAN13 Mesa コードは無効。 


ref bool  p3MSEnabled 


   TRUE ：Code 39 Mesaは有効。 


   FALSE ：Code 39 Mesaは無効。 


ref bool  p1MSEnabled 


   TRUE ：Code 128 Mesa コードは有効。 


   FALSE ：Code 128 Mesa コードは無効。 


ref bool  pIMSEnabled 


   TRUE ：Interleaved 2 of 5 Mesa コードは有効。 


   FALSE ：Interleaved 2 of 5 Mesa コードは無効。 


ref bool  p9MSEnabled 


   TRUE ：Code 93 Mesaは有効。 


   FALSE ：Code 93 Mesaは無効。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupMicroPDF 
 


機能 MicroPDF417のコードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupMicroPDF ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：MicroPDF417 コードが有効。 


   FALSE ：MicroPDF417 コードが無効。 


ref ushort pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は１。 


   この最小の長さより小さなMicroPDF417 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 2750。 


   この最大の長さより大きなMicroPDF417 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupMSI 
 


機能 MSI コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupMSI ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength, 


    ref bool  pbXmitCheckChar ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：MSI コードが有効。 


   FALSE ：MSI コードが無効。 


ref ushort ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 4。 


   この最小の長さより小さなMSI メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 48。 


   この最大の長さより大きなMSI メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref bool  pbXmitCheckChar 


   TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


   FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。（デフォルト値 ) 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupOCR 
 


機能 光学文字読取（Optical Character Recognition ）(OCR )デコーディングのオプション取得します。 


 


書式 int TDGetSetupOCR ( int  SetupType, ref int  nFont, 


    ref char[]  ptcTemplate, ref char[]  ptcGroupG, 


    ref char[]  ptcGroupH, ref string  ptcCheckChar, 


    ref int  nDirection ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref int  ｎFont デコーディングのための OCR フォントを選択します。 ( enum OCRMode_t ) 


   次の値が使用可能です: 


   OCRMode_t.OCR_DISABLED 


   OCRMode_t.OCR_A 


   OCRMode_t.OCR_B 


   OCRMode_t.OCR_MONEY 


 


ref char[] ptcTemplate 


   OCRデコードのため、1つ以上のテンプレートパターンを指定します。 


   次の文字が使用有効可能です 


   A-Z ：アルファベットの大文字１文字 


   a ：アルファベットと数字 


   c ：チェックサム計算を行う位置の指定 


   d ：0 – 9の数字 


   e ：全ての文字（英数字および記号 ) 


   g ：グループ Gに指定される文字 


   h ：グループ Hに指定される文字 


   l ：アルファベット文字 


   r ：列区切り位置 


   t ：複数テンプレート指定時のテンプレートとテンプレートの区切り位置 
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ref char[] ptcGroupG テンプレートストリングの中で、小文字「g」に代用することのできる、 


    文字のリスト。 


ref char[] ptcGroupH テンプレートストリングの中で、小文字「h」に代用することのできる、 


    文字のリスト。 


ref string ptcCheckChar メッセージをデコードするときに行う現在のチェックサム計算の方式を 


    取得します。 


 


ref int  ｎDirection ( enum OCRDirection_t ) 


    文字がイメージに対してどの方向に向いているかOCRデコーダに 


    伝達します。 


    デコーダはあらゆる方向へのデコードをするので、このパラメータに 


    よりデコードのスピードを速くすることができます。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupPDF417 
 


機能 PDF417 コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupPDF417 ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：PDF417 コードが有効。 


   FALSE ：PDF417 コードが無効。 


ref ushort pMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 1。 


   この最小の長さより小さな PDF417 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 2750。 


   この最大の長さより大きな PDF417 メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupPlanet 
 


機能 Planet コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupPlanet ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


     ref bool  bXmitCheckDigit ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Planet コードが有効。 


   FALSE ：Planet コードが無効。 


ref bool  bXmitCheckDigit 


   TRUE ：チェックデジットを出力します。 


   FALSE ：チェックデジットを出力しません。（デフォルト値 ) 


 


戻り値 ( enum Result_t )  


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupPostnet 
 


機能 Postnet コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupPostnet ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


     ref bool  bXmitCheckDigit ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：Postnet コードが有効。 


   FALSE ：Postnet コードが無効。 


ref bool  bXmitCheckDigit 


   TRUE ：チェックデジットを出力します。 


   FALSE ：チェックデジットを出力しません。（デフォルト値 ) 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupQR 
 


機能 QRCode コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupQR ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：QR Codeが有効。 


   FALSE ：QR Codeが無効。 


ref ushort ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 1。 


   この最小の長さより小さな QR メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref bool  ｐMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 3500。 


   この最大の長さより大きな QR メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupRSS 
 


機能 RSS コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupRSS ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref ushort  pMinLength, ref ushort  pMaxLength ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：RSS コードが有効。 


   FALSE ：RSS コードが無効。 


ref ushort ｐMinLength 2D スキャナが返す最小の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 1。 


   この最小の長さより小さな RSS メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


ref ushort pMaxLength 2D スキャナが返す最大の長さを表す ushort変数。 


    デフォルト値は 80。 


   この最大の長さより大きな RSS メッセージは 2D スキャナによって 


   デコードされません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupUPCA 
 


機能 UPC-A コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupUPCA ( int  SetupType, ref bool  pEnabled, 


    ref bool  pbXmitCheckChar, ref bool  pbAddendaReq, 


    ref bool  pbAddendaSeparator, ref bool  pbAddenda2Digit, 


    ref bool  pbAddenda5Digit, ref bool  pbXmitNumSys ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pEnabled 


   TRUE ：UPC-A コードが有効。 


   FALSE ：UPC-A コードが無効。 


ref bool  pbXmitCheckDigit 


   TRUE ：チェックデジットを出力します。 


   FALSE ：チェックデジットは出力しません。 


ref bool  ｐbAddendaReq 


   TRUE ：2桁あるいは 5桁のアドオンをもつ UPCシンボルのみを 


    デコードします。 


   FALSE ：すべての有効な UPCシンボルをデコードします。 


ref bool  ｐbAddendaSeparator 


   TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


   FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


ref bool  pbAddenda2Digit 


   TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 


ref bool  pbAddenda5Digit 


   TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 


ref bool  pbXmitNumSys 


   TRUE ：2D スキャナは UPC ラベルのシステム数字を出力します。 


   FALSE ：2D スキャナは UPC ラベルのシステム数字を出力しません。 
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戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDGetSetupUPCE 
 


機能 UPC-E コードのオプションを取得します。 


 


書式 int TDGetSetupUPCE ( int  SetupType, ref bool  pE0Enabled, 


    ref bool  pE1Enabled, ref bool  pbXmitCheckDigit, 


    ref bool  pbAddendaReq, ref bool  pbExpandVersionE, 


    ref bool  pbAddendaSeparator, ref bool  pbAddenda2Digit, 


    ref bool  pbAddenda5Digit, ref bool  pbXmitNumSys ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref bool  pE0Enabled 


   TRUE ：UPC-E0 コードが有効。 


   FALSE ：UPC-E0 コードが無効。 


ref bool  pE1Enabled 


   TRUE ：UPC-E1 コードが有効。 


   FALSE ：UPC-E1 コードが無効。 


ref bool  pbXmitCheckDigit 


   TRUE ：チェックデジットを出力します。 


   FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


ref bool  ｐbAddendaReq 


   TRUE ：2桁あるいは 5桁のアドオンをもつ UPCシンボルのみを 


    デコードします。 


   FALSE ：すべての有効な UPCシンボルをデコードします。 


ref bool  pbExpandVersion 


   TRUE ：UPC-E コードを 12桁 UPC-A フォーマットに拡張します。 


   FALSE ： UPC-E コードを拡張しません。 


ref bool  ｐbAddendaSeparator 


   TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


   FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


ref bool  pbAddenda2Digit 


   TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 
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ref bool  pbAddenda5Digit 


   TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 


ref bool  ｐbXmitNumSys 


   TRUE ：2D スキャナは UPC ラベルのシステム数字を出力します。 


   FALSE ：システム数字を出力しません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetupAztec 
 


機能 Aztec と Aztec Mesa コードのコードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupAztec ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい Aztec または Aztec Mesa Code 


   メッセージをデコードしません。 最小許容値(デフォルト値と同じ )は 1。 


ushort  ｎMaxLength 2D スキャナが返すメッセージの最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい Aztec または Aztec Mesa Code 


   メッセージをデコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 3750。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetupCodabar 
 


機能 Codabar コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupCodabar ( bool  bSSXmit, bool  bCheckCharOn,  


    bool  bXmitCheckChar, ushort  nMinLength, 


    ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


bool  bSSXmit 


   TRUE ：スタート・ストップコードを出力します。 


   FALSE ：スタート・ストップコードを出力しません。 


bool  bCheckCharOn 


   TRUE ：チェックキャラクタを持つ Codabar コードのみをデコードします。 


   FALSE ：チェックキャラクタの有無に関わらず、コードをデコードします。 


bool  bXmitCheckChar 


   TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


   FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


 注意: bCheckCharOnが TRUEにセットされた場合にのみ、このパラメータは有効となります。 


  bCheckCharOnが FALSEにセットされた場合、このパラメータは無視されます。 


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい Codabar メッセージをデコード 


   しません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 2。 


ushort  ｎMaxLength 2D スキャナが返すメッセージの最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい Codabar メッセージをデコード 


   しません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 60。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCodablock 
 


機能 Codablock コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupCodablock ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい Codablock メッセージをデコード 


   しません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 0。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい Codablock メッセージをデコード 


   しません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 2048。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCode11 
 


機能 Code 11 コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupCode11 ( bool  bTwoCheckDigits, ushort nMinLength,  


    ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


bool  bTwoCheckDigits 


   TRUE ：2チェックデジットがプリントされた Code 11 バーコードのみを 


    デコードします。 


   FALSE ：１チェックデッジットのみプリントされているものとして、Code11 


    バーコードをデコードします。 


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい Code 11 メッセージをデコード 


   しません。デフォルト値は 4、最小許容値は 1。 


ushort  ｎMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい Code 11 メッセージをデコード 


   しません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 80。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCode128 
 


機能 Code 128 コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupCode128 ( ushort nMinLength, ushort nMaxLength ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい Code 128 メッセージをデコード 


   しません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 0。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい Code 128 メッセージをデコード 


   しません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 80。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 


5-3-71 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCode39 
 


機能 Code 39 コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupCode39 ( bool  bSSXmit, bool  bCheckCharOn, 


    bool  bXmitCheckChar, bool  bFullAscii, bool  bAppend, 


    ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


bool  bSSXmit 


   TRUE ：スタート・ストップコードを出力します。 


   FALSE ：スタート・ストップコードを出力しません。  


bool  bCheckCharOn 


   TRUE ：チェックキャラクタを持つ Code 39 コードのみをデコードします。 


   FALSE ：チェックキャラクタの有無に関わらず、コードをデコードします。 


bool  bXmitCheckChar 


   TRUE ：2D スキャナはチェックキャラクタを出力します。 


   FALSE ：2D スキャナはチェックキャラクタを出力しません。 


 注意: bCheckCharOnが TRUEにセットされた場合にのみ、このパラメータは有効となります。


  bCheckCharOnが FALSEにセットされた場合、このパラメータは無視されます。 


bool  ｂFullAscii 


   TRUE ：バーコードシンボル内にある、特定の文字の組を一つの文字と 


    解釈し出力します。 


   FALSE ：上記の解釈は無効。 


bool  bAppend  


   サポートされていないので、FALSEを指定してください。 


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい Code 39 メッセージをデコード 


   しません。デフォルト値は 2、最小許容値は 0。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい Code 39 メッセージをデコード 


   しません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 48。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCode49 
 


機能 Code 49 コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupCode49 ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい Code 49 メッセージをデコード 


   しません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 1。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい Code 49 メッセージをデコード 


   しません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 81。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCode93 
 


機能 Code 93 コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupCode93 ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ 


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい Code 93 メッセージをデコード 


   しません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 0。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい Code 93 メッセージをデコード 


   しません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 80。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupComposite 
 


機能 EAN・UCC Composite コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupComposite ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2Dスキャナは、この最小の長さより小さい EAN・UCC Composite メッセージを 


   デコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 1。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2Dスキャナは、この最大の長さより大きいEAN・UCC Composite メッセージを 


   デコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 300。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupCompositeEx 
 


機能 他の Composite コードと同様に、EAN・UCC Composite コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupCompositeEx ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength, 


     bool  bCompositeOnUpcEan ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2Dスキャナは、この最小の長さより小さい EAN・UCC Composite メッセージを 


   デコードしません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 1。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2Dスキャナは、この最大の長さより大きいEAN・UCC Composite メッセージを 


   デコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 3750。 


bool  ｂCompositeOnUpcEan 


   有効なフラグをデコードしている UPC と EAN Composite メッセージ。 


   これはその他の Composite コードとは別に有効になります。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupDataMatrix 
 


機能 Data Matrix コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupDataMatrix ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい Data Matrix メッセージをデコード 


   しません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 1。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい Data Matrix メッセージをデコード 


   しません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 1500。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 


5-3-77 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupEAN8 
 


機能 EAN-8 コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupEAN8 ( bool  bXmitCheckChar, bool  bAddenda2Digit, 


    bool  bAddenda5Digit, bool  bAddendaReq, 


    bool  bAddendaSeparator ) 


 


パラメータ  


bool  bXmitCheckChar 


   TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


   FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


bool  bAddenda2Digit 


   TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 


bool  bAddenda5Digit 


   TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 


bool  ｂAddendaReq 


   TRUE ：2桁あるいは 5桁のアドオンをもつ EANシンボルのみをデコード 


    します。 


   FALSE ：2D スキャナはすべての有効な EANシンボルをデコードします。 


bool  bAddendaSeparator 


   TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


   FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupEAN13 
 


機能 EAN-13 コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupEAN13 ( bool  bXmitCheckChar, bool  bAddenda2Digit, 


    bool  bAddenda5Digit, bool  bAddendaReq, 


    bool  bAddendaSeparator ) 


 


パラメータ  


bool  bXmitCheckChar 


   TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


   FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


bool  bAddenda2Digit 


   TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 


bool  bAddenda5Digit 


   TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 


bool  bAddendaReq 


   TRUE ：2桁あるいは 5桁のアドオンをもつ EANシンボルのみをデコード 


    します。 


   FALSE ：すべての有効な EANシンボルをデコードします。 


bool  bAddendaSeparator 


   TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


   FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupIATA25 
 


機能 IATA 2 of 5 コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupIATA25 ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい IATA 2 of 5 メッセージをデコード 


   しません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 4。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい IATA 2 of 5 メッセージをデコード 


   しません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 80。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupInt25 
 


機能 Interleaved 2 of 5 コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupInt25 ( bool  bCheckDigitOn, bool  bXmitCheckDigit, 


    ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


bool  bCheckDigitOn 


   TRUE ：チェックデジットをもつ Interleaved 2 of 5 codes のみをデコード 


    します。 


   FALSE ：チェックデジットの有無に関わらず、コードをデコードします 


bool  bXmitCheckDigit 


   TRUE ：チェックデジットを出力します。 


   FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


 注意 :bCheckCharOnが TRUEにセットされた場合にのみ、このパラメータは有効となります。


  bCheckCharOnが FALSEにセットされた場合、このパラメータは無視されます。 


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい Interleaved 2 of 5 メッセージを 


   デコードしません。デフォルト値は 6、最小許容値は 4。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい Interleaved 2 of 5 メッセージを 


   デコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 80。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupMaxicode 
 


機能 Maxicode コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupMaxicode ( bool  bCarrierMsgOnly, ushort  nMinLength, 


     ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


bool  bCarrierMsgOnly 


   TRUE ：デコードされたメッセージのキャリアメッセージデータのみを 


    出力します。 


   FALSE ：全メッセージを出力します。 


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さいMaxcode メッセージをデコード 


   しません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 1。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すMaxicode メッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きいMaxicode メッセージをデコード 


   しません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 150。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupMesa 
 


機能 Aztec Mesa Codeのコードのオプションをセットします。 


注意： 最小および最大のパラメータは TDSetupAztec関数で使用しているものをセットします。 


TDSetupAztec関数を参照してください。 


 


書式 int TDSetupMesa ( bool  pUMSEnabled, bool  pEMSEnabled, 


    bool  p3MSEnabled, bool  p1MSEnabled, 


    bool  pIMSEnabled, bool  p9MSEnabled, ) 


 


パラメータ  


bool  pUMSEnabled 


   TRUE ：UPCA Mesa コードは有効。 


   FALSE ：UPCA Mesa コードは無効。 


bool  pEMSEnabled 


   TRUE ：EAN13 Mesa コードは有効。 


   FALSE ：EAN13 Mesa コードは無効。 


bool  p3MSEnabled 


    TRUE ：Code 39 Mesa コードは有効。 


   FALSE ：Code 39 Mesa コードは無効。 


bool  p1MSEnabled 


   TRUE ：Code 128 Mesa コードは有効。 


   FALSE ：Code 128 Mesa コードは無効。 


bool  pIMSEnabled 


   TRUE ：Interleaved 2 of 5 Mesa コードは有効。 


   FALSE ：Interleaved 2 of 5 Mesa コードは無効。 


bool  p9MSEnabled 


   TRUE ：Code 93 Mesa コードは有効。 


   FALSE ：Code 93 Mesa コードは無効。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupMicroPDF 
 


機能 MicroPDF417 コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupMicroPDF ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい PDF417 メッセージをデコード 


   しません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 1。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すMicroPDF417 メッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きいMicroPDF417 メッセージを 


   デコードしません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 2750。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_NOTCONNECTED 


 Result_t.RESULT_ERR_UNSUPPORTED 


 Result_t.RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_NORESPONSE 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupMSI 
 


機能 MSI コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupMSI ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength, 


    bool bXmitCheckChar ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さいMSI メッセージをデコードしません。 


   最小許容値(デフォルト値と同じ )は 4。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きいMSI メッセージをデコードしません。 


   最大許容値(デフォルト値と同じ )は 48。 


bool  bXmitCheckChar 


   TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


   FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDSetupOCR 
 


機能 学文字読取(Optical Character Recognition ) (OCR ) デコーディングオプションをセットします。


OCR文字認識はバーコード読み込みほど精度が高くありません。チェックキャラクタが使用されてない場合、誤


読が生じるかもしれません。 


 


書式 int TDSetupOCR ( int _t nFont, ref char[] ptcTemplate, 


    ref char[] ptcGroupG, ref char[] ptcGroupH, 


    ref string ptcCheckChar, int  nDirection ) 


 


パラメータ  


int  ｎFont デコーディングのための OCR フォントを選択します。 ( enum OCRMode_t ) 


   次の値が使用可能です: 


   OCRMode_t.OCR_DISABLED 


   OCRMode_t.OCR_A 


   OCRMode_t.OCR_B 


   OCRMode_t.OCR_MONEY 


char[]  ptcTemplate 


   OCRデコードのため、1つ以上のテンプレートパターンを指定します。 


   次の文字が使用有効可能です 


   A-Z ：アルファベットの大文字１文字 


   a ：アルファベットと数字 


   c ：チェックサム計算を行う位置の指定 


   d ：0 – 9の数字 


   e ：全ての文字（英数字および記号 ) 


   g ：グループ Gに指定される文字 


   h ：グループ Hに指定される文字 


   l ：アルファベット文字 


   r ：列区切り位置 


   t ：複数テンプレート指定時のテンプレートとテンプレートの区切り位置 


char[]  ptcGroupG 


   テンプレートストリングの中で、小文字「g」に代用することのできる文字のリスト。 


char[]  ptcGroupH 


   テンプレートストリングの中で、小文字「ｈ」に代用することのできる文字のリスト。 
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string  ptcCheckChar 


   メッセージをデコードするときのチェックサム計算の方式を設定します。 


   modulo 10 checksums を使う場合、“0123456789”とセットし、 


   modulo 36 checksums を使う場合、 


   “0123456789ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ”とセットします。 


int  nDirection (enum OCRDirection_t ) 
   文字がイメージに対してどの方向に向いているか OCRデコーダに伝えます。 


   デコーダはどの方向にもデコードするので、このパラメータを指定することにより 


   デコード時間を短縮させることができます。数字"0, 6, 8, 9"のみを含む番号に 


   ついてのデコードの信頼性を向上させることにもなります。 


   オペレーターが始めから終わりまでメッセージを読むの間、方向は固定されます。


   次の値が使用されます。 


   OCRDirection_t .LeftToRight 


   OCRDirection_t .TopToBottom 


   OCRDirection_t .RightToLeft 


   OCRDirection_t .BottomToTop 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 


備考 テンプレートの書式、チェックサム使用法についてのさらに詳しい情報に関しては、PX798SOFT 


機能仕様書（§4 )の読み取りパラメータ設定ツールを参照してください。 
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TDSetupPDF417 
 


機能 PDF417 コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupPDF417 ( ushort nMinLength, ushort nMaxLength ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい PDF417 メッセージをデコード 


   しません。 最小許容値(デフォルト値と同じ )は 1。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい PDF417 メッセージをデコード 


   しません。 最大許容値(デフォルト値と同じ )は 2750。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetupPlanet 
 


機能 Planet コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupPlanet ( bool  bXmitCheckDigit ) 


 


パラメータ  


bool  bXmitCheckDigit 


   TRUE ：チェックデジットを出力します。 


   FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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TDSetupPostnet 
 


機能 Postnet コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupPostnet ( bool  bXmitCheckChar ) 


 


パラメータ  


bool  bXmitCheckChar 


   TRUE ：チェックキャラクタを出力します。 


   FALSE ：チェックキャラクタを出力しません。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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TDSetupQR 
 


機能 QR Code コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupQR ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい QR Code メッセージをデコード 


   しません。最小許容値(デフォルト値と同じ )は 1。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい QR Code メッセージをデコード 


   しません。最大許容値(デフォルト値と同じ )は 3500。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetupRSS 
 


機能 RSS Expanded コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupRSS ( ushort  nMinLength, ushort  nMaxLength ) 


 


パラメータ  


ushort  nMinLength 2D スキャナが返すメッセージの最小の長さ。 


   2D スキャナは、この最小の長さより小さい RSS メッセージをデコードしません。 


   最小許容値(デフォルト値と同じ )は 1。 


ushort  nMaxLength 2D スキャナが返すメッセージ最大の長さ。 


   2D スキャナは、この最大の長さより大きい RSS メッセージをデコードしません。 


   最大許容値(デフォルト値と同じ )は 80。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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TDSetupUPCA 
 


機能 UPC-A コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupUPCA ( bool  bXmitCheckDigit, bool  bXmitNumSys, 


    bool  bAddenda2Digit, bool  bAddenda5Digit, 


    bool  bAddendaReq, bool  bAddendaSeparator ) 


 


パラメータ  


bool  bXmitCheckDigit 


   TRUE ：チェックデジットを出力します。 


   FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


bool  bXmitNumSys 


   TRUE ：UPC ラベルのシステム数字を出力します。 


   FALSE ：UPC ラベルのシステム数字を出力しません。 


bool  bAddenda2Digit 


   TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 


bool  bAddenda5Digit 


   TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 


bool  bAddendaReq 


   TRUE ：2桁あるいは 5桁のアドオンをもつ EANシンボルのみをデコード 


    します。 


   FALSE ：すべての有効な EANシンボルをデコードします。 


bool  bAddendaSeparator 


   TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


   FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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TDSetupUPCE 
 


機能 UPC-E コードのオプションをセットします。 


 


書式 int TDSetupUPCE ( bool  bXmitCheckDigit, bool  bXmitNumSys, 


    bool  bExpandVersionE, bool  bAddenda2Digit, 


    bool  bAddenda5Digit, bool  bAddendaReq, 


    bool  bAddendaSeparator ) 


 


パラメータ  


bool  bXmitCheckDigit 


   TRUE ：チェックデジットを出力します。 


   FALSE ：チェックデジットを出力しません。 


bool  bXmitNumSys 


   TRUE ：UPC ラベルのシステム数字を出力します。 


   FALSE ：UPC ラベルのシステム数字を出力しません。 


bool  bExpandVersionE 


   TRUE ：UPC-E コードを 12桁 UPC-A フォーマットに拡張します。 


   FALSE ：UPC-E コードを拡張しません。 


bool  bAddenda2Digit 


   TRUE ：2桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 


bool  bAddenda5Digit 


   TRUE ：5桁のアドオンが存在するとき、アドオンデータを追加して出力します。 


   FALSE：アドオンを無視します。 


bool  bAddendaReq 


   TRUE ：2桁または5桁のアドオンをもつEANシンボルのみをデコードします。 


   FALSE：すべての有効な EANシンボルをデコードします。 


bool  bAddendaSeparator 


   TRUE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切って出力します。 


   FALSE ：バーコードのデータとアドオンをスペースで区切らずに出力します。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 
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TDGetImage 
 


機能 2D スキャナからイメージを取得し、pImageBufferにその画像データを格納します。 


 


書式 int TDGetImage ( ref char[]  pImageBuffer, ref uint  pdwSize, ushort  nTop, 


   ushort  nLeft, ushort nRight, ushort nBottom, ushort nSkip, 


   ushort  nBits, int  nFormat, ushort  nWhiteValue, 


   ushort  nExposeAttempts, ushort  nGap, bool  Invert, 


   IntPtr  fpProgress ) 


 


パラメータ  


ref char[] pImageBuffer イメージを格納する場所へのメモリポインター。 


 注意： 呼び出し者は TDGetImageを呼ぶ前にこのバッファを割り付けなければなりません。 


ref uint  pdwSize  pImageBufferに格納されたイメージデータのバイト数を格納する。 


ushort  nTop,  転送されたイメージの最初のピクセルを示す、イメージ 2D スキャナの 


    ピクセルグリッドに関する座標。 


ushort  nLeft  転送されたイメージの最初のピクセルを示す、イメージ 2D スキャナの 


    ピクセルグリッドに関する座標。 


   上部左のピクセルは、nLeftおよび nTopの両方が値 0 となります。 


ushort  nRight  転送されたイメージの最後のピクセルを示す、イメージ 2D スキャナの 


    ピクセルグリッドに関する座標。 


ushort  nBottom  転送されたイメージの最後のピクセルを示す、イメージ 2D スキャナの 


    ピクセルグリッドに関する座標。 


ushort  nSkip  nSkipピクセルごとにイメージ転送を行います。 


ushort  ｎBits  転送されたイメージ用の色の濃度。 


   有効な値は通常 8か 1のみですが、これは 2D スキャナハードウェアに依存 


   します。使用されるビットと無関係に、より低い値ほど暗くなります。 


   例えば、8ビットが選ばれる場合、255のピクセル値は純白を示します。また、 


   0のピクセル値は純粋な黒を示します。中間の値は灰色のインクリメントのレベル 


   として解釈されることになります。 


int  nFormat  ( enum FileFormat_t ) 
   :次の 2つの値から選択して指定します。 


   FileFormat_t.FF_RAW_BINARY 


    pImageBufferに格納された黒データおよび白データは、 


    1ピクセルにつき 1ビット、左上のピクセルから始まり、左から右、 


    上から下の向きに連続的に格納されます。 
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   FileFormat_t.FF_RAW_GRAY 


    pImageBufferに格納されたグレイスケールのデータは、 


    1ピクセルにつき 8ビット、左上のピクセルから始まり、左から右、 


    上から下の向きに連続的に格納されます。 


 


ushort  nWhiteValue 自動露光制御を実行する時、目標となるホワイト値。 


ushort  ｎExposeAttempts イメージに対する正確な露光レベルを取得するためにユニットが 


    行う試行回数。 


ushort  nGap  イメージの白の値が、nWhiteValueにどれくらい接近したとき受理さ 


    れるべきかを指定します。 


    0を指定すると、あらかじめ設定された値が使用されます。 


   例えば、nGapに 10、nWhiteValueにデフォルト値を指定したい場合、 


   nGapに 10、nWhiteに 0を指定します。 


bool  Invert  イメージを 180°回転させます(上下逆さま )。 


   スキャナが上下逆さまでマウントされるプラットフォームのためにイメージを 


   逆にします。 


IntPtr  fpProgress  NULLを指定します。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_NOTCONNECTED 


 Result_t.RESULT_ERR_UNSUPPORTED 


 Result_t.RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_NORESPONSE 


 Result_t.RESULT_ERR_BADREGION イメージが無効な領域にあるためエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_MEMORY  OSからメモリを割り当てられなくなりエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_FILE 
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TDGetImageData 
 


機能 スキャナからデータを取得します。 


 


書式 int TDGetImageData ( uint  dwNumberToRead, ref byte[]  pBuffer,  


     ref uint  pNumBytesRead ) 


 


パラメータ  


uint  dwNumberToRead イメージデータにより満たされる、ユーザが供給する 


     バッファのサイズ。 


ref byte[]  pBuffer   イメージデータを保持する、ユーザにより供給される 


     バッファ。 


ref uint  pNumBytesRead  イメージデータ読み取りのバイト数。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 


備考 イメージデータは引数のバッファに格納されます。全てのイメージデータを取得したかどうかは、この


関数をコールしてバッファにデータがないことで確認できます。 


 ≪その場合、戻り値( enum Result_t )は Result_t.RESULT_SUCCESS となります。≫ 


5-3-97 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


TDMakeImageFile 
 


機能 この関数は、TDGetImageおよび TDGetImageData関数で取得した画像データを、指定したファ


イル形式に保存します。 


 


書式 int TDMakeImageFile ( ref string  pFileName, ref byte[]  pBuffer, uint  dwSize, 


    ushort  nWidth, ushort  nHeight, uint  dwFormat ) 


 


パラメータ  


ref string pFileName 保存先のファイルのフルパス名を示す文字列。 


ref byte[]  pBuffer  TDGetImage または TDGetImageDataにより取得される 


    画像データが格納されているバッファ。 


uint  dwSize  TDGetImage または TDGetImageDataにより取得される 


    画像データのサイズ。 


ushort  nWidth  TDGetImage または TDGetImageDataにより取得される 


    画像データの幅。 


ushort  nHeight  TDGetImage または TDGetImageDataにより取得される 


    画像データの高さ。 


uint  dwFormat: ファイルフォーマットを指定します。 


   下記の値を指定してください。 


   IMG_FORMAT_BMP   ： 8bitグレースケールビットマップ形式 


   IMG_FORMAT_JPEG_LOW  ： 低画質の 24Bit JPEG形式 


   IMG_FORMAT_JPEG_MID  ： 中画質の 24Bit JPEG形式 


   IMG_FORMAT_JPEG_HI   ： 高画質の 24Bit JPEG形式 


  次の値との論理和を指定すると、画像処理を行ってからファイル保存を行います。 


  IMG_FORMAT_PROG_STRETCH ： 画像のヒストグラム平滑化を行います。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_UNSUPPORTED 関数が未サポート 


 Result_t.RESULT_ERR_DRIVER  ドライバ内でエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_MEMORY  OSのメモリ不足 


 Result_t.RESULT_ERR_FILE  ファイル操作に失敗 
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TDImageStreamInit 
 


機能 イメージストリームインターフェイス を初期化するために使用されます。呼び出し者はスキップ(サンプ


リング )値を指定できます。 


 


書式 int TDImageStreamInit ( ushort  nSkip, ref RECT  imgRect, bool  bFlip ) 


 


パラメータ  


ushort  nSkip  サンプリング数値。 


   1 skip はすべてのピクセル、2 skip は２ピクセルにつき 1ピクセルずつ、 


   2 ラインにつき 1 ラインずつ、出力されます。 


   nSkipに 1以上を指定した場合、nSkipでサンプリングしたイメージを 


   取得します。 


ref RECT ImgRect  キャプチャするイメージ領域を指定します。 


bool  ｂFlip  画像を裏返しに（左右反転 )します。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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 TDImageStreamStart 
 


機能 2D スキャナに、イメージの取得を実行し続けさせます。 


 


書式 int TDImageStreamStart ( ) 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_INITIALIZE 


 


備考 この関数を呼ぶ前に TDImageStreamInit 関数を呼ばなければなりません。 
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TDImageStreamRead 
 


機能 取得した最新のイメージを返します。 


 


書式 int TDImageStreamRead ( ref byte[]  pImageBuffer, ref uint  pdwSize ) 


 


パラメータ  


ref byte[]  pImageBuffer イメージデータが格納されるバッファ。 


ref uint   pdwSize  イメージバッファにあるバイト数が返ってくる uint  変数。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_NOIMAGE  有効なイメージデータが返せない 


 


備考 この関数を呼ぶ前に、TDImageStreamInit( )と TDImageStreamStart( )を呼び出す必要があります。返


されたイメージは TDImageStreamInit( )に渡された nSkip 値ごとにサンプリングされます。 
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 TDImageStreamStop 
 


機能 イメージ2Dスキャナに、TDImageStreamInit( )および、TDImageStreamStart ( )によって始めら


れた、連続的なイメージ取得をやめさせます。 


 


書式 int TDImageStreamStop ( ) 


 


パラメータ 無し 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 


備考 この関数が呼ばれない場合、スキャナはイメージの取得を実行し続けるため(照明が点灯し続ける )、 


重大なバッテリーの消費となります。 
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TDStartIntellImageXfer 
 


機能 IQ Image transfer をスタートさせ、サインキャプチャを行います。 


 


書式 int TDStartIntellImgXfer  ( ref IntellImgDesc_t  pImageDesc ) 


 


パラメータ  


ref IntellImgDesc_t pImageDesc 取得されるイメージを示すデータ構造体。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_BADREGION イメージが無効な領域にあるためエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_BADSMARTIMAGE 


 Result_t.RESULT_ERR_SMARTIMAGETOOLARGE 


 


備考 パラメータ(構造体の詳細)は、「ＰＸ－７９８ カシオライブラリマニュアル」を参照してください。 
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TDGetImagerInfo 
 


機能 搭載しているスキャナ性能に関する情報を返します。 


 


書式 int TDGetImagerInfo ( ref ushort pnCols, ref ushort pnRows, ref ushort pnBits ) 


 


パラメータ 


ref ushort pnCols  スキャナの中の行 (column ) ピクセルの数を格納するバッファ。 


ref ushort pnRows  スキャナの中の列 (row ) ピクセルの数を格納するバッファ。 


ref ushort pnBits  スキャナにサポートされたピクセル毎のビット数を格納するバッファ。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


5-3-104 
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TDGetSetupImager 
 


機能 現在の、またはデフォルトのスキャナのセットアップ値を得ます。 


 


書式 int TDGetSetupImager ( int  SetupType, ref ImagerSetup_t  pImagerSet ) 


 


パラメータ  


int  SetupType ( enum SetupType_t ) 
  SetupType_t.SETUP_TYPE_CURRENT  ：現在のセッティングを取得します。 


  SetupType_t.SETUP_TYPE_DEFAULT  ：デフォルトのセッティングを取得します。 


 


ref ImagerSetup_t  pImagerSet スキャナをセットアップするデータ構造体。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 


備考 パラメータ(構造体の詳細)は、「ＰＸ－７９８ カシオライブラリマニュアル」を参照してください。 
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TDAcquireImage 
 


機能 スキャナにセットアップ値を指定してイメージを取得するよう命令します。ただし、この関数ではそのイ


メージを受け取りません。 


 


書式 int TDAcquireImage ( ref ImagerSetup_t  pImagerSet ) 


 


パラメータ 


ref ImagerSetup_t  pImagerSet スキャナをセットアップするデータ構造体。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_NOTCONNECTED 


 Result_t.RESULT_ERR_DRIVER  2D スキャナドライバにエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 


 Result_t.RESULT_ERR_NORESPONSE  


 


備考 パラメータ(構造体の詳細)は、「ＰＸ－７９８ カシオライブラリマニュアル」を参照してください。 
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5-3-107 


TDGetLastImageSize 
 


機能 以下のイメージング関数に返された、最新のイメージの列数、行数、サイズをバイトで返します。 


 ：TDAcquireImage、TDGetImage/TDGetImageDataあるいは TDImageStreamRead 


 


書式 int TDGetLastImageSize ( ref ushort  pwCols, ref ushort  pwRows, 


     ref uint  pdwSize ) 


 


パラメータ  


ref ushort pnCols  スキャナの中の行 (column) ピクセルの数を格納するバッファ。 


ref ushort pnRows  スキャナの中の列 (row) ピクセルの数を格納するバッファ。 


ref uint  pnBits  スキャナにサポートされたピクセル毎のビット数を格納するバッファ。 


 


戻り値 ( enum Result_t ) 


 Result_t.RESULT_SUCCESS  正常終了 


 Result_t.RESULT_ERR_PARAMETER 不正なパラメータによるエラー発生 
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6-5. BCD演算ライブラリ関数リファレンス 
 


6-5-1 プログラム構成 


■LDTBCDVB.dll   ＶＢ．ＮＥＴ用 BCD演算クラスライブラリ  


■LDTBCD.dll   BCD演算ライブラリ本体 


 


6-5-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「LDTBCDVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 LDTBCDVB.Wrap      メインクラス 


 LDTBCDVB.Wrap.Def   システムライブラリ用定数定義サブクラス 


 LDTBCDVB.Wrap.Api   システムライブラリ用関数定義サブクラス 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1-2）を参照してください 


 


6-5-1 
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6-5-3 関数一覧 


NO. 関数名 機能 
01 bcd_mov 数値の代入 
02 bcd_atobcd 文字列を数値に変換 
03 bcd_bcdtoa 数値を文字列に変換 
04 bcd_abs 数値の絶対値 
05 bcd_modfint 数値の整数部 
06 bcd_modflow 数値の小数部 
07 bcd_sign 数値の符号 
08 bcd_round 数値の切上げ/切下げ/四捨五入 
09 bcd_add/bcd_add2 数値の加算 
10 bcd_sub/bcd_sub2 数値の減算 
11 bcd_mul/bcd_mul2 数値の乗算 
12 bcd_div/bcd_div2 数値の除算 
13 bcd_pow べき乗 
14 bcd_log10 常用対数 
15 bcd_accuracy 演算精度の設定 
16 bcd_matherr ｴﾗｰ処理 


 


 


 


6-5-4 関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 


6-5-2 
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bcd_mov 
 


機能 数値「src」の内容を「dst」に代入します。 


 


書式 Function  bcd_mov( ByVal src As BCD_DATA , ByVal dst As BCD_DATA ) As Int32 


 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ src 数値 


 dst 演算結果 


 


戻り値 dstを返します。 
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bcd_atobcd 
 


機能 stringで与えられた文字列を数値に変換して resultに返します。 


指定可能な文字列として、10 進の数字／符号としての’+’’－’／先頭のスペース／小数点を表す’.’が


許されます。 


 文字列は、’¥0’または許されない文字の前までが変換されます。 


指数を示す文字列はサポートされていませんので、後ゼロあるいは小数点以下のゼロで表記すること


になります。 


 


書式 Sub bcd_atobcd( ByVal str() As Byte, ByVal result As BCD_DATA ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ str 文字列 


 result 変換数値 


 


戻り値 無し 
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bcd_bcdtoa 
 


機能 valueで与えられた数値を文字列に変換して restringに返します。 


文字列は、10 進の数字で少数点以下がある場合は’.’が入り、負の数値の場合は先頭に’－‘が入りま


す。 


Restring に格納する文字列は strsize-1 文字までであり、変換された文字列が strsize 以上ある場


合は超える部分が整数部ならエラーとし、少数部ならば strsize-1 までを格納し正常終了します。 


 少数部末尾の 0は文字に変換されません。 


 


書式 Sub bcd_bcdtoa( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal restring() As Char, 


ByRef strsize As Int32 ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 restring 変換文字列 


 strsize restringサイズ 


 


戻り値 無し 
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bcd_abs 
 


機能 与えられた数値の絶対値を求めます。 


 指定する数値と絶対値は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function bcd_abs( ByVal value As BCD_DATA,  


ByVal absolute As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 absolute 絶対値 


 


戻り値 absoluteを返します。 
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bcd_modfint 
 


機能 数値 valueの整数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_modfint( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_modflow 
 


機能 数値 valueの小数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_modflow( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 


 


 


6-5-8 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


bcd_sign 
 


機能 数値 valueの符号を返します。 


 


書式 Function  bcd_sign( ByVal value As BCD_DATA ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 


戻り値 符号を返します。 


 -1 *value < 0 


  0 *value = 0 


  1 *value > 0 
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bcd_round 
 


機能 数値 valueを指定桁以降で切り上げ／切り下げ／四捨五入し、*valueに返します。 


 桁が正の値または 0ならば整数部の桁を、負の値ならば少数部の桁を表します。 


 指定桁が数値の桁範囲より小さい場合は値を変えずに正常終了し、大きい場合は処理を行います。 


 処理モードが切り上げの場合、指定された桁より下の値が全て 0なら切り上げは行われません。 


 


書式 Function  bcd_round( ByVal value As BCD_DATA, 


ByVal keta As Int32, 


ByVal mode As Int32 ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ value 数値 


 keta 桁（10keta） 


 mode 処理モード 


  R_UP  切り上げ 


  R_DOWN 切り下げ 


  R_4DOWN5UP 四捨五入 


 


戻り値 valueを返します。 
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bcd_add/bcd_add2 
 


機能 valueX と valueYの加算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_addは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_add2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_add( ByVal valueX As BCD_DATA,  


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 Function  bcd_add2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_sub/bcd_sub2 
 


機能 valueXから valueYを減算して、結果を resultに返します。 


 bcd_subは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_sub2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_sub( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA , 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 Function  bcd_sub2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA 


ByVal result As BBCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_mul/bcd_mul2 
 


機能 valueXに valueYを乗算して、結果を resultに返します。 


 bcd_mulは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_mul2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_mul( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 Function  bcd_mul2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_div/bcd_div2 
 


機能 valueX と valueYの除算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_divは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_div2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_div( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


         Function  bcd_div2( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_pow 
 


機能 べき乗（*ｖａｌｕｅＸ）(ｖａｌｕｅＹ)を求めて、結果を resultに返します。 


 演算結果がアンダーフローした場合は、結果は０になります。 


 演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_pow( ByVal valuX As BCD_DATA, 


ByVal valuY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_log10 
 


機能 vjo常用対数演算ｌｏｇ10（*ｖａｌｕe）を行い、結果を resultに返します。 


 数値ｖａｌｕｅの範囲は *value > 0 であり、演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 Function  bcd_log10( ByVal valueX As BCD_DATA, 


ByVal valueY As BCD_DATA, 


ByVal result As BCD_DATA ) As BCD_DATA 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ valueX 数値 


 valueY 数値 


 result 演算結果 


 


戻り値 resultを返します。 
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bcd_accuracy 
 


機能 演算精度の設定を行います。 


 


書式 Sub bcd_accuracy( ByVal mode As Int32 ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ mode 精度 BCD_SINGLE ：単精度 


   BCD_DOUBLE ：倍精度 


 


戻り値 無し。 
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6-5-18 


bcd_matherr 
 


機能 ＢＣＤ演算ライブラリの関数で発生したエラーの処理を行います。 


BCD 演算ライブラリの関数は、エラーを検知すると bcd_matherr をコールします。ユーザが独自


のエラー処理を行う場合は、bcd_matherrを定義してリンクを行います。 


 


書式 Function  bcd_matherr( ByVal except As struct bcd_exception ) As Int32 


 


 引数の構造体 
 struct bcd_exception{ 
   int  type;  /* エラーの種類  */ 
   char  *name  /* エラー発生関数名 */ 
   BCD_DATA  *arg1,arg2 /* 関数の第 1引数/第 2引数 */ 
    }; 
 


   エラーの種類 


   BCD_NOERROR  0x00 正常 


   BCD_PARAERR  0x01 パラメータエラー 


   BCD_OVERFLOW 0x0D 計算結果が許される範囲を超えた 


   BCD_MATHERR  0x0E 数学的エラー 


   BCD_DOMAIN  0x10 引数が定義域以外 


   BCD_STRERR  0x20 不正な数値文字列 


   BCD_VALUEERR  0x21 不正な数値データ 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ except 数値演算エラー情報 


 


戻り値 エラー処理が正常に終了すると、０以外の値を返します。 


 ｂcd_matherrでエラーが発生すると、０を返します。 


ｂcd_matherrでエラーが発生した場合でも、数値演算エラー情報で示されたエラー種別をセットして


終了します。 
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5-5 BCD演算ライブラリ関数リファレンス 
 


5-5-1 プログラム構成 


■LDTBCDCs.dll  C# .NET用 BCD演算クラスライブラリ 


■LDTBCD.dll   BCD演算ライブラリ本体 


 


5-5-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェ


クトを作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「LDTBCDCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using LDTBCDCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「LDTBCDCs」です。 


メソッド（関数）は LDTBCDCs.関数名 と記述して下さい。 


定数は LDTBCDCs.定数 と記述して下さい。 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1-2）を参照してください 
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5-5-3 関数一覧 


NO. 関数名 機能 
01 bcd_mov 数値の代入 
02 bcd_atobcd 文字列を数値に変換 
03 bcd_bcdtoa 数値を文字列に変換 
04 bcd_abs 数値の絶対値 
05 bcd_modfint 数値の整数部 
06 bcd_modflow 数値の小数部 
07 bcd_sign 数値の符号 
08 bcd_round 数値の切上げ/切下げ/四捨五入 
09 bcd_add/bcd_add2 数値の加算 
10 bcd_sub/bcd_sub2 数値の減算 
11 bcd_mul/bcd_mul2 数値の乗算 
12 bcd_div/bcd_div2 数値の除算 
13 bcd_pow べき乗 
14 bcd_log10 常用対数 
15 bcd_accuracy 演算精度の設定 
16 bcd_matherr ｴﾗｰ処理 


  ※ 網掛けされた関数は、ＣＥ版で制限事項のある構造体制御処理を含むため現状使用できません。 


 


5-5-4.関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 


5-5-2 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


bcd_mov 
 


機能 数値「src」の内容を「dst」に代入します。 


 


書式 IntPtr bcd_mov( ref BCD_DATA  src , ref BCD_DATA  dst ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA src  数値 


ref BCD_DATA dst  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA dstのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_atobcd 
 


機能 stringで与えられた文字列を数値に変換して resultに返します。 


指定可能な文字列として、10 進の数字／符号としての’+’’－’／先頭のスペース／小数点を表す’.’が


許されます。 


 文字列は、’¥0’または許されない文字の前までが変換されます。 


指数を示す文字列はサポートされていませんので、後ゼロあるいは小数点以下のゼロで表記すること


になります。 


 


書式 void bcd_atobcd( string  str , ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


string  str  文字列 


ref BCD_DATA result  変換数値 


 


戻り値 無し 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_bcdtoa 
 


機能 valueで与えられた数値を文字列に変換して restringに返します。 


文字列は、10進の数字で少数点以下がある場合は’.’が入り、負の数値の場合は先頭に’－‘が入ります。 


restringに格納する文字列は strsize-1文字までであり、変換された文字列が strsize以上ある場合は超える部


分が整数部ならエラーとし、少数部ならば strsize-1 までを格納し正常終了します。 


 少数部末尾の 0は文字に変換されません。 


 


書式 void bcd_bcdtoa( ref BCD_DATA  valueX , string  restring , ref int  strsize ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


int restring   変換文字列 


int strsize   restringサイズ 


 


戻り値 無し 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_abs 
 


機能 与えられた数値の絶対値を求めます。 


 指定する数値と絶対値は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_abs( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  absolute ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA absolute  絶対値 


 


戻り値 


BCD_DATA absoluteのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_modfint 
 


機能 数値 valueの整数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 int bcd_modfint( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_modflow 
 


機能 数値 valueの小数部を求め、結果を resultに返します。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr bcd_modflow( ref BCD_DATA  valueX, ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_sign 
 


機能 数値 valueの符号を返します。 


 


書式 int bcd_sign( ref BCD_DATA  valueX ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


 


戻り値 符号を返します。 


 -1 valueX < 0 


  0 valueX = 0 


  1 valueX > 0 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_round 
 


機能 数値 valueを指定桁以降で切り上げ／切り下げ／四捨五入し、*valueに返します。 


 桁が正の値または 0ならば整数部の桁を、負の値ならば少数部の桁を表します。 


 指定桁が数値の桁範囲より小さい場合は値を変えずに正常終了し、大きい場合は処理を行います。 


 処理モードが切り上げの場合、指定された桁より下の値が全て 0なら切り上げは行われません。 


 


書式 IntPtr    bcd_round( ref BCD_DATA  valueX, int  keta , int  mode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


int keta  桁（10keta） 


int mode  処理モード 


   R_UP  切り上げ 


   R_DOWN 切り下げ 


   R_4DOWN5UP 四捨五入 


 


戻り値 


BCD_DATA valueXのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 


 


5-5-10 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


bcd_add/bcd_add2 
 


機能 valueX と valueYの加算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_addは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_add2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_add( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_add2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_sub/bcd_sub2 
 


機能 valueXから valueYを減算して、結果を resultに返します。 


 bcd_subは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_sub2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_sub( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_sub2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_mul/bcd_mul2 
 


機能 valueXに valueYを乗算して、結果を resultに返します。 


 bcd_mulは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_mul2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_mul( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_mul2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_div/bcd_div2 
 


機能 valueX と valueYの除算を行い、結果を resultに返します。 


 bcd_divは演算結果の丸めを行います。 


 bcd_div2は演算結果の丸めを行いません。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_div( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 IntPtr    bcd_div2( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  *result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 


 


5-5-14 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


bcd_pow 
 


機能 べき乗（*ｖａｌｕｅＸ）(ｖａｌｕｅＹ)を求めて、結果を resultに返します。 


 演算結果がアンダーフローした場合は、結果は０になります。 


 演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_pow( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  valueY , 


ref BCD_DATA  result ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA valueY  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_log10 
 


機能 vjo常用対数演算ｌｏｇ10（ｖａｌｕeX）を行い、結果を resultに返します。 


 数値ｖａｌｕｅの範囲は valueX > 0 であり、演算結果は丸めが行われます。 


 指定する数値と演算結果は同じエリアを指定してもかまいません。 


 


書式 IntPtr    bcd_log10( ref BCD_DATA  valueX , ref BCD_DATA  result) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref BCD_DATA valueX  数値 


ref BCD_DATA result  演算結果 


 


戻り値 


BCD_DATA resultのポインタを返します。 


 


クラス LDTBCDCs 
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bcd_accuracy 
 


機能 演算精度の設定を行います。 


 


書式 void bcd_accuracy( int mode ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int mode  精度 


   BCD_SINGLE ：単精度 


   BCD_DOUBLE ：倍精度 


 


戻り値 無し。 


 


クラス LDTBCDCs 


 


5-5-17 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


5-5-18 


bcd_matherr 
 


機能 ＢＣＤ演算ライブラリの関数で発生したエラーの処理を行います。 


BCD 演算ライブラリの関数は、エラーを検知すると bcd_matherr をコールします。ユーザが独自


のエラー処理を行う場合は、bcd_matherrを定義してリンクを行います。 


 


書式 int bcd_matherr( ref bcd_exception  except ) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bcd_exception except  数値演算エラー情報 


 


戻り値 エラー処理が正常に終了すると、０以外の値を返します。 


 ｂcd_matherrでエラーが発生すると、０を返します。 


ｂcd_matherrでエラーが発生した場合でも、数値演算エラー情報で示されたエラー種別をセットして


終了します。 


 


クラス LDTBCDCs 


 


備考 


 引数の構造体 
 struct bcd_exception 
 { 
  int  type;  /* エラーの種類    */ 
  string  name  /* エラー発生関数名 */ 
  BCD_DATA  *arg1  /* 関数の第 1引数  */ 
  BCD_DATA  *arg2  /* 関数の第 2引数  */ 
 } 
 


 エラーの種類 


  BCD_NOERROR  0x00 正常 


  BCD_PARAERR  0x01 パラメータエラー 


  BCD_OVERFLOW 0x0D 計算結果が許される範囲を超えた 


  BCD_MATHERR  0x0E 数学的エラー 


  BCD_DOMAIN  0x10 引数が定義域以外 


  BCD_STRERR  0x20 不正な数値文字列 


  BCD_VALUEERR  0x21 不正な数値データ 
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6-2. OBR ライブラリ用、クラスライブラリ関数リファレンス 
 


6-2-1 プログラム構成 


■LCUDRVVB.dll  ＶＢ．ＮＥＴ用クラスライブラリ  


■LCUDRV.dll  システムライブラリ本体 


 


6-2-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌＢａｓｉｃプロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェクトを


作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「LCUDRVVB.dll」を追加してください。 


・以下のクラス構成になります。 


 LCUDRVVB.Wrap      メインクラス 


 LCUDRVVB.Wrap.Def   システムライブラリ用定数定義 


 LCUDRVVB.Wrap.Api   システムライブラリ用関数定義 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（6-1-2）を参照してください 


 


6-2-1 
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6-2-3 関数一覧 


No. 関数名 機能 


1 OBROpen OBR BIOS 開始処理 


2 OBRClose OBR BIOS 終了処理 


3 OBRGetc OBR バッファ１文字リード 


4 OBRGets OBR バッファ文字列リード 


5 OBRGetStat OBR バッファの状態参照 


6 OBRClearBuff OBR バッファのクリア 


7 OBRGetScanningMode OBR 動作モード参照 


8 OBRSetScanningMode OBR 動作モード設定 


9 OBRChangeBuffMode OBR バッファの切替え 


10 OBRGetScanningCode OBR 読取コード情報 GET 


11 OBRGetCode39Option OBR CODE-39 情報 GET 
12 OBRGetNW7Option OBR NW-7 情報 GET 


13 OBRGetWPCAOption OBR WPCA 情報 GET 
14 OBRGetWPCOption OBR WPC 情報 GET 
15 OBRGetUPCAOption OBR UPCA 情報 GET 
16 OBRGetUPCOption OBR UPC 情報 GET 
17 OBRGetIDF2o5Option OBR Industrial2of5 情報 GET 
18 OBRGetITF2o5Option OBR Interleaved2of5 情報 GET 
19 OBRGetCode93Option OBR CODE-93 情報 GET 
20 OBRGetCode128Option OBR CODE-128 情報 GET 
21 OBRGetMSIOption OBR MSI 情報 GET 
22 OBRGetIATAOption OBR IATA 情報 GET 
23 OBRGetScanningType OBR 読取方式情報 GET 
24 OBRGetBuzzer OBR ブザー制御情報 GET 
25 OBRGetLED OBR LED 制御情報 GET 


26 OBRGetBuffType OBR 出力バッファ情報 GET 


27 OBRGetSuffixChar OBR 終了コード情報 GET 


28 OBRGetModeReadAction OBR 読取動作モード情報 GET 
29 OBRGetCheckCounter OBR 照合回数情報 GET 
30 OBRGetScanningCounter OBR 読取回数情報 GET 
31 OBRGetScanningTimeout OBR スキャン終了監視タイマ情報 GET 
32 OBRSetScanningCode OBR 読取コード情報 SET 


33 OBRSetCode39Option OBR CODE-39 情報 SET 
34 OBRSetNW7Option OBR NW-7 情報 SET 
35 OBRSetWPCAOption OBR WPCA 情報 SET 
36 OBRSetWPCOption OBR WPC 情報 SET 
37 OBRSetUPCAOption OBR UPCA 情報 SET 
38 OBRSetUPCOption OBR UPC 情報 SET 
39 OBRSetIDF2o5Option OBR Industrial2of5 情報 SET 
40 OBRSetITF2o5Option OBR Interleaved2of5 情報 SET 
41 OBRSetCode93Option OBR CODE-93 情報 SET 
42 OBRSetCode128Settings OBR CODE-128 情報 SET 
43 OBRSetMSIOption OBR MSI 情報 SET 
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No. 関数名 機能 


44 OBRSetIATAOption OBR IATA 情報 SET 


45 OBRSetScanningType OBR 読取方式情報 SET 


46 OBRSetBuzzer OBR ブザー制御情報 SET 


47 OBRSetLED OBR LED 制御情報 SET 


48 OBRSetSuffixChar OBR 終了コード情報 SET 


49 OBRSetModeReadAction OBR 読取動作モード情報 SET 


50 OBRSetCheckCounter OBR 照合回数情報 SET 


51 OBRSetScanningCounter OBR 読取回数情報 SET 
52 OBRSetScanningTimeout OBR スキャン終了監視タイマ情報 SET 


53 OBRSetDefaultSymbology OBR 初期値情報 SET 
54 OBRSetIniFileOption OBR ini File 読込み情報 SET 


55 OBRUpDateIniFileOption OBR ini File 書き込み 


56 OBRGetFilterFunction OBR フィルタモード情報 GET 


57 OBRSetFilterFunction OBR フィルタモード情報 SET 


58 OBRGetFilterOnTimer OBR フィルタ ON タイマ情報 GET 
59 OBRSetFilterOnTimer OBR フィルタ ON タイマ情報 SET 


60 OBRIntLogRequest OBR LOG 情報採取要求 


 


 


6-2-4 関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 


 


6-2-3 
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OBROpen 
 


機能 ＯＢＲの開始処理を行ないます。 


①動作モードの更新 


②バッファの初期化 


③ＯＢＲシステムデータの読込み 


④ハードウエア制御（割込み etc） 


⑤トリガーキーの登録を行い、トリガーキーをドライバに専有します。 


 


書式 


 Function  OBROpen( ByVal apHwnd As IntPtr, ByVal dwMode As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ  


    IntPtr  apHwnd   ： アプリケーションウィンドウハンドル 


                    キー入力データ出力（指定したウィンドウハンドルに出力）指定する 


                    場合に本パラメータにて指定されたウィンドウハンドル 


                    に出力します 


                     注：動作モード設定の出力バッファ指定を参照して下さい 


 Int32  dwMode   ：オープンモード（以下の項目の論理和で指定） 


    OBR_CD39  ：CODE39 


    OBR_NW_7 ：NW-7 


    OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E以外)addon 


    OBR_WPC  ：WPC(UPC-E以外)  


    OBR_UPEA  ：UPC-E addon 


    OBR_UPE  ：UPC-E 


    OBR_IDF ：Industrial 2of5 


    OBR_ITF ：Interleaved 2of5 


    OBR_CD93  ：CODE93 


    OBR_CD128  ：CODE128 


    OBR_MSI  ：MSI 


    OBR_IATA  ：IATA 


    OBR_CHK_ON ：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ実行指示 


    OBR_OUT_ON ：ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ 出力指示 


 


戻り値  


 OBR_OK     0x00000000：正常終了 


 OBR_PON     0xFFFF0700：オープン済み 


6-2-4 
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 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 OBR_ERROR_HOTKEY     0xFFFF0705：RegisterHotKey ｴﾗｰ（ﾄﾘｶﾞｰｷｰ登録失敗） 


備考 


現在設定されている動作モードでオープンする場合は、オープンモードに“０”を指定します。 


オープンモードが“０”以外の場合、動作モードを一度初期化し、指定されたコードの内容で設定を行ないます。


使用コードのチェックデジット／チェックキャラクタ以外の項目は初期値になります。 


本関数で設定できない項目は、動作モードの設定関数で設定を行ってください。 


6-2-5 
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OBRClose 
 


機能 ＯＢＲの終了処理を行ないます。 


①ハードウエア制御（割込み etc） 


②トリガーキーの解放を行い、ドライバによるトリガーキー専有を解放します。 


 


書式 


 Function  OBRClose( ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ  


    なし  


 


戻り値  


 OBR_OK  0x00000000  ：正常終了 


 OBR_POF  0xFFFF0701  ：クローズ済み 


6-2-6 
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OBRGetc 
 


機能 ＯＢＲバッファから 1 文字読み出します。 


 


書式 Function  OBRGetc( ByRef dwRcd As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Int32 dwRcd ：読取りコード格納先へのポインタ 


   OBR_NONDT ：データなし  


   OBR_CD39 ：CODE39 


   OBR_NW_7 ：NW-7 


   OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E以外)addon 


   OBR_WPC  ：WPC(UPC-E以外)  


   OBR_UPEA  ：UPC-E addon 


   OBR_UPE  ：UPC-E 


   OBR_IDF  ：Industrial 2of5 


   OBR_ITF  ：Interleaved 2of5 


   OBR_CD93  ：CODE93 


   OBR_CD128  ：CODE128 


   OBR_MSI  ：MSI 


   OBR_IATA  ：IATA 


戻り値 


 ＯＢＲデータ（１文字） 


 


  ＊：未オープン状態にて本関数を実行する場合以下の異常終了が発生することがあります。 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRGets 
 


機能 ＯＢＲバッファから１コード分の文字列を読み出します。 


 


書式 Function OBRGets( ByVal buff() As Byte, ByRef dwRcd As Int32,  


ByRef lengs As Byte ) As Int32; 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte buff  ：ＯＢＲデータ出力先 


 


 Int32 dwRcd  ：読取りコード格納先 


     OBR_NONDT ：データなし  


     OBR_CD39 ：CODE39 


     OBR_NW_7 ：NW-7 


     OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E以外)addon 


     OBR_WPC  ：WPC(UPC-E以外)  


     OBR_UPEA  ：UPC-E addon 


     OBR_UPE  ：UPC-E 


     OBR_IDF  ：Industrial 2of5 


     OBR_ITF  ：Interleaved 2of5 


     OBR_CD93  ：CODE93 


     OBR_CD128  ：CODE128 


     OBR_MSI  ：MSI 


     OBR_IATA  ：IATA 


 


  Byte lengs  ：データバイト数格納先 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRGetStat 
 


機能 ＯＢＲバッファの状態を読み出します。 


 


書式 Function OBRGetStat( ByRef dwLeng As Int32, ByRef lcnt As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Int32  dwLeng   ：バッファ内の残りバイト数格納先 


 Byte  lcnt     ：バッファ内の残り段数格納先 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRClearBuff 
 


機能 ＯＢＲバッファのクリアを行います。 


 


書式 Function OBRClearBuff( ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 なし 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRGetScanningMode 
 


機能 ＯＢＲの動作モードを読込みます。 


 


書式 Function OBRGetScanningMode( ByVal modtbl As M_TBL ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 M_TBL modtbl ：動作モードテーブル格納エリア 


Public Class M_TBL 


 Public  Code As Int32    ' 読み取り可能コード 


 Public  Cd39(6) As Byte    ' Code39 


 Public  Nw7(6) As Byte    ' Nw-7 


 Public  Wpcea(6) As Byte    ' Wpc(Upc-e 以外)addon 


 Public  Wpce(6) As Byte    ' Wpc(Upc-e 以外) 


 Public  Upcea(6) As Byte ' Upc-e addon 


 Public  Upce(6) As Byte ' Upc-e 


 Public  Idsf(6) As Byte ' Industrial 2of5 


 Public  Itrf(6) As Byte ' Interleaved 2of5 


 Public  Cd93(6) As Byte ' Code93 


 Public  Cd128(6) As Byte ' Code128 


 Public  Msi(6) As Byte ' MSI 


 Public  Iata(6) As Byte ' IATA 


 Public  Resv(20, 6) As Byte ' 拡張用 


    ' 配列[0]ﾘｻﾞｰﾌﾞ 


    '     [1]読み取り桁数(Min) 


    '     [2]読み取り桁数(Max) 


    '     [3]出力フォーマット 


    '     [4]ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ実行指示 


    '     [5]ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ 出力指示 


 Public  Type As Byte ' 読み取り方式の設定 


 Public  Gain As Byte ' Reserved 


 Public  Buzc As Byte ' ブザーコントロールの設定 


 Public  Ledc As Byte ' LED コントロールの設定 


 Public  Bufc As Byte ' 出力バッファの設定 


 Public  Endc As Byte ' 終了コードの設定 


 Public  Mode As Byte ' 通常読み/段数読み指定 


 Public  Dumy As Byte ' 拡張用 
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 Public  cmp_ct As Int32 ' 照合回数 


 Public  rd_ct As Int32 ' 読み取り回数 


 Public  scn_tm As Int32 ' 終了監視ﾀｲﾏｶｳﾝﾀ 


 Public  gobrW_LCid As Int32 ' 拡張用 


 Public  gobrW_SMid As Int32 ' 拡張用 


 Public  gobrW_OWid As Int32 ' 拡張用 


End Class 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


備考 


動作モードテーブルの内容については、P. 6-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


本関数で参照できない項目は、データ管理関数を参照してください。 
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OBRSetScanningMode 
 


機能 ＯＢＲの動作モードを書込みます。 


①読取り誤動作を防止するため、ＯＢＲオープン中の本関数の実行はできません。 


また本関数実行前に、ＯＢＲバッファをクリアしてください。 


②設定パラメータ内にエラーを発見した場合、そのパラメータについては無効としますが、その他のパラメータ


については設定を引続き行ないます。 


（パラメータ内に１つ以上エラーがあった場合の戻り値は、E_PRM とします） 


 


書式 Function OBRSetScanningMode( ByVal modtbl As M_TBL ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 M_TBL   modtbl ：動作モードテーブル格納エリア 


     （構造体は OBRGetScanningMode関数を参照） 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


備考 


動作モードテーブルの内容については、P.6-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


本関数で設定できない項目は、データ管理関数を用いて設定してください。 
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■動作モードテーブル 
項目 内容  初期値 設定 参照 
読取りコード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４バイト） 


b31     b0 
 
 
               
         CODE39 
 リザーブ       NW-7 
        WPC addon 
              WPC 
         UPC E addon 


                                          UPCE 
       IDF 
                                          ITF 


                   CODE93
                                     CODE128      


         MSI 
                                              IATA 


 
＊１ 読取るコードに該当するビットをＯＮ（１）にします。 
（OBR_open関数のオープンモード指定マクロの論理和でも設定可能） 
＊２ 読取り精度を高めるため、必要なコードのみ読取り設定することを 
推奨します。 


全て 
選択 
(FFFh) 


○ ○ 


読取り桁数の設定 
 
出力フォーマット 
の設定 
 
チェックデジット 
の計算指定 
 
チェックキャラクタの


出力指定 
 
 
 
 
（１９２バイト） 


リザーブ Min Max 出力
ﾌｫｰﾏｯﾄ


ﾁｪｯｸ
ﾃﾞｼﾞｯﾄ


ﾁｪｯｸ
ｷｬﾗｸﾀ


FFh 2 38 0 *1 0 1 CODE-39
FFh 2 38 0 *2 - - NW-7
FFh 10 18 - 1 - WPC(UPCE以外) addon
FFh 8 13 - 1 - WPC(UPCE以外)
FFh 9 12 - 1 1 UPCE addon
FFh 7 7 ー 1 1 UPCE 
FFh 2 40 - 1 1 Industrial 2of5
FFh 4 40 - 1 1 Interleaved 2of5
FFh 3 40 - 1 - CODE-93
FFh 2 64 0 *3 1 - CODE-128
FFh 1 40 - 1 *4 1 MSI
FFh 1 40 - 0 *5 - IATA
FFh - - - - - リザーブ


- 指定なし（各種コードの固定値）
変更不可（値のチェックなし）


ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF：計算無し OBR_CHKDON：計算有り
ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ OBR_CHKKOFF：出力無し OBR_CHKKON：出力有り


*1 CODE39 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_39SON(00h)：Start/Stopコード有り
OBR_39SOFF(01h)：Start/Stopコード無し
OBR_39ASON(02h)：Full ASCII Start/Stopコード有り
OBR_39ASOFF(03h)：Full ASCII Start/Stopコード無し


*2 NW-7 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_NWSON(00h)：Start/Stopコード有り
OBR_NWSOFF(01h)：Start/Stopコード無し


*3 CODE128 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_128AON(00h)：変換後(ASCII)のﾃﾞｰﾀを出力
OBR_128AOFF(01h)：変換前のﾃﾞｰﾀを出力
OBR_128EAN(02h)：EAN-128出力有り
OBR_128AIM(06h)：EAN-128コードID出力有り
OBR_128FNC(0Ah)：EAN-128Fnc→GS出力有り
変換前/後の対応は本仕様書最終頁参照


*4 MSIﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF(00h)：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ無し
OBR_CHKDON(01h)：1 桁，mod10
OBR_CDMSEV(02h)：2 桁，1st : mod11 2nd : mod 10
OBR_CDMSTN(03h)：2 桁，1st : mod10 2nd : mod 10


*5 IATAﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF(00h)：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ無し(読取り桁数1-40)
OBR_CHKDON(01h)：最終ｷｬﾗｸﾀ以外を対象(読取り桁数2-40)
OBR_CDMSEV(02h)：ｸｰﾎﾟﾝ番号/数値部を対象(読取り桁数15-17)
OBR_CDMSTN(03h)：数値部を対象(読取り桁数15-17)  


左の表 
参照 


○ ○ 
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項目 内容 初期値 参照 設定 
読取り方式の設定 
 
 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_TYPE0(00h)：単発読み 
                  OBR_TYPE1(01h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ有り) 
                  OBR_TYPE2(02h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ無し) 


(非公開) 
                  OBR_TYPE3(03h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ切替え) 


(非公開) 
                  OBR_TYPE4(04h)：連続読み(2 ｱｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ) 


(非公開) 
                  OBR_TYPE5(05h)：連続読み(回数読み) 


(非公開) 


連続 
読み 


○ ○ 


ブザー制御の設定 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_BUZOFF(00h)：ブザー制御無し 
                  OBR_BUZON(01h)：ブザー制御有り 


ブザー 
有り 


○ ○ 


ＬＥＤ制御の設定 
 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_LEDOFF(00h)：ＬＥＤ制御無し 
                  OBR_LEDON(01h)：ＬＥＤ制御有り 
                  OBR_LEDEROF(02h)：ＬＥＤ制御有り(ｴﾗｰ除く) 


ＬＥＤ有り 
(ｴﾗｰ 
除く) 


○ ○ 


出力バッファ 
の参照 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_BUFOBR(00h)：ＯＢＲバッファに出力 
                  OBR_STOFF(02h)：ＫＥＹバッファに出力 
                         （OBROpen 要求にて指定された、 


ウィンドウハンドルにキー出力） 


OBR_ASTOFF(03h)：ＫＥＹバッファに出力 
（アクティブ状態のウィンドウに 
キー出力） 


 


ＯＢＲ 
ﾊﾞｯﾌｧ 


○ × 


修了コードの設定 
(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの最後尾
に付加するｺｰﾄﾞ) 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_ENDCR(00h)：ＣＲ 
                  OBR_ENDLF(01h)：ＬＦ 
                  OBR_ENDCL(02h)：ＣＲ＋ＬＦ 
 


CR ○ ○ 


読取り動作の設定 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_NORM(00h)：通常読み 
                  OBR_DANN(01h)：段数読み 


通常 
読み 


○ ○ 


照合回数の設定 
（４バイト） 


照合回数は、読み取ったバーコードの正当性をとる為、照合回数分同一


バーコードデータ読み取りを行います。 
（指定範囲 1～9） 


1 ○ ○ 


読取り回数の設定 
（４バイト） 


読取り方式を連続読みに指定した場合、読取り回数分連続にバーコード


の読み取りを行います。 
（指定範囲 1～9） 


3 ○ ○ 


読取り監視タイマ 
（４バイト） 


読み取りを開始してから読み取り終了までの監視タイマです。 
（指定範囲 1～9（単位：秒）） 


5 ○ ○ 


フィルタモード設定 
（４バイト） 


b31     b0 
             OBR_NOFILTER (0)：フィルタ無 
             OBR_SOFTFILTER (1)：ソフトフィルタ有 
             OBR_HARDFILTER (2)：ハードフィルタ有 
             OBR_SOFTHARDFILTER (3)：ソフト/ハードフィルタ有 
 


0 ○ ○ 


フィルタＯＮ監視 
タイマ（４バイト） 


読取開始（デコード開始）から、フィルタ ONするまでのタイマです。 
（指定範囲 1～8（単位：秒）） 


3 ○ ○ 


 


動作モードテーブル内で、記載されていない数値を設定した場合、パラメータエラーとします。 


 


6-2-15 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRChangeBuffMode 
 


機能 ＯＢＲデータの出力先を、ＯＢＲバッファまたは、ＫＥＹバッファのどちらかに切替えます。 


ＫＥＹバッファの指定にはOBROpen 要求にて指定された、ウィンドウハンドルにキー出力 


するタイプとアクティブ状態のウィンドウにキー出力するタイプの 2 種類があります。 


 


書式 Function OBRChangeBuffMode( ByVal buftyp As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte buftype ：バッファ種別 


     OBR_BUFOBR 0x00 ：ＯＢＲバッファ 


      0x01 ：（予約） 


     OBR_STOFF 0x02 ：ＫＥＹバッファ 


                               （OBROpen要求にて指定された、 


ウィンドウハンドルにキー出力） 


     OBR_ASTOFF 0x03 ：ＫＥＹバッファ 


（アクティブ状態のウィンドウ 


にキー出力） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRGetScanningCode 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、読取コード情報（有効/無効）を読込みます。 


 


書式 Function OBRGetScanningCode( ByRef lpdwMode As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Int32  lpdwMode ：読取コード情報格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


読取コード情報の内容については、P.6-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetCode39Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、Ｃｏｄｅ３９情報を読込みます。 


 


書式 Function OBRGetCode39Option( ByRef pEnabled As Boolean, 


                      ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


                      ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


                      ByRef lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：CODE39 コードの状態格納エリア 


TRUE：Code39 有効 


FALSE：Code39 無効 


  Byte   lpbMinLength：Code39 最小桁数格納エリア 


  Byte   lpbMaxLength：Code39 最大桁数格納エリア 


  Byte   lpbOutFormat：Code39 出力フォーマット格納エリア 


  Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


  Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Ｃｏｄｅ３９情報の内容については、P.6-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetNW7Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、ＮＷ７情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetNW7Option( ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


Byref lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：NW7 コードの状態格納エリア 


TRUE：NW7 有効 


FALSE：NW7 無効 


   Byte   lpbMinLength：NW7 最小桁数格納エリア 


  Byte   lpbMaxLength：NW7 最大桁数格納エリア 


   Byte   lpbOutFormat：NW7 出力フォーマット格納エリア 


  Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


  Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ＮＷ７情報の内容については、P.6-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetWPCAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、WPCA情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetWPCAOption( ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


ByRef lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：WPCA コードの状態格納エリア 


TRUE：WPCA 有効 


FALSE：WPCA 無効 


   Byte   lpbMinLength：WPCA 最小桁数格納エリア 


   Byte   lpbMaxLength：WPCA 最大桁数格納エリア 


   Byte   lpbOutFormat：WPCA 出力フォーマット格納エリア 


   Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


   Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


WPCA 情報の内容については、P.6-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-20 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetWPCOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、Code39情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetWPCOption( ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


ByRef lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：WPC コードの状態格納エリア 


TRUE：WPC 有効 


FALSE：WPC 無効 


   Byte   lpbMinLength：WPC 最小桁数格納エリア 


   Byte   lpbMaxLength：WPC 最大桁数格納エリア 


   Byte   lpbOutFormat：WPC 出力フォーマット格納エリア 


   Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


   Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


WPC 情報の内容については、P.6-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-21 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetUPCAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、UPCA情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetUPCAOption( ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


ByRef lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：UPCA コードの状態格納エリア 


TRUE：UPCA 有効 


FALSE：UPCA 無効 


   Byte   lpbMinLength：UPCA 最小桁数格納エリア 


   Byte   lpbMaxLength：UPCA 最大桁数格納エリア 


   Byte   lpbOutFormat：UPCA 出力フォーマット格納エリア 


   Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


   Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


UPCA 情報の内容については、P.6-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-22 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetUPCOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、UPC情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetUPCOption( ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


ByRef lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：UPC コードの状態格納エリア 


TRUE：UPC 有効 


FALSE：UPC 無効 


   Byte   lpbMinLength：UPC 最小桁数格納エリア 


   Byte   lpbMaxLength：UPC 最大桁数格納エリア 


   Byte   lpbOutFormat：UPC 出力フォーマット格納エリア 


   Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


   Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


UPC 情報の内容については、P.6-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-23 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetIDF2o5Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、ＩＤＦ（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ ２ｏｆ５）情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetIDF2o5Option( ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


ByRef lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：IDF コードの状態格納エリア 


TRUE：IDF 有効 


FALSE：IDF 無効 


   Byte   lpbMinLength：IDF 最小桁数格納エリア 


   Byte   lpbMaxLength：IDF 最大桁数格納エリア 


   Byte   lpbOutFormat：IDF 出力フォーマット格納エリア 


   Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


   Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ＩＤＦ（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ ２ｏｆ５）情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-24 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetITF2o5Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、ＩＴＦ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ｏｆ５）情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetITF2o5Option( ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


ByRef lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：ITF コードの状態格納エリア 


TRUE：ITF 有効 


FALSE：ITF 無効 


   Byte   lpbMinLength：ITF 最小桁数格納エリア 


   Byte   lpbMaxLength：ITF 最大桁数格納エリア 


   Byte   lpbOutFormat：ITF 出力フォーマット格納エリア 


   Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


   Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ＩＴＦ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ｏｆ５）情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-25 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetCode93Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、Code93情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetCode93Option( ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


ByRef lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：CODE93 コードの状態格納エリア 


TRUE：Code93 有効 


FALSE：Code93 無効 


   Byte   lpbMinLength：Code93 最小桁数格納エリア 


   Byte   lpbMaxLength：Code93 最大桁数格納エリア 


   Byte   lpbOutFormat：Code93 出力フォーマット格納エリア 


   Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


   Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Code93 情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-26 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetCode128Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、Code128情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetCode128Option( ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


ByRef lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：CODE128 コードの状態格納エリア 


TRUE：Code128 有効 


FALSE：Code128 無効 


   Byte   lpbMinLength：Code128 最小桁数格納エリア 


   Byte   lpbMaxLength：Code128 最大桁数格納エリア 


   Byte   lpbOutFormat：Code128 出力フォーマット格納エリア 


   Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


   Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Code128 情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-27 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetMSIOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、MSI情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetMSIOption( ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


ByRef lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：MSI コードの状態格納エリア 


TRUE：MSI 有効 


FALSE：MSI 無効 


   Byte   lpbMinLength：MSI 最小桁数格納エリア 


   Byte   lpbMaxLength：MSI 最大桁数格納エリア 


   Byte   lpbOutFormat：MSI 出力フォーマット格納エリア 


   Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


   Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


MSI 情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-28 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetIATAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、IATA情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetIATAOption( ByRef pEnabled As Boolean, 


ByRef lpbMinLength As Byte, ByRef lpbMaxLength As Byte, 


ByRef lpbOutFormat As Byte, ByRef lpbCheckDigit As Byte, 


ByRef lpbCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Boolean pEnabled：IATA コードの状態格納エリア 


TRUE：IATA 有効 


FALSE：IATA 無効 


   Byte   lpbMinLength：IATA 最小桁数格納エリア 


   Byte   lpbMaxLength：IATA 最大桁数格納エリア 


   Byte   lpbOutFormat：IATA 出力フォーマット格納エリア 


   Byte   lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリア 


   Byte   lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


IATA 情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-29 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetScanningType 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、読取方式情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetScanningType ( ByRef lpbMode As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


  Byte  lpbMode：読取方式情報格納エリア 


OBR_TYPE0：単発読み 


OBR_TYPE1：連続読み（トリガキー有り） 


OBR_TYPE2：連続読み（トリガキー無し（非公開）） 


OBR_TYPE3：連続読み（トリガキー切替（非公開）） 


OBR_TYPE4：連続読み(２アクションモード（非公開）) 


OBR_TYPE5：連続読み(回数読み（非公開）) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


読取り方式情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-30 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetBuzzer 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、ブザー制御情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetBuzzer( ByRef lpbMode As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Byte  lpbMode：ブザー制御情報格納エリア 


OBR_BUZOFF：ブザー制御無し 


OBR_BUZON：ブザー制御有り 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ブザー制御情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-31 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetLED 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、LED制御情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetLED( ByRef lpbMode As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Byte  lpbMode：ＬＥＤ制御情報格納エリア 


OBR_LEDOFF：LED 制御無し 


OBR_LEDON：LED 制御有り 


OBR_LEDEROF：LED 制御有り (エラーなし) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


LED制御情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-32 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetBuffType 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、出力バッファ情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetBuffType( ByRef lpbType As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Byte  lpbType：出力バッファ情報格納エリア 


OBR_BUFOBR：OBR データバッファ 


OBR_STOFF：KEY バッファ選択（指定ｳｨﾝﾄﾞｳﾊﾝﾄﾞﾙ（START コード無し）） 


OBR_ASTOFF：KEY バッファ選択（ｱｸﾃｨﾌﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳﾊﾝﾄﾞﾙ（START コード無し）） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


出力バッファ情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-33 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetSuffixChar 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、終了コード情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetSuffixChar( ByRef lpbEndchar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ByRef  lpbEndchar：終了コード情報格納エリア 


OBR_ENDCR：CR コード(0Dh) 


OBR_ENDLF：LF コード(0Ah) 


OBR_ENDCL：CR コード+LF コード(0D0Ah) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


終了コード情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-34 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetModeReadAction 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、読取り動作モード情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetModeReadAction ( ByRef lpbType As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte  lpbType：読取動作モード情報格納エリア 


        OBR_NORM：通常読み 


OBR_DANN：段数読み 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


読取り動作モード情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-35 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetCheckCounter 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、照合回数情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetCheckCounter ( ByRef lpiCounter As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Int32  lpiCounter：照合回数情報格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


照合回数情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-36 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetScanningCounter 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、読取り回数情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetScanningCounter( ByRef lpiCounter As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Int32  lpiCounter：読取回数情報格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


読取り回数情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-37 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetScanningTimeout 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、スキャン終了監視タイマ情報を読込みます。 


 


書式  


Function OBRGetScanningTimeout( ByRef lpiTimer As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Int32  lpiTimer：スキャン終了監視タイマ情報格納エリア 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


スキャン終了監視タイマ情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-38 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetScanningCode 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された読取コード情報を設定します。 


 


書式  


Function OBRSetScanningCode( ByVal dwMode As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Int32  dwMode：設定する読取コード情報 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


読取りコード情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-39 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetCode39Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたＣＯＤＥ３９情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetCode39Option( ByVal bEnabled As Byte, 


ByVal bMinLength As Byte, ByVal bMaxLength As Byte, 


ByVal bOutFormat As Byte, ByVal bCheckDigit As Byte, 


ByVal bCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte bEnabled：Code39 コード使用の有効／無効設定情報 


       OBR_CODE_ENBLE：Code39 有効 


OBR_CODE_DISABLE：Code39 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：Code39 コード使用の有効／無効設定内容継続 


    Byte  bMinLength：Code39 最小桁数設定値 


    Byte  bMaxLength：Code39 最大桁数設定値 


    Byte  bOutFormat：Code39 出力フォーマット設定値 


    Byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


  Byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Code39情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-40 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetNW7Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された NW7情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetNW7Option( ByVal bEnabled As Byte, 


ByVal bMinLength As Byte, ByVal bMaxLength As Byte, 


ByVal bOutFormat As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte bEnabled：NW7 コード使用の有効／無効設定情報 


       OBR_CODE_ENBLE：NW7 有効 


OBR_CODE_DISABLE：NW7 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：NW7 コード使用の有効／無効設定内容継続 


    Byte  bMinLength：NW7 最小桁数設定値 


    Byte  bMaxLength：NW7 最大桁数設定値 


    Byte  bOutFormat：NW7 出力フォーマット設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


NW7情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


6-2-41 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetWPCAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された WPCA情報を設定します。 


 


書式  


Function OBRSetWPCAOption( ByVal bEnabled As Byte, 


ByVal bCheckDigit As Byte) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte bEnabled：WPCA コード使用の有効／無効設定情報 


       OBR_CODE_ENBLE：WPCA 有効 


OBR_CODE_DISABLE：WPCA 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：WPCA コード使用の有効／無効設定内容継続 


    Byte bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


WPCA情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-42 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetWPCOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された WPC情報を設定します。 


 


書式  


Function OBRSetWPCOption( ByVal bEnabled As Byte, 


ByVal bCheckDigit As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte bEnabled：WPC コード使用の有効／無効設定情報 


       OBR_CODE_ENBLE：WPC 有効 


OBR_CODE_DISABLE：WPC 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：WPC コード使用の有効／無効設定内容継続 


Byte bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


WPC情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-43 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetUPCAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された UPCA情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetUPCAOption( ByVal bEnabled As Byte, 


ByVal bCheckDigit As Byte, ByVal bCheckChar As Byte); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte bEnabled：UPCA コード使用の有効／無効設定情報 


       OBR_CODE_ENBLE：UPCA 有効 


OBR_CODE_DISABLE：UPCA 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：UPCA コード使用の有効／無効設定内容継続 


    Byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


    Byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


UPCA情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-44 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetUPCOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された UPC情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetUPCOption( ByVal bEnabled As Byte, 


ByVal bCheckDigit As Byte, ByVal bCheckChar As Byte) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte bEnabled：UPC コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：UPC 有効 


OBR_CODE_DISABLE：UPC 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：UPC コード使用の有効／無効設定内容継続 


    Byte   bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


    Byte   bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


UPC情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-45 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetIDF2o5Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたＩＤＦ（Industrial2of5）情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetIDF2o5Opti on( ByVal Enabled As Byte, 


ByVal bMinLength As Byte, ByVal bMaxLength As Byte, 


ByVal bCheckDigit As Byte, ByVal bCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte  bEnabled：IDF コード使用の有効／無効設定情報 


       OBR_CODE_ENBLE：IDF 有効 


OBR_CODE_DISABLE：IDF 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：IDF コード使用の有効／無効設定内容継続 


    Byte  bMinLength：IDF 最小桁数設定値 


    Byte  bMaxLength：IDF 最大桁数設定値 


    Byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


Byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


IDF情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-46 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetITF2o5Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたＩＴＦ（Interleaved2of5）情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetITF2o5Option( ByVal bEnabled As Byte, 


ByVal bMinLength As Byte, ByVal bMaxLength As Byte, 


ByVal bCheckDigit As Byte, ByVal bCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte  bEnabled：ITF コード使用の有効／無効設定情報 


       OBR_CODE_ENBLE：ITF 有効 


OBR_CODE_DISABLE：ITF 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：ITF コード使用の有効／無効設定内容継続 


    Byte  bMinLength：ITF 最小桁数設定値 


    Byte  bMaxLength：ITF 最大桁数設定値 


    Byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


    Byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ITF情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-47 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetCode93Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された Code93 情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetCode93Option( ByVal bEnabled As Byte, 


ByVal bMinLength As Byte, ByVal bMaxLength As Byte, 


ByVal bCheckDigit As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte  bEnabled：Code93 コード使用の有効／無効設定情報 


       OBR_CODE_ENBLE：Code93 有効 


OBR_CODE_DISABLE：Code93 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：Code93 コード使用の有効／無効設定内容継続 


    Byte  bMinLength：Code93 最小桁数設定値 


    Byte  bMaxLength：Code93 最大桁数設定値 


Byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Code93情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-48 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetCode128Settings 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された Code128 情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetCode128Settings( ByVal bEnabled As Byte, 


ByVal bMinLength As Byte, ByVal bMaxLength As Byte, 


ByVal bOutFormat As Byte, ByVal bCheckDigit As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte  bEnabled：Code128 コード使用の有効／無効設定情報 


       OBR_CODE_ENBLE：Code128 有効 


OBR_CODE_DISABLE：Code128 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：Code128 コード使用の有効／無効設定内容継続 


    Byte  bMinLength：Code128 最小桁数設定値 


    Byte  bMaxLength：Code128 最大桁数設定値 


    Byte  bOutFormat：Code128 出力フォーマット設定値 


Byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Code128情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-49 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetMSIOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたMSI 情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetMSIOption( ByVal bEnabled As Byte, 


ByVal bMinLength As Byte, ByVal bMaxLength As Byte, 


ByVal bCheckDigit As Byte, ByVal bCheckChar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte  bEnabled：MSI コード使用の有効／無効設定情報 


       OBR_CODE_ENBLE：MSI 有効 


OBR_CODE_DISABLE：MSI 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：MSI コード使用の有効／無効設定内容継続 


    Byte  bMinLength：MSI 最小桁数設定値 


    Byte  bMaxLength：MSI 最大桁数設定値 


    Byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


Byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


MSI情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-50 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetIATAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された IATA 情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetIATAOption( ByVal bEnabled As Byte, 


ByVal bMinLength As Byte, ByVal bMaxLength As Byte, 


ByVal bCheckDigit As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte  bEnabled：IATA コード使用の有効／無効設定情報 


       OBR_CODE_ENBLE：IATA 有効 


OBR_CODE_DISABLE：IATA 無効 


       OBR_CODE_IGNORE：IATA コード使用の有効／無効設定内容継続 


    Byte  bMinLength：IATA 最小桁数設定値 


    Byte  bMaxLength：IATA 最大桁数設定値 


Byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


IATA情報の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-51 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetScanningType 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された読取方式情報を設定します。 


 


書式  


Function OBRSetScanningType ( ByVal bType As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte bType：設定する読取方式情報 


        OBR_TYPE0：単発読み 


OBR_TYPE1：連続読み（トリガキー有り） 


OBR_TYPE2：連続読み（トリガキー無し（非公開）） 


        OBR_TYPE3：連続読み（トリガキー切替（非公開）） 


        OBR_TYPE4：連続読み(２アクションモード（非公開）) 


OBR_TYPE5：連続読み(回数読み（非公開）) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-52 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetBuzzer 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたブザー制御情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetBuzzer( ByVal bMode As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte bMode：設定するブザー制御情報 


        OBR_BUZOFF：ブザー制御無し 


OBR_BUZON：ブザー制御有り 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モード中の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-53 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetLED 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された LED制御情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetLED( ByVal bMode As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte bMode：設定するＬＥＤ制御情報 


        OBR_LEDOFF：LED 制御無し 


OBR_LEDON：LED 制御有り 


OBR_LEDEROF：LED 制御有り (エラーなし) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モード中の内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 


6-2-54 
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OBRSetSuffixChar 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された終了コード情報を設定します。 


 


書式  


 function OBRSetSuffixChar( ByVal bEndchar As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte bEndchar：設定する終了コード情報 


        OBR_ENDCR：CR コード(0Dh) 


OBR_ENDLF：LF コード(0Ah) 


OBR_ENDCL：CR コード+LF コード(0D0Ah) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetModeReadAction 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された読取り動作モード情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetModeReadAction ( ByVal bType As Byte ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Byte bType：設定する読取動作モード情報 


        OBR_NORM：通常読み 


OBR_DANN：段数読み 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetCheckCounter 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された照合回数情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetCheckCounter( ByVal iCounter As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Int32 iCounter：設定する照合回数情報（指定範囲 1～９） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetScanningCounter 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された読取り回数情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetScanningCounter( ByVal iCounter As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Int32 iCounter：設定する読取回数情報（指定範囲 1～９） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetScanningTimeout 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたスキャン終了監視タイマ情報を設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetScanningTimeout( ByVal iTimer As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Int32  iTimer：設定するスキャン終了監視タイマ情報（指定範囲 1～９（単位：秒）） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetDefaultSymbology 
 


機能 ＯＢＲの動作モードを、初期値（ＯＢＲドライバ、デフォルト値）に設定します。 


 


書式  


 Function OBRSetDefaultSymbology( ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.6-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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OBRSetIniFileOption 
 


機能 ini Ｆｉｌｅの読込みを行い、ＯＢＲドライバの動作モード初期値（ＯＢＲドライバ、デフォルト値）の変更を行います。 


 


書式  


 Function OBRSetIniFileOption( ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ini File が存在しない場合でも、正常終了します。 
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OBRUpDateIniFileOption 
 


機能 ＯＢＲドライバの、現在の動作モードを ini Ｆｉｌｅに書き込みを行います。 


 


書式  


 Function OBRUpDateIniFileOption( ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRGetFilterFunction 
 


機能 ＯＢＲドライバの、現在のフィルタモード情報を読み込みます。 


 


書式  


 Function OBRGetFilterFunction( ByRef lpdwFuncMode As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Int32 lpdwFuncMode：フィルタモード情報格納エリア 


      OBR_NOFILTER   ：フィルタ未使用 


     OBR_SOFTFILTER  ：ソフトフィルタ使用 


      OBR_HARDFILTER  ：ハードフィルタ使用 


OBR_SOFTHARDFILTER：ソフト及びハードフィルタ使用 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRSetFilterFunction 
 


機能 ＯＢＲドライバの、現在のフィルタモード情報の設定を行います。 


 


書式  


 Functiont OBRSetFilterFunction( ByVal dwFuncMode ) As In32; 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 Int32  dwFuncMode：フィルタモード情報設定値 


      OBR_NOFILTER   ：フィルタ未使用 


     OBR_SOFTFILTER  ：ソフトフィルタ使用 


      OBR_HARDFILTER  ：ハードフィルタ使用 


OBR_SOFTHARDFILTER：ソフト及びハードフィルタ使用 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRGetFilterOnTimer 
 


機能 ＯＢＲドライバの、現在のフィルタＯＮタイマ情報を読込みます。 


 


書式  


 Function OBRGetFilterOnTimer( ByRef lpiTimer As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Int32 lpiTimer：フィルタ ONタイマ情報格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


 フィルタ ON タイマ：スキャン開始（デコード開始）からソフト／ハードフィルタ ONするまでの時間 
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OBRSetFilterOnTimer 
 


機能 ＯＢＲドライバの、現在のフィルタＯＮタイマ情報の設定を行います。 


 


書式  


 Function OBRSetFilterOnTimer( ByVal iTimer As Int32 ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


Int32  iTimer：フィルタ ON タイマ情報設定値 


            （秒単位、範囲：1～8） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


 フィルタ ON タイマ：スキャン開始（デコード開始）からソフト／ハードフィルタ ONするまでの時間 
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6-2-67 


OBRIntLogRequest 
 


機能 OBR ドライバ（スキャナ部、デコーダ部）にて採取したＬＯＧ情報取り出し要求を行います。 


ドライバは本関数を受付ける事によりＬＯＧ情報をファイルに出力します。 


  スキャナ部：ObrLog.dat（ルートディレクトリに作成します） 


  デコーダ部：DecodeLog.dat（ルートディレクトリに作成します） 


 


書式  


 Function OBRIntLogRequest( ) As Int32 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 


 


戻り値 


 OBR_OK  0x00000000：正常終了 
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§5-2．OBR ライブラリ 関数リファレンス 
 


5-2-1 プログラム構成 


■LCUDRVCs.dll  C# .NET用 OBR クラスライブラリ 


■LCUDRV.dll   OBR ライブラリ本体 


 


5-2-2 使用方法 


・ＶｉｓｕａｌＳｔｕｄｉｏ．ＮＥＴを起動し、ＶＩｓｕａｌ C# プロジェクト － スマートデバイスアプリケーションにてプロジェクトを


作成してください。 


・作成したプロジェクトの「参照設定」に「LCUDRVCs.dll」を追加してください。 


・プロジェクトのソースファイルの先頭に 「using LCUDRVCs;」を記入して下さい。 


・システムライブラリのクラスは「LCUDRVCs」です。 


メソッド（関数）は LCUDRVCs.関数名 と記述して下さい。 


定数は LCUDRVCs.定数 と記述して下さい。 


 


［使用例］ 


システムライブラリ用の使用例（5-1-2）を参照してください 
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5-2-3 関数一覧 


NO. 関数名 機能 
01 OBROpen OBR BIOS 開始処理 
02 OBRClose OBR BIOS 終了処理 
03 OBRGetc OBR バッファ１文字リード 
04 OBRGets OBR バッファ文字列リード 
05 OBRGetStat OBR バッファの状態参照 
06 OBRClearBuff OBR バッファのクリア 
07 OBRGetScanningMode OBR 動作モード参照 
08 OBRSetScanningMode OBR 動作モード設定 
09 OBRChangeBuffMode OBR バッファの切替え 
10 OBRGetScanningCode OBR 読取コード情報 GET 
11 OBRGetCode39Option OBR CODE-39 情報 GET 
12 OBRGetNW7Option OBR NW-7 情報 GET 
13 OBRGetWPCAOption OBR WPCA 情報 GET 
14 OBRGetWPCOption OBR WPC 情報 GET 
15 OBRGetUPCAOption OBR UPCA 情報 GET 
16 OBRGetUPCOption OBR UPC 情報 GET 
17 OBRGetIDF2o5Option OBR Industrial2of5 情報 GET 
18 OBRGetITF2o5Option OBR Interleaved2of5 情報 GET 
19 OBRGetCode93Option OBR CODE-93 情報 GET 
20 OBRGetCode128Option OBR CODE-128 情報 GET 
21 OBRGetMSIOption OBR MSI 情報 GET 
22 OBRGetIATAOption OBR IATA 情報 GET 
23 OBRGetScanningType OBR 読取方式情報 GET 
24 OBRGetBuzzer OBR ブザー制御情報 GET 
25 OBRGetLED OBR LED 制御情報 GET 
26 OBRGetBuffType OBR 出力バッファ情報 GET 
27 OBRGetSuffixChar OBR 終了コード情報 GET 
28 OBRGetModeReadAction OBR 読取動作モード情報 GET 
29 OBRGetCheckCounter OBR 照合回数情報 GET 
30 OBRGetScanningCounter OBR 読取回数情報 GET 
31 OBRGetScanningTimeout OBR スキャン終了監視タイマ情報 GET 
32 OBRSetScanningCode OBR 読取コード情報 SET 
33 OBRSetCode39Option OBR CODE-39 情報 SET 
34 OBRSetNW7Option OBR NW-7 情報 SET 
35 OBRSetWPCAOption OBR WPCA 情報 SET 
36 OBRSetWPCOption OBR WPC 情報 SET 
37 OBRSetUPCAOption OBR UPCA 情報 SET 
38 OBRSetUPCOption OBR UPC 情報 SET 
39 OBRSetIDF2o5Option OBR Industrial2of5 情報 SET 
40 OBRSetITF2o5Option OBR Interleaved2of5 情報 SET 
41 OBRSetCode93Option OBR CODE-93 情報 SET 
42 OBRSetCode128Settings OBR CODE-128 情報 SET 
43 OBRSetMSIOption OBR MSI 情報 SET 
44 OBRSetIATAOption OBR IATA 情報 SET 
45 OBRSetScanningType OBR 読取方式情報 SET 
46 OBRSetBuzzer OBR ブザー制御情報 SET 
47 OBRSetLED OBR LED 制御情報 SET 
48 OBRSetSuffixChar OBR 終了コード情報 SET 
49 OBRSetModeReadAction OBR 読取動作モード情報 SET 
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NO. 関数名 機能 
50 OBRSetCheckCounter OBR 照合回数情報 SET 
51 OBRSetScanningCounter OBR 読取回数情報 SET 
52 OBRSetScanningTimeout OBR スキャン終了監視タイマ情報 SET 
53 OBRSetDefaultSymbology OBR 初期値情報 SET 
54 OBRSetIniFileOption OBR ini File 読込み情報 SET 
55 OBRUpDateIniFileOption OBR ini File 書き込み 
56 OBRGetFilterFunction OBR フィルタモード情報 GET 
57 OBRSetFilterFunction OBR フィルタモード情報 SET 
58 OBRGetFilterOnTimer OBR フィルタ ON タイマ情報 GET 
59 OBRSetFilterOnTimer OBR フィルタ ON タイマ情報 SET 
60 OBRIntLogRequest OBR LOG 情報採取要求 


 


5-2-4 関数リファレンス 


次頁より、関数リファレンスを説明します。 
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OBROpen 
 


機能 ＯＢＲの開始処理を行ないます。 


①動作モードの更新 


②バッファの初期化 


③ＯＢＲシステムデータの読込み 


④ハードウエア制御（割込み etc） 


⑤トリガーキーの登録を行い、トリガーキーをドライバに専有します。 


 


書式 int  OBROpen(HANDEL apHwnd,uint dwMode); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


    HANDEL apHwnd    ：アプリケーションウィンドウハンドル 


                     キー入力データ出力（指定したウィンドウハンドルに出力）指定する 


                     場合に本パラメータにて指定されたウィンドウハンドルに出力します 


                    注：動作モード設定の出力バッファ指定を参照して下さい 


 uint  dwMode   ：オープンモード（以下の項目の論理和で指定） 


    OBR_CD39  ：CODE39 


    OBR_NW_7 ：NW-7 


    OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E以外)addon 


    OBR_WPC  ：WPC(UPC-E以外)  


    OBR_UPEA  ：UPC-E addon 


    OBR_UPE  ：UPC-E 


    OBR_IDF ：Industrial 2of5 


    OBR_ITF ：Interleaved 2of5 


    OBR_CD93  ：CODE93 


    OBR_CD128  ：CODE128 


    OBR_MSI  ：MSI 


    OBR_IATA  ：IATA 


    OBR_CHK_ON ：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ実行指示 


    OBR_OUT_ON ：ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ 出力指示 


戻り値 


 OBR_OK     0x00000000 ：正常終了 


 OBR_PON     0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 OBR_ERROR_HOTKEY     0xFFFF0705：RegisterHotKey ｴﾗｰ（ﾄﾘｶﾞｰｷｰ登録失敗） 
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備考 現在設定されている動作モードでオープンする場合は、オープンモードに“０”を指定します。 


オープンモードが“０”以外の場合、動作モードを一度初期化し、指定されたコードの内容で設定を行ない


ます。使用コードのチェックデジット／チェックキャラクタ以外の項目は初期値になります。 


本関数で設定できない項目は、動作モードの設定関数で設定を行ってください。 


5-2-5 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRClose 
 


機能 ＯＢＲの終了処理を行ないます。 


①ハードウェア制御（割込み etc） 


②トリガーキーの解放を行い、ドライバによるトリガーキー専有を解放します。 


 


書式 int OBRClose() ; 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 なし 


戻り値 


 OBR_OK  0x00000000  ：正常終了 


 OBR_POF  0xFFFF0701  ：クローズ済み 
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OBRGetc 
 


機能 ＯＢＲバッファから 1 文字読み出します。 


 


書式 int OBRGetc(ref uint  dwRcd); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 ref uint  dwRcd    ：読取りコード格納先へのポインタ 


   OBR_NONDT ：データなし  


   OBR_CD39 ：CODE39 


   OBR_NW_7 ：NW-7 


   OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E以外)addon 


   OBR_WPC  ：WPC(UPC-E以外)  


   OBR_UPEA  ：UPC-E addon 


   OBR_UPE  ：UPC-E 


   OBR_IDF  ：Industrial 2of5 


   OBR_ITF  ：Interleaved 2of5 


   OBR_CD93  ：CODE93 


   OBR_CD128  ：CODE128 


   OBR_MSI  ：MSI 


   OBR_IATA  ：IATA 


戻り値 


 ＯＢＲデータ（１文字） 


 


  ＊：未オープン状態にて本関数を実行する場合以下の異常終了が発生することがあります。 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRGets 
 


機能 ＯＢＲバッファから１コード分の文字列を読み出します。 


 


書式 int OBRGets(ref byte[]  buff,ref uint  dwRcd,ref byte[]  lengs) ; 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte    *buff  ：ＯＢＲデータ出力先へのポインタ 


 


 uint *dwRcd  ：読取りコード格納先へのポインタ 


     OBR_NONDT ：データなし  


     OBR_CD39 ：CODE39 


     OBR_NW_7 ：NW-7 


     OBR_WPCA  ：WPC(UPC-E以外)addon 


     OBR_WPC  ：WPC(UPC-E以外)  


     OBR_UPEA  ：UPC-E addon 


     OBR_UPE  ：UPC-E 


     OBR_IDF  ：Industrial 2of5 


     OBR_ITF  ：Interleaved 2of5 


     OBR_CD93  ：CODE93 


     OBR_CD128  ：CODE128 


     OBR_MSI  ：MSI 


     OBR_IATA  ：IATA 


 


 ,byte    *lengs  ：データバイト数格納先へのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRGetStat 
 


機能 ＯＢＲバッファの状態を読み出します。 


 


書式 int OBRGetStat(ref uint  dwLeng,ref byte[]  lcnt) ; 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 uint * dwLeng   ：バッファ内の残りバイト数格納先へのポインタ 


 byte    *lcnt     ：バッファ内の残り段数格納先へのポインタ 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 
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OBRClearBuff 
 


機能 ＯＢＲバッファのクリアを行ないます。 


 


書式 int OBRClearBuff(void) ; 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 なし 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


備考 


本関数では、ＯＢＲバッファの管理情報のみをクリアし、バッファ内のデータはクリアしません。 
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OBRGetScanningMode 
 


機能 ＯＢＲの動作モードを読込みます。 


 


書式 int OBRGetScanningMode(ref M_TBL    modtbl) ; 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 M_TBL *modtbl ：動作モードテーブル格納エリアへのポインタ 


struct { 


 uint Code;  /* 読み取り可能コード  */ 


 byte    Cd39[6];  /* Code39   */ 


 byte    Nw7[6];  /* Nw-7    */ 


 byte    Wpcea[6]; /* Wpc(Upc-e以外)addon  */ 


 byte    Wpce[6];  /* Wpc(Upc-e以外)   */ 


 byte    Upcea[6]; /* Upc-e addon   */ 


 byte    Upce[6];  /* Upc-e    */ 


 byte    Idsf[6];  /* Industrial 2of5   */ 


 byte    Itrf[6];  /* Interleaved 2of5  */ 


 byte    Cd93[6];  /* Code93   */ 


 byte    Cd128[6]; /* Code128   */ 


 byte    Msi[6];  /* MSI    */ 


 byte    Iata[6];  /* IATA    */ 


 byte    Resv[20][6]; /* 拡張用    */ 


    /* 配列[0]ﾘｻﾞｰﾌﾞ   */ 


    /*     [1]読み取り桁数(Min)  */ 


    /*     [2]読み取り桁数(Max)  */ 


    /*     [3]出力フォーマット  */ 


    /*     [4]ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ実行指示 */ 


    /*     [5]ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ 出力指示 */ 


 byte    Type;  /* 読み取り方式の設定  */ 


 byte    Gain;  /* Reserved    */ 


 byte    Buzc;  /* ブザーコントロールの設定 */ 


 byte    Ledc;  /* LEDコントロールの設定  */ 


 byte    Bufc;  /* 出力バッファの設定  */ 


 byte    Endc;  /* 終了コードの設定  */ 


 byte    Mode;  /* 通常読み/段数読み指定  */ 


 byte    Dumy;  /* 拡張用    */ 
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 Int    cmp_ct; /* 照合回数        */ 


 Int    rd_ct;  /* 読み取り回数         */ 


  int scn_tm;  /* 終了監視ﾀｲﾏｶｳﾝﾀ        */ 


 uint gobrW_LCid ; /* 拡張用    */ 


 uint gobrW_SMid ; /* 拡張用    */ 


 uint gobrW_OWid ; /* 拡張用    */  


} M_TBL 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


備考 


動作モードテーブルの内容については、P.5-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


本関数で参照できない項目は、データ管理関数を参照してください。 
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OBRSetScanningMode 
 


機能 ＯＢＲの動作モードを書込みます。 


①読取り誤動作を防止するため、ＯＢＲオープン中の本関数の実行はできません。 


また本関数実行前に、ＯＢＲバッファをクリアしてください。 


②設定パラメータ内にエラーを発見した場合、そのパラメータについては無効としますが、その他のパラメータ


については設定を引続き行ないます。 


（パラメータ内に１つ以上エラーがあった場合の戻り値は、E_PRM とします） 


 


書式 int OBRSetScanningMode(ref M_TBL   modtbl) ; 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 ref M_TBL   modtbl ：動作モードテーブル格納エリアへのポインタ 


     （構造体は OBRGetScanningMode関数を参照） 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


備考 


動作モードテーブルの内容については、P.5-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


本関数で設定できない項目は、データ管理関数を用いて設定してください。 
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■動作モードテーブル 
項目 内容  初期値 設定 参照 
読取りコード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４バイト） 


b31     b0 
 
 
               
         CODE39 
 リザーブ       NW-7 
        WPC addon 
              WPC 
         UPC E addon 


                                          UPCE 
       IDF 
                                          ITF 


                   CODE93
                                     CODE128      


         MSI 
                                              IATA 


 
＊１ 読取るコードに該当するビットをＯＮ（１）にします。 
（OBR_open関数のオープンモード指定マクロの論理和でも設定可能） 
＊２ 読取り精度を高めるため、必要なコードのみ読取り設定することを 
推奨します。 


全て 
選択 
(FFFh) 


○ ○ 


読取り桁数の設定 
 
出力フォーマット 
の設定 
 
チェックデジット 
の計算指定 
 
チェックキャラクタの


出力指定 
 
 
 
 
（１９２バイト） 


リザーブ Min Max 出力
ﾌｫｰﾏｯﾄ


ﾁｪｯｸ
ﾃﾞｼﾞｯﾄ


ﾁｪｯｸ
ｷｬﾗｸﾀ


FFh 2 38 0 *1 0 1 CODE-39
FFh 2 38 0 *2 - - NW-7
FFh 10 18 - 1 - WPC(UPCE以外) addon
FFh 8 13 - 1 - WPC(UPCE以外)
FFh 9 12 - 1 1 UPCE addon
FFh 7 7 ー 1 1 UPCE 
FFh 2 40 - 1 1 Industrial 2of5
FFh 4 40 - 1 1 Interleaved 2of5
FFh 3 40 - 1 - CODE-93
FFh 2 64 0 *3 1 - CODE-128
FFh 1 40 - 1 *4 1 MSI
FFh 1 40 - 0 *5 - IATA
FFh - - - - - リザーブ


- 指定なし（各種コードの固定値）
変更不可（値のチェックなし）


ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF：計算無し OBR_CHKDON：計算有り
ﾁｪｯｸｷｬﾗｸﾀ OBR_CHKKOFF：出力無し OBR_CHKKON：出力有り


*1 CODE39 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_39SON(00h)：Start/Stopコード有り
OBR_39SOFF(01h)：Start/Stopコード無し
OBR_39ASON(02h)：Full ASCII Start/Stopコード有り
OBR_39ASOFF(03h)：Full ASCII Start/Stopコード無し


*2 NW-7 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_NWSON(00h)：Start/Stopコード有り
OBR_NWSOFF(01h)：Start/Stopコード無し


*3 CODE128 出力ﾌｫｰﾏｯﾄ OBR_128AON(00h)：変換後(ASCII)のﾃﾞｰﾀを出力
OBR_128AOFF(01h)：変換前のﾃﾞｰﾀを出力
OBR_128EAN(02h)：EAN-128出力有り
OBR_128AIM(06h)：EAN-128コードID出力有り
OBR_128FNC(0Ah)：EAN-128Fnc→GS出力有り
変換前/後の対応は本仕様書最終頁参照


*4 MSIﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF(00h)：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ無し
OBR_CHKDON(01h)：1 桁，mod10
OBR_CDMSEV(02h)：2 桁，1st : mod11 2nd : mod 10
OBR_CDMSTN(03h)：2 桁，1st : mod10 2nd : mod 10


*5 IATAﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ OBR_CHKDOFF(00h)：ﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄ無し(読取り桁数1-40)
OBR_CHKDON(01h)：最終ｷｬﾗｸﾀ以外を対象(読取り桁数2-40)
OBR_CDMSEV(02h)：ｸｰﾎﾟﾝ番号/数値部を対象(読取り桁数15-17)
OBR_CDMSTN(03h)：数値部を対象(読取り桁数15-17)  


左の表 
参照 


○ ○ 
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項目 内容 初期値 参照 設定 
読取り方式の設定 
 
 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_TYPE0(00h)：単発読み 
                  OBR_TYPE1(01h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ有り) 
                  OBR_TYPE2(02h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ無し) 


(非公開) 
                  OBR_TYPE3(03h)：連続読み(ﾄﾘｶﾞｷｰ切替え) 


(非公開) 
                  OBR_TYPE4(04h)：連続読み(2 ｱｸｼｮﾝﾓｰﾄﾞ) 


(非公開) 
                  OBR_TYPE5(05h)：連続読み(回数読み) 


(非公開) 


連続 
読み 


○ ○ 


ブザー制御の設定 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_BUZOFF(00h)：ブザー制御無し 
                  OBR_BUZON(01h)：ブザー制御有り 


ブザー 
有り 


○ ○ 


ＬＥＤ制御の設定 
 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_LEDOFF(00h)：ＬＥＤ制御無し 
                  OBR_LEDON(01h)：ＬＥＤ制御有り 
                  OBR_LEDEROF(02h)：ＬＥＤ制御有り(ｴﾗｰ除く) 


ＬＥＤ有り 
(ｴﾗｰ 
除く) 


○ ○ 


出力バッファ 
の参照 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_BUFOBR(00h)：ＯＢＲバッファに出力 
                  OBR_STOFF(02h)：ＫＥＹバッファに出力 
                         （OBROpen 要求にて指定された、 


ウィンドウハンドルにキー出力） 


OBR_ASTOFF(03h)：ＫＥＹバッファに出力 
（アクティブ状態のウィンドウに 
キー出力） 


 


ＯＢＲ 
ﾊﾞｯﾌｧ 


○ × 


修了コードの設定 
(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの最後尾
に付加するｺｰﾄﾞ) 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_ENDCR(00h)：ＣＲ 
                  OBR_ENDLF(01h)：ＬＦ 
                  OBR_ENDCL(02h)：ＣＲ＋ＬＦ 
 


CR ○ ○ 


読取り動作の設定 
 
（１バイト） 


b7         b0 
                  OBR_NORM(00h)：通常読み 
                  OBR_DANN(01h)：段数読み 


通常 
読み 


○ ○ 


照合回数の設定 
（４バイト） 


照合回数は、読み取ったバーコードの正当性をとる為、照合回数分同一


バーコードデータ読み取りを行います。 
（指定範囲 1～9） 


1 ○ ○ 


読取り回数の設定 
（４バイト） 


読取り方式を連続読みに指定した場合、読取り回数分連続にバーコード


の読み取りを行います。 
（指定範囲 1～9） 


3 ○ ○ 


読取り監視タイマ 
（４バイト） 


読み取りを開始してから読み取り終了までの監視タイマです。 
（指定範囲 1～9（単位：秒）） 


5 ○ ○ 


フィルタモード設定 
（４バイト） 


b31     b0 
             OBR_NOFILTER (0)：フィルタ無 
             OBR_SOFTFILTER (1)：ソフトフィルタ有 
             OBR_HARDFILTER (2)：ハードフィルタ有 
             OBR_SOFTHARDFILTER (3)：ソフト/ハードフィルタ有 
 


0 ○ ○ 


フィルタＯＮ監視 
タイマ（４バイト） 


読取開始（デコード開始）から、フィルタ ONするまでのタイマです。 
（指定範囲 1～8（単位：秒）） 


3 ○ ○ 


 


動作モードテーブル内で、記載されていない数値を設定した場合、パラメータエラーとします。 
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OBRChangeBuffMode 
 


機能 ＯＢＲデータの出力先を、ＯＢＲバッファまたは、ＫＥＹバッファのどちらかに切替えます。 


ＫＥＹバッファの指定にはOBROpen 要求にて指定された、ウィンドウハンドルにキー出力 


するタイプとアクティブ状態のウィンドウにキー出力するタイプの 2 種類があります。 


 


書式 int OBRChangeBuffMode(byte  buftyp) ; 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte buftype ：バッファ種別 


     OBR_BUFOBR 0x00 ：ＯＢＲバッファ 


      0x01 ：（予約） 


     OBR_STOFF 0x02 ：ＫＥＹバッファ 


                               （OBROpen要求にて指定された、 


ウィンドウハンドルにキー出力） 


     OBR_ASTOFF 0x03 ：ＫＥＹバッファ 


（アクティブ状態のウィンドウ 


にキー出力） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


動作モードテーブルの内容については、P.5-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


本関数で設定できない項目は、データ管理関数を用いて設定してください。 
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OBRGetScanningCode 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、読取コード情報（有効/無効）を読込みます。 


 


書式 int OBRGetScanningCode(ref uint  lpdwMode); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref uint  lpdwMode：読取コード情報格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


読取コード情報の内容については、P.5-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetCode39Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、Ｃｏｄｅ３９情報を読込みます。 


 


書式 int OBRGetCode39Option(ref bool pEnabled, ref byte[] lpbMinLength, 


   ref byte[]  lpbMaxLength, ref byte[]  lpbOutFormat, 


   ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：CODE39 コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：Code39 有効 


FALSE：Code39 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：Code39 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：Code39 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：Code39 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Ｃｏｄｅ３９情報の内容については、P.5-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetNW7Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、ＮＷ７情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetNW7Option(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  lpbMaxLength,  


ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  lpbCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：NW7 コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：NW7 有効 


FALSE：NW7 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：NW7 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：NW7 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：NW7 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ＮＷ７情報の内容については、P.5-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 
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OBRGetWPCAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、WPCA情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetWPCAOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  


lpbMaxLength, ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  


lpbCheckChar) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：WPCA コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：WPCA 有効 


FALSE：WPCA 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：WPCA 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：WPCA 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：WPCA 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


WPCA 情報の内容については、P.5-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-20 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetWPCOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、Code39情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetWPCOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  


lpbMaxLength,  ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  


lpbCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：WPC コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：WPC 有効 


FALSE：WPC 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：WPC 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：WPC 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：WPC 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


WPC 情報の内容については、P.5-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-21 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetUPCAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、UPCA情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetUPCAOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  


lpbMaxLength,  ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  


lpbCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：UPCA コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：UPCA 有効 


FALSE：UPCA 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：UPCA 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：UPCA 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：UPCA 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


UPCA 情報の内容については、P.5-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-22 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetUPCAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、UPC情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetUPCOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  


lpbMaxLength,  ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  


lpbCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：UPC コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：UPC 有効 


FALSE：UPC 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：UPC 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：UPC 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：UPC 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


UPC 情報の内容については、P.5-2-14 動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-23 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetIDF2o5Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、ＩＤＦ（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ ２ｏｆ５）情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetIDF2o5Option(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  


lpbMaxLength,  ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  


lpbCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：IDF コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：IDF 有効 


FALSE：IDF 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：IDF 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：IDF 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：IDF 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ＩＤＦ（Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ ２ｏｆ５）情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-24 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetITF2o5Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、ＩＴＦ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ｏｆ５）情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetITF2o5Option(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  


lpbMaxLength,  ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  


lpbCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：ITF コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：ITF 有効 


FALSE：ITF 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：ITF 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：ITF 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：ITF 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ＩＴＦ（Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｄ ２ｏｆ５）情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-25 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetCode93Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、Code93情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetCode93Option(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  


lpbMaxLength,  ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  


lpbCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：Code93 コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：Code93 有効 


FALSE：Code93 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：Code93 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：Code93 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：Code93 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Code93 情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-26 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetCode128Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、Code128情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetCode128Option(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  


lpbMaxLength,  ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  


lpbCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：Code128 コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：Code128 有効 


FALSE：Code128 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：Code128 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：Code128 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：Code128 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Code128 情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-27 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetMSIOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、MSI情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetMSIOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  


lpbMaxLength,  ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  


lpbCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：MSI コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：MSI 有効 


FALSE：MSI 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：MSI 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：MSI 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：MSI 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


MSI 情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-28 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetIATAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、IATA情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetIATAOption(ref bool  pEnabled,ref byte[]  lpbMinLength, ref byte[]  


lpbMaxLength,  ref byte[]  lpbOutFormat, ref byte[]  lpbCheckDigit, ref byte[]  


lpbCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref bool  pEnabled：IATA コードの状態格納エリアへのポインタ 


TRUE：IATA 有効 


FALSE：IATA 無効 


  ref byte[]  lpbMinLength：IATA 最小桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbMaxLength：IATA 最大桁数格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbOutFormat：IATA 出力フォーマット格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckDigit：チェックデジット指定格納エリアへのポインタ 


  ref byte[]  lpbCheckChar：チェックキャラクタ出力指示格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


IATA 情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-29 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetScanningType 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、読取方式情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetScanningType (ref byte[]  lpbMode); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


  ref byte[]   lpbMode：読取方式情報格納エリアへのポインタ 


OBR_TYPE0：単発読み 


OBR_TYPE1：連続読み（トリガキー有り） 


OBR_TYPE2：連続読み（トリガキー無し（非公開）） 


OBR_TYPE3：連続読み（トリガキー切替（非公開）） 


OBR_TYPE4：連続読み(２アクションモード（非公開）) 


OBR_TYPE5：連続読み(回数読み（非公開）) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


読取り方式情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-30 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetBuzzer 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、ブザー制御情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetBuzzer(ref byte[]  lpbMode); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref byte[]   lpbMode：ブザー制御情報格納エリアへのポインタ 


OBR_BUZOFF：ブザー制御無し 


OBR_BUZON：ブザー制御有り 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ブザー制御情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-31 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetLED 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、LED制御情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetLED(ref byte[]  lpbMode); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref byte[]  lpbMode：ＬＥＤ制御情報格納エリアへのポインタ 


OBR_LEDOFF：LED 制御無し 


OBR_LEDON：LED 制御有り 


OBR_LEDEROF：LED 制御有り (エラーなし) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


LED制御情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-32 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetBuffType 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、出力バッファ情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetBuffType(ref byte[]  lpbType); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref byte[]  lpbType：出力バッファ情報格納エリアへのポインタ 


OBR_BUFOBR：OBR データバッファ 


OBR_STOFF：KEY バッファ選択（指定ｳｨﾝﾄﾞｳﾊﾝﾄﾞﾙ（START コード無し）） 


OBR_ASTOFF：KEY バッファ選択（ｱｸﾃｨﾌﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳﾊﾝﾄﾞﾙ（START コード無し）） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


出力バッファ情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-33 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetSuffixChar 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、終了コード情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetSuffixChar(ref byte[]  lpbEndchar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref byte[]  lpbEndchar：終了コード情報格納エリアへのポインタ 


OBR_ENDCR：CR コード(0Dh) 


OBR_ENDLF：LF コード(0Ah) 


OBR_ENDCL：CR コード+LF コード(0D0Ah) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


終了コード情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-34 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetModeReadAction 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、読取り動作モード情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetModeReadAction (ref byte[]  lpbType); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 ref byte[]  lpbType：読取動作モード情報格納エリアへのポインタ 


        OBR_NORM：通常読み 


OBR_DANN：段数読み 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


読取り動作モード情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-35 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetCheckCounter 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、照合回数情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetCheckCounter (ref int lpiCounter); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref int lpiCounter：照合回数情報格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


照合回数情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-36 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetScanningCounter 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、読取り回数情報を読込みます。 


 


書式  


int OBRGetScanningCounter(ref int lpiCounter); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref int lpiCounter：読取回数情報格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


読取り回数情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-37 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetScanningTimeout 
 


機能 ＯＢＲの動作モード中、スキャン終了監視タイマ情報を読込みます。 


 


書式  


OBRGetScanningTimeout(ref int lpiTimer); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref int  lpiTimer：スキャン終了監視タイマ情報格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000 ：正常終了 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


スキャン終了監視タイマ情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-38 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetScanningCode 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された読取コード情報を設定します。 


 


書式  


OBRSetScanningCode(uint dwMode); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint dwMode：設定する読取コード情報 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


読取りコード情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-39 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetCode39Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたＣＯＤＥ３９情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetCode39Option(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bOutFormat,byte  bCheckDigit, byte  bCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：Code39 コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：Code39 有効 


OBR_CODE_DISABLE：Code39 無効 


OBR_CODE_IGNORE：Code39 コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：Code39 最小桁数設定値 


     byte  bMaxLength：Code39 最大桁数設定値 


     byte  bOutFormat：Code39 出力フォーマット設定値 


     byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Code39情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-40 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetNW7Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された NW7情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetNW7Option(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bOutFormat) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：NW7 コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：NW7 有効 


OBR_CODE_DISABLE：NW7 無効 


OBR_CODE_IGNORE：NW7 コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：NW7 最小桁数設定値 


     byte  bMaxLength：NW7 最大桁数設定値 


     byte  bOutFormat：NW7 出力フォーマット設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


NW7情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください。 


5-2-41 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetWPCAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された WPCA情報を設定します。 


 


書式  


int OBRSetWPCAOption(byte  bEnabled,byte  bCheckDigit); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：WPCA コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：WPCA 有効 


OBR_CODE_DISABLE：WPCA 無効 


OBR_CODE_IGNORE：WPCA コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


WPCA情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-42 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetWPCOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された WPC情報を設定します。 


 


書式  


int OBRSetWPCOption(byte  bEnabled,byte  bCheckDigit); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：WPC コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：WPC 有効 


OBR_CODE_DISABLE：WPC 無効 


OBR_CODE_IGNORE：WPC コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


WPC情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-43 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetUPCAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された UPCA情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetUPCAOption(byte  bEnabled,byte  bCheckDigit, byte  bCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：UPCA コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：UPCA 有効 


OBR_CODE_DISABLE：UPCA 無効 


OBR_CODE_IGNORE：UPCA コード使用の有効／無効設定内容継続 


byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


UPCA情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-44 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetUPCOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された UPC情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetUPCOption(byte  bEnabled,byte  bCheckDigit, byte  bCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：UPC コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：UPC 有効 


OBR_CODE_DISABLE：UPC 無効 


OBR_CODE_IGNORE：UPC コード使用の有効／無効設定内容継続 


byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


UPC情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-45 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetIDF2o5Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたＩＤＦ（Industrial2of5）情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetIDF2o5Option(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bCheckDigit,byte  bCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：IDF コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：IDF 有効 


OBR_CODE_DISABLE：IDF 無効 


OBR_CODE_IGNORE：IDF コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：IDF 最小桁数設定値 


byte  bMaxLength：IDF 最大桁数設定値 


byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


IDF情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-46 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetITF2o5Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたＩＴＦ（Interleaved2of5）情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetIDF2o5Option(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bCheckDigit,byte  bCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：ITF コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：ITF 有効 


OBR_CODE_DISABLE：ITF 無効 


OBR_CODE_IGNORE：ITF コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：ITF 最小桁数設定値 


byte  bMaxLength：ITF 最大桁数設定値 


byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ITF情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-47 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetCode93Option 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された Code93 情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetCode93Option(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength, 


 byte  bCheckDigit); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：Code93 コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：Code93 有効 


OBR_CODE_DISABLE：Code93 無効 


OBR_CODE_IGNORE：Code93 コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：Code93 最小桁数設定値 


byte  bMaxLength：Code93 最大桁数設定値 


byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Code93情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-48 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetCode128Settings 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された Code128 情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetCode128Settings(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength, 


 byte  bOutFormat,byte  bCheckDigit); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：Code128 コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：Code128 有効 


OBR_CODE_DISABLE：Code128 無効 


OBR_CODE_IGNORE：Code128 コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：Code128 最小桁数設定値 


byte  bMaxLength：Code128 最大桁数設定値 


byte  bOutFormat：Code128 出力フォーマット設定値 


byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


Code128情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-49 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetMSIOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたMSI 情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetMSIOption(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bCheckDigit,byte  bCheckChar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：MSI コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：MSI 有効 


OBR_CODE_DISABLE：MSI 無効 


OBR_CODE_IGNORE：MSI コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：MSI 最小桁数設定値 


byte  bMaxLength：MSI 最大桁数設定値 


byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


byte  bCheckChar：チェックキャラクタ出力指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


MSI情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-50 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetIATAOption 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された IATA 情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetIATAOption(byte  bEnabled,byte  bMinLength, byte  bMaxLength,  


byte  bCheckDigit); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEnabled：IATA コード使用の有効／無効設定情報 


        OBR_CODE_ENBLE：IATA 有効 


OBR_CODE_DISABLE：IATA 無効 


OBR_CODE_IGNORE：IATA コード使用の有効／無効設定内容継続 


     byte  bMinLength：IATA 最小桁数設定値 


byte  bMaxLength：IATA 最大桁数設定値 


byte  bCheckDigit：チェックデジット指示設定値 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


IATA情報の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-51 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetScanningType 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された読取方式情報を設定します。 


 


書式  


int OBRSetScanningType (byte  bType); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bType：設定する読取方式情報 


        OBR_TYPE0：単発読み 


OBR_TYPE1：連続読み（トリガキー有り） 


OBR_TYPE2：連続読み（トリガキー無し（非公開）） 


        OBR_TYPE3：連続読み（トリガキー切替（非公開）） 


        OBR_TYPE4：連続読み(２アクションモード（非公開）) 


OBR_TYPE5：連続読み(回数読み（非公開）) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-52 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetBuzzer 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたブザー制御情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetBuzzer(byte  bMode); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bMode：設定するブザー制御情報 


        OBR_BUZOFF：ブザー制御無し 


OBR_BUZON：ブザー制御有り 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モード中の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 


5-2-53 







 
DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetLED 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された LED制御情報を設定します。 


 


書式  


 int OBRSetLED(byte  bMode); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bMode：設定するＬＥＤ制御情報 


        OBR_LEDOFF：LED 制御無し 


OBR_LEDON：LED 制御有り 


OBR_LEDEROF：LED 制御有り (エラーなし) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モード中の内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetSuffixChar 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された終了コード情報を設定します。 


 


書式  


 OBRSetSuffixChar(byte  bEndchar); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bEndchar：設定する終了コード情報 


        OBR_ENDCR：CR コード(0Dh) 


OBR_ENDLF：LF コード(0Ah) 


OBR_ENDCL：CR コード+LF コード(0D0Ah) 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetModeReadAction 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された読取り動作モード情報を設定します。 


 


書式  


 OBRSetModeReadAction (byte  bType); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 byte  bType：設定する読取動作モード情報 


        OBR_NORM：通常読み 


OBR_DANN：段数読み 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetCheckCounter 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された照合回数情報を設定します。 


 


書式  


 OBRSetCheckCounter(int iCounter); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int iCounter：設定する照合回数情報（指定範囲 1～９） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetScanningCounter 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定された読取り回数情報を設定します。 


 


書式  


 OBRSetScanningCounter(int iCounter); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int iCounter：設定する読取り回数情報（指定範囲 1～９） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetScanningTimeout 
 


機能 ＯＢＲの動作モードに、指定されたスキャン終了監視タイマ情報を設定します。 


 


書式  


 OBRSetScanningTimeout(int iTimer); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


int iTimer：設定するスキャン終了監視タイマ情報（指定範囲 1～９（単位：秒）） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM           0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetDefaultSymbology 
 


機能 ＯＢＲの動作モードを、初期値（ＯＢＲドライバ、デフォルト値）に設定します。 


 


書式  


 OBRSetDefaultSymbology(void); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


OBRの動作モードの内容については、P.5-2-14動作モードテーブルを参照してください 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetIniFileOption 
 


機能 ini Ｆｉｌｅの読込みを行い、ＯＢＲドライバの動作モード初期値（ＯＢＲドライバ、デフォルト値）の変更を行います。 


 


書式  


 int OBRSetIniFileOption(void); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


ini File が存在しない場合でも、正常終了します。 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRUpDateIniFileOption 
 


機能 ＯＢＲドライバの、現在の動作モードを ini Ｆｉｌｅに書き込みを行います。 


 


書式  


 int OBRUpDateIniFileOption(void); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetFilterFunction 
 


機能 ＯＢＲドライバの、現在のフィルタモード情報を読み込みます。 


 


書式  


 int OBRGetFilterFunction(ref uint  lpdwFuncMode); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 ref uint  lpdwFuncMode：フィルタモード情報格納エリアへのポインタ 


      OBR_NOFILTER   ：フィルタ未使用 


     OBR_SOFTFILTER  ：ソフトフィルタ使用 


      OBR_HARDFILTER  ：ハードフィルタ使用 


OBR_SOFTHARDFILTER：ソフト及びハードフィルタ使用 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetFilterFunction 
 


機能 ＯＢＲドライバの、現在のフィルタモード情報の設定を行います。 


 


書式  


 int OBRSetFilterFunction(uint dwFuncMode); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


 uint dwFuncMode：フィルタモード情報設定値 


      OBR_NOFILTER   ：フィルタ未使用 


     OBR_SOFTFILTER  ：ソフトフィルタ使用 


      OBR_HARDFILTER  ：ハードフィルタ使用 


OBR_SOFTHARDFILTER：ソフト及びハードフィルタ使用 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRGetFilterOnTimer 
 


機能 ＯＢＲドライバの、現在のフィルタＯＮタイマ情報を読込みます。 


 


書式  


 int OBRGetFilterOnTimer(ref int lpiTimer) 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


ref uint  lpdwFuncMode：フィルタ ON タイマ情報格納エリアへのポインタ 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


 フィルタ ON タイマ：スキャン開始（デコード開始）からソフト／ハードフィルタ ONするまでの時間 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


OBRSetFilterOnTimer 
 


機能 ＯＢＲドライバの、現在のフィルタＯＮタイマ情報の設定を行います。 


 


書式  


 int OBRSetFilterOnTimer(int iTimer); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


uint  iTimer：フィルタ ON タイマ情報設定値 


            （秒単位、範囲：1～8） 


 


戻り値 


 OBR_OK      0x00000000：正常終了 


 OBR_PRM          0xFFFFFFFE：引数データエラー 


 OBR_PON           0xFFFF0700：オープン済み 


 OBR_NOT_DEVICE    0xFFFF0703：OBR（スキャナ部）非常駐状態 


 OBR_NOT_DEVICE_DECODE  0xFFFF0704：Decode（デコーダ部）常駐失敗 


 


備考 


 フィルタ ON タイマ：スキャン開始（デコード開始）からソフト／ハードフィルタ ONするまでの時間 
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DT-８７０/5100 カシオライブラリ（.NET）開発マニュアル 


5-2-67 


OBRIntLogRequest 
 


機能 OBR ドライバ（スキャナ部、デコーダ部）にて採取したＬＯＧ情報取り出し要求を行います。 


ドライバは本関数を受付ける事によりＬＯＧ情報をファイルに出力します。 


  スキャナ部：ObrLog.dat（ルートディレクトリに作成します） 


  デコーダ部：DecodeLog.dat（ルートディレクトリに作成します） 


 


書式  


 int OBRIntLogRequest(void); 


 


ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 


なし 


 


戻り値 


 OBR_OK  0x00000000：正常終了 


 


備考 





		§5-2．OBRライブラリ　関数リファレンス
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		5-2-4　関数リファレンス





